■因つたとをは(サポートのご案内) 


ホームページで調べる 

サイバー シヨッ トおよび 「Image Data Converter SR 」 の最新サポート情報 
(製品に関する Q & A 、 パソコンとの接続ちまなど）はこちらのホームページから 
http :// www . sony . co . jp / cyber - shot / support / 

ヴイパーシヨットオフィシャル WE 巳サイト 

http :// www . sony . co . jp / cyber - shot / 

サイバーシヨットの最新情報、撮影テクニック、アクセサリーなどに関する情報 
を掲載しています。英語の取扱説明書のダウン□ー ドわできます。 

(Enalish manual download service is available .) 

付属ソフトウエア （ PicturePackage ) のヴポート情報 
http :// www . ppackage . com / 




電話で問い合わせる (おかけ間違いにごミ主意ください。） 



TEL 


サイバーシヨットおよび 「Image Data Converter SRJ に関するお問い合わせ窓 □ 
テクニカルインフ オメーシヨ ンセンター 

電話： 0564 - 62-4979 

受付時間：巧〜金曜曰：午前9時〜午後8時 

±、曰曜曰、祝曰：午前9時〜午後日時 
お問い合わせの際は、本機をお手元にご巧意ください。 


PicturePackage に関するお問いちわせ窓口 

Picture Package',, 卜。勺セ与ユ — 计 ‘— サポ — トセン々 — 

電話： 06 - 6633-3900 

受付時間：月〜日曜曰午前9時〜午後5時(年末、年始、祝曰を除 <) 



指定宅配便での修理品のお引取り、修理後の製品のお届けまでを一括して行 
います。テクニカルインフォ方ーシヨンセンターへお電話いただくか、 

WE 目サイトをご覽ください。 
http :// www . sony . co . jp / cli - repair / 


■カスタマー登録のご案内 



カスタマー登録していただ < と、安む•便利な各種サポートび受けられます。 
詳しくは、同捆のチラシ r カスタマー登録のご案内」もしくはご登録 WEB サイト 
をご覽< ださい。 

http :// www . sony . co . jp / di - regi / 


登録後は登録者専用お問い合わせ窓□をご利用いただけます。 
詳し < は下記の URL をご覽< ださい。 

http :// wvvw . sony . co . jp/cybe 卜 shot / contact / 


ソニー株式会社干 141-0001 ま京都品 I 腔化品川 6-7-35 http :// www . sonv . co . jp / 


dffk この説明書は100%古紙再生紙と V 0 C ( 揮発性 

有機化合物）ゼ□植物油型インキを使用しています。 

Printed in Japan 
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サイ JK - シ 3 ット取扱説明書 

活用編•困ったとまは 


A 堪化 I 電気製品はま全のための注意事項を守6ないと、 
^岂口 I 火災や人身事故になることびあります。 

この取扱説明書には、事故を防ぐための重要なミ主意事項と製品 
の取り扱いかたを示しています。本書と別冊の「サイバー 
シヨツ ト 取扱説明書はじめにお読みください」をよくお読み 
のラえ、製品を巧全にお使いください。お読みになったあとは、 
いつでち見られるところに必ず保管して<ださい。 




サイパーショットを 

巧いこなそラ 
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メニューを使ラ 


セツトアップ画面を使ラ 


パソコンで楽しむ 



DS 心 R1 

Cyber-shot 

の InfoLlTHIUM ⑩ 




r はじめにお読みください」（別冊） 

本機を使ラための準備と、基本的な撮 
影’再生の方法を説明しています。 

ノ 


'静止画をプ U ントずる 

の テレビにつなぐ 

k 困ったと走は 
f その他 

安全のために 

用語の解説/索引 
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0：^ 警告まをのために 


一 136〜138ぺージも 
おわせてお読み < ださい。 


誤った使いかたをしたときに生じる感電や傷害 
など人へのを害、また火災などの財産への損害を 

未然に防止するため、次のことを必ずお守0<だ 
さい。 



r を全のために」のま意事項を守る 


定期のに点検ずる 


1年に1度は、電源コードに傷びないか、電源プラグ部 
とコンセントの間にほこ D びたまっていないか、故障 
したまま使用してしげよいか、などを点検してください。 


故障した S 使わない 


カメラや AC アダプターなどの動作びおかしくなつ 
たり、破損していることに気びついた！5、すぐにテ 
クこカルインフオメーシヨンセンターへご相談く 
ださい。 


万一、異常が起きた5 


對指.においがした5 I 、 〇電源を切る 
煙が出た5 '0 電池をはずず 

- 0 テクニカルインフオ 

メー シヨンセンター 
に連結ずる 


裏表紙にテクニカルインフオメーシヨンセンター 

の連結巧げあります。 




万一、電池の液漏れび起きた5 


〇すぐに乂気か5遠ざけてください。漏れた液や 
気体に引乂して発乂、破裂の恐れびありまず。 
e 液び目に入った場合は、こす5ず、ずぐに水道水 
などされいな水で充分に洗ったあと、医師の治 
擦を受けて < ださい。 

0 液を口に入れたり、なめた場含は、ずぐに水道水 
で口を洗淨し、医師に相談してください。 

〇液が身体や衣服についたとさは、水でよく洗い 
流してください。 


警告表ちの意味 

この取扱説明書や製品では、次の 
よラな表示をしています。 

IA 危哟 

この表示のある事項を守らない 
と、極めて危険な状況び起こり、 
その結果大けびや死亡:にいたる 
危害び発生します。 


齡警告 1 

この表示のある事項を守らない 
と、思わ说危険な状況び起こり、 
その結果大けびや死 t にいたる 
ち害び発生することびあります。 


拉ミ主意 1 

この表示のある事項を守らない 
と、思わ促ち険な状況び起こり、 
けびや財産に損害を与えることび 
あります。 


注意を促ず記号 



A 

乂災 

感電 

行為を禁止する記号 


0 


禁止 

分解禁止 



めれ手禁止 


行為を指示する記号 



〇 

つラグをコン 
セントから巧く 

お巧 

電池について 



安全のためにの文中の「電池」と 
は、 r バッテリーパック」も含み 
ます。 
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サイバーシヨツトを楽しむために 


まずは準備をして、簡単に撮彰しよ5 



別冊 n まじめにお読みください J 

1バッテリーを準備する 
2電源を入れ、時計ををわせる 
3記録メディア(別売り）を入れる 
4巧途に含わせて画像サイズをまめる 
5簡単に撮るはート撮影) 

6画像を見る/靴除する 


本書では、 ^別冊「はじめに J とご案内していまず。 


かし慣れた5、本機の機能を巧いこなそう 




I お好みの設定で撮影する 一^28ページ 


I メニューを使って、さまざまな撮影/再生を楽しむ 
一63ぺージ 

I 本機のお買い上げ時の設定を変える 一^71ページ 


を5に、パソコンやプリンターとつないで楽しもう 




•画像をパソコンに取り込んで活用 
一84ぺージ 


• 本機をプ U ンターに直接つないでプ U ント 
( Pic 旧 ridge 対応プリンターのみ） 

一102ぺージ 
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露出を固定して撮る一 AE □ック . 42 
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备音 P のなまえ . 14 

画面の表示 . 18 

画面表示を切り換える . 21 

静止画の i 己録可能枚数 . 22 

パッテリー使用時間と撮影/再生枚数 . 24 


安全 CDfc & l こ . 2 

お使いになる前に必ずお読みください . 8 
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ピントの設定 . 45 

才ートフォーカスの方法を選ぶ . 4己 

手動でピントを合わせる . 47 

フラッシュ . 49 

フラッシュモードを選ぶ . 49 

手動でフラッシュを発光するーポップアップフラッシュモード . 50 

フラッシュシンク□を選ぶ . 51 

外部フラッシュを使う . 52 

feCD 設 ^ . 55 

色合いを調節するーホワイトバランス . 55 

画像の色合いを選ぶ一 COLOR (色再現） . 57 

連続撮影ずる . 59 

連写す S . 59 

RAW データで撮る . 60 

RAW モード - Mode (撮影モード） . 60 

構図を決める . 61 

グリッドラインを表おする . 61 

モニターモードの設定 . 62 

フリッカーを軽減する . 62 


メニユーを使う 


撮影時に使うメニュー . 63 

ミ; i: OlH 象サイズ） も晒敦 

Mode (撮影モード） BRK (ブラケット設定） 

4±(フラッシュレベル） PFX ( P . エフェクト） 

COLOR 饱再現） な (彩度） 

3 ロントラスト） m (シャープネス） 

百（セットアップ） 

再生時に使うメニュー . 66 

巳](フォルダ） か，（プ□テクト） 

DPOF a (プリント） 

む（スライドシヨー) E (リサイズ） 

□す:（回輯） さ（セツトアップ） 

卜 IJS ング 


5 


























目次(つヴき) 


セツトアップ画面を使う 


0 カメラ 1 . 

AF モード 

パワーセーブ 

AF イルミネーター 

デジタルズーム 

日付/時刻 
オートレビュー 

. 71 

P カメラ 2 . 

拡大フォーカス表示 

フフツンユ 

フリッカー軽減 

フラッシュシンク □ 

ポップアップフラッシュ 

グ U ッドライン 

. 75 

口 5 メモリースティックツール ..... 

フオーマット 

記録フォルダ変更 

記録フォルダ作成 

. 77 

a CF 力ードツール . 

フオーマット 

記録フォルダ変更 

記録フォルダ作成 

. 79 

さ 設定 1 . 

LCD バックライト 

操作音 

EVF バックライト 

ゼプラ 

. 81 

早 設定 2 . 

ファイルナンバー 

ビデオ信号出力 

USB 接続 

時計設定 

. 82 


パソコンで楽しむ 


Windows バソコンででをること . 84 

画像を/ ':ソコンに取り込む . 87 

バソコン巧の画像を本機で見る . 94 

付属のソフトウ:！:アで楽しむ . 95 

Macintosh をお使いのときは . 98 



















静止画をプリントずるには . 101 

ダイレクトプリントずる （PictBridge 対応プリンター使用） . 102 

お店でプリントずる . 106 


テレビにつなぐ 


テレビで見る . 108 

困ったとさは 

故障かな？と思った 6 . 109 

自己診断表示と警告表示 . 121 

その他 

"メモリースティツク"について . 125 

マイクロドライブについて . 127 

InfoLITHIUM (インフォリチウム)バツテリーについて . 128 

使用上のごを意 . 129 

主な仕様 . 131 

f 呆証書とアフターヴービス . 133 

撮影時機能早見表 . 134 

安全のために 136 


用語の解説/索引 


用語の解説 
索引 . 


139 

143 























おほいになる前に化ずお読み < ださい 


本機で使巧できる"メモリースティッ 
ク"（別売り） 

本機で使用するに記録 x ディアは"メモリー 
スティック" （"MemoryStick ") です。モ 
U- ステイック"のサイズには2種類ありま 
す。 

"メモリースティック"：本機で使用巧 
能でず。 


"メモリースティックデュオ"：メモ 
リースティックデュオアダプターに 
入れて、本機で使用可能です。 



メモ U —スティック 
デュオアダプター 


• ソモ U- スティック"について詳しくは、 
12己ページをご覽ください。 

InfoLITHIUM (インフォリチウム） 

バッテリーについてのごま意 

• 初めてお使いになるとをは、付属のバッテ 
U- NP-FM5 日を必ず充電してくださし、。 
卜别冊「はじめに手順 1) 

•バッテ U —を使い切らない状態でち充電で 
をます。また充電び完了しなくてち途中ま 
でな電した容量分はお使いいただけます。 

•バッテ U —を長持ちさせるために、長時間 
使用しない場合は、本機で使い切ったあと、 
バッテ U —を取りはずして湿度の低い涼し 
い場所でイ呆管してくださいり28ページ)。 

•バッテリーについて詳しくは、128ぺージ 
をご覽ください。 


力ールツァイスレンズ搭載 

本機はカールツァイスレンズを搭載し、繊細 
な映像表現を可能にしました。本機巧に生産 
されたレンズは、ドイツカールツァイスと 
ソニーで共同開発した、 MTF# 測定システム 
を用いてその品質を管理し、カールツァイス 
レンズとしての品質を維持しています。 
さらに本機は T* コーティングを採巧してお 
り、不要な反射を抑え、忠実な色再現性を実 
現しております。 

せ モジユレーショントランスファーファンクション 

Modulation Transfer Function の略。 

コントラストの再現性を表す指標です。被 
写体のある部分の光を、画像の対応する位 
置にどれだけ集められるかを表す数値。 

AC アダプターに関するごま意 

• AC アダプターの DC プラグを金属類で 
ショートさせないで<ださい。故障の原因 
になります。 

• AC アダプターの DC プラグを巧れたまま 
使わないでください。汚れは乾いた綿棒な 
どで拭を取ってください。巧れたままご使 
巧になると、正し<充電されないことがあ 
ります。 

撮影内容の補償はでをません 

万一、力ラや記録メディアなどの不具合に 
より撮影や再生びされなかった場合、画像な 
どの記録内容の補償については、ご容赦くだ 
さい。 

パックアップのおずずめ 

万一の誤消去や破損にそなえ、必ず予備の 
データコピー（バックアップ)をおとりくだ 
さい。 

撮影•再生に際してのごミち意 

• 本機は防じん、防滴、防水仕様ではありませ 
ん。 r 使用上のご注意」もご覧くださいり29 
ぺージ’)。 

•必ず事前にためし撮りをして、正常に記録 
されていることを確認してください。 




• 本機を;'!らさないでください。水滴び内部 
に入り込むと、故障の原因になるだけでな 
く、修理でをなくなることをあります。 

• 曰光および強い光に向けて本機を使用しな 
いでください。目に回復不可能なほどの障 
害をををたすおそれびありまず。また故障 
の原因になります。 

• 強力な電波を出すところや放射線のある場 
所で使わないでください。正しく撮該•再 
生びでさないことびあります。 

• 砂やほこりの舞っている場所でのご使用は 
故障の原因になります。 

• 結露び起きたとさは、結露を取り除いてか 
らご使用くださいり29ページ)。 

• 本機に振動や衝撃を与えないでください。 
誤作動したり、画像び記録でをなくなるだ 
けでな<、記録メディアび使えな<なった 
り、撮影済みの画像データび壊れることび 
あります。 

• フラッシュの表面のミちれは取り除いてくだ 
さい。発光による熱でフラッシュ表面の巧 
れび蜜色したり、貼り付いたりすると、充分 
に発光でをない場合びあります。 

液晶画面、液晶ファインダー（搭載機 

種のみ)およびレンズについてのごま意 

• 液晶画面や液晶ファインダーは有効画素 
目 9.99%UI 上の非萬に精密度の高い技術で 
作られていますび、黒い点び現れたり、白や 
赤、青、緑の点び消えないことびあります。 
これは故障ではありません。これらの点は 
記録されません。 


黒い伯/ホ/青/緻点 



• あ晶画面や液晶ファインター、レンズを太 
陽に向けたままにすると故障の原因になり 
ます。窓際や屋列に置くときはご注意くだ 
さい。 


• 液晶画面を強く押さないでください。画面 
にムラび出たり、液晶画面の故障の原因に 
な0ます。 

• 章い場所で使ラと、画像び尾を引いて見え 
ることびありますび、故障ではありません。 

• 本機のレンズ部をぶつけたり、無理な力を 
かけないよラご注意ください。 

画像の互換性について 

•本機は、（社)電モ情報技術産業協を 
(JEITA) にて制定された統一規格" Design 
rule for Camera File system (DCF) (こ 
対応しています。 

• 本機で撮影した画像の他機での再生、他機 
で撮診/修正した画像の本機での再生は保 
証いたしません。 

著作権について 

あなたびカメラで撮影したちのは、個人とし 

て楽しむほかは、善作権法上、権利者に無断 

で使用でさません。なお、実演や興業、展示物 

などの中には、個人として楽しむなどの目的 

びあってち、撮該を制限している場合びあり 

ますのでご注意 < ださい。 


電波障害自主規制について 

この装置は、情報処理装置等電波障害自主 
規制協議会 (VCCI) の基準に基づくクラス 
巨情報技術装置です。この装置は、家庭環 
境で使用することを目的としていますび、 
この装置びラジオやテレビジョン受信機 
に近接して使巧されると、受信障害を引き 
起こすことびあります。取掘説明書に 
がって正しい取り扳いをしてください。 


本書中の画像について 

画像の例として本書に掲載している写真はイ 
メージです。本機を使って撮影したちのでは 
ありません。 

表巧言語について 

本機の ニュー項目や警告などの表示は、曰 
本語のみに対応しております。 





サイ n - ショットを使いこなそラ 

ステツプアツプのための基礎知識 


ピント露出 S 画質 



ここでは、サイバーシヨットを使いこなすた 
めの基礎について説明します。 

本機に搭載された多彩な機能は、モードダイ 
ヤルに8ぺージ)や、メこュー (63 ぺージ)な 
どで使ラことびでをます。 


ピント クリアな画像を撮るために 

本機はシャッターを半押しすることで、ピントを自動で合わせます(オートフォーカス)。 
シャツターを半押しする習慣をつけましよラ。 


いさな0 
押し込む 


Xi 




半巧しにして 

ピントび AE/AF □ック 



合ってから 


押し込む 


ピントびラまく合わないときは： —47 ページ 

ピントを合わせても画像びクリアでないときは、手ぶれを起こしている場合びありま 
す：一^次の r 手ぶれを起こさないためのヒント」をご覧 < ださい。 


手ぶれを起こさないためのヒント 

脇を締め、カメラをしっかり押さえてください。そばに木などびあれば寄りかか ' 
ると安定します。また、云脚の使用、暗い場所でのフラッシュの使用もおすすめし 
ます。 
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光の量を調整して好みの画像を撮る 


露出と記録感度を調整することで、さまざまな仕上びりにすることびでをます。露出と 
はシャッターを切ったとさに取り入れる光の量のことです。 

シャッタースピード=光を取り入れる時間 
が™ -絞り=光の入□の大きさ 


ISO 感度二記録側の感度 




國 


が巧 


露出 オーバー 
=光びをずぎる 

画面び白<なる 


露出が適正 


露出アンダー 
=光び少なずぎる 

画面び暗<なる 


本機は露出び適正になるよラに自動調 
整します(オート撮影時)び、政下の機能 
でお好みの状態に調整することびでを 
ます。 

マニュアル露出： 

シャツタースピードと絞りを手動調整 
一38ぺージ 

EV 補正： 

自動調節した露出を補正一40ぺージ 

測光モード： 

露出を自動調整する場所を変更 
一39ぺージ 


旧0感度の調整 

に0とは、光を貴け取る撮像素子得真フィルムに相当する部分)の感度をあらわす単 
位です。同じ露出で撮影しても、設定によって仕上びる画像び変わります。 ISO 感度を 
調整一^44ぺージ 


画 


に0感度び高い 

露出び足りない場所でち、明るめに記録することびでさます。 
ただし、画像にざ5つさび生じやすくなります。 


に0感度びおい 

ざらつさの少ない画像を撮ることびできます。 

ただし露出び足りない場をは、画像は暗めに記録されることびありまず。 


サイパ—ショットを使いこなそラ 
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ステップアップのための昼礎が識(つヴを) 


^——1296画素 
«_ 画素 

藉 ミこ 


- 3888aS 


① I 


3素と画像サイズのイメージ 


® 画像サイズ：1日 M 

3888画素 X 2592画素=10077696画素 
⑤画像サイズ： 1 M 

1296画素 X 864画素=1119744画素 


島 光の影響について 

被写体の見た目の色は、その場の光の影響を受けます。 

例：同じ色が光の影響で違って見えます 


天候や照明 

晴れ 

量り 

壁光な 

mm 


余 

〇 

jl It 

曾 

光の特性 

基準となる白 

青みびかる 

緑びかる 

ホみびかる 


本機はこの変化を適正にするように自動調整しますけート撮影時)び、[ホワイトバラ 
ンス]ほ5ページ)でお好みの色に調整することびでをます。 


画質 個蔚と r 画像サイズ」につしに 

デジタル写真は「画素（ピクセル)」というルさな点び集まって作られています。圆素」 
を多く使うと、写真は大き <、データ量は多 <、画面は精細になります。 r 画像サイズ」 
とはこの画素数を指し、本機の画面では違いはわかりませんび、プ I 」ントしたりパソコ 
ンの画面で見たとさに、写真の精細さやデータ処理時間に影響します。 


- 2592画細- 


，累4画淵 I 


I ③ 
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載をにあわせてサイスを'違 I ぶい 別冊「はじめに」手順 4) 




画秦 



画素数がをい 

(細密で、 データ 量 
が多い） 

画素数びかない 

(粗いび、データ量 
がかない） 


今 


例： A 3/ A 3 ノビ** 
サイズまでの用紙 
に印刷する 

例：ホームページ 
作成用 


お買い上げ時の設定はで示しています。 



静止画画像サイズ* 

用途の例 

分 

10M (3888 X 2592) 

大き 

A 

ん、 

大切な画像をなをしたり、 A3/A3 ノビサイズへの 
弓Iき伸ばしや A4 サイズ高精細プ U ントする場合 


7M (3264X2176) 





己 M (2784 X 1856) 



A4 サイズプI」ントや A 日サイズ高精細プI」ントす 
な塌ゴ 


3M (2160 X 1440) 





1M (1296X864) 

ス 

ルさ 

r 

:い 

写真の L 判でプ IJ ントする場合 
よりを < の画像を撮影する場合 
ホームページ作成巧の場合 


* 本機の画像サイズはすべて、写真の印画紙、ポストカードなどと同じく 3 :2の横縦比です。 

** A3 よりもひと回り大きいサイズです。 A3 サイズに余白をつけて印刷することびでをます。 

画質(圧縮率)設定をあわせて使う （63 ページ） 

デジタル写真を保存するとをの圧縮率を変更することびでさます。圧縮率を高<すると 
写真の精細さは落ちますび、データ量はかなくなります。 


j サイパ—シ m ット農いこなそラ 
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各部のなまス 


カツコ内の数字はページ数。 



丘]アドバンストアクセサリーシュー 
(52) 

图 POWER ランプ(一说/挪厂なじが/。 
手順 2) 

回シャッターボタン(一則冊厂なじめ 
に J 手順 5) 

囲 POWER スイッチ(一則挪厂なじめ 
に J 手順 2) 

固セルフタイマーランプ(—測邸厂なじ 
めに _ y ま/《章巧 / AF イルミネーター 
(73) 

固フラッシュ 別冊 r はじめに J 手順 

S ) 

回ズーム U ング (7 1 、 ^別冊「はじめ 
に」手順 5) 

24 28 35 50 70100120 Equiv .135 
• 3己 mm 換算です。 

圓4(フラッシュ）ボタン (49) 


回伞距離基準表示(一規/栅厂なじがに V 
手順 5) 

晒 W 目ボタンほ 5) 

圆 PUSH AUTO ボタン (47) 

圆 FOCUS スイッチ (47) 

圆 ACC 端テ (52) 

圆か USB ) 端子巧 9 ) 

圆 VIDEO OUT 端子 (108) 

陋 DC IN 端モ 
回端テカバー 
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田 AE LOCK /1 销り除)ボタン (42、 
^別冊りまじめに_!手順 6) 


回因 解も)がタンい別冊「はじめに_! 
手順 6) 

回ファインダー ir ^ 別冊「はじめにげ 
順 5) 

团 FINDER / AUTO / LCD スイッチ(一 
別冊「はじめに」手順 5) 

固 MENU ボタン (30) 

圃メインコマンドダイヤルに 7) 

回に0ボタン (44) 

图シヨ J レダーストラップ取り付け部 
(17) 

[SOI (画面表示切り換え)ボタンに 1) 

画サブコマンドダイヤル (27) 

因]マルチセレクター （▲/▼/◄/►) 巧日） 

圆^( "；>< モリースティック "） /CF 
( CF 力ード)スイッチ(一規腑りよじ 
めに7ま/腰ぶ 

圆アクセスランプ(一則挪厂なじめに7 
手順 3) 



圧!液晶画面 (21) 

回シヨルダーストラップ取り付け部 
(17) 

团そ(フラッシュチャージ） / CHG ラン 
プ(オレンジ） い别冊 r はじめに J 手 
順 1) 

囲モードダイヤルに 8) 

固囚(測光モード)ボタン (39) 

固〇1(連写)/ BRK ボタンほ9、 43) 

团 スピーカー 

圃 RESET ボタン （109) 

图 CF 力ード挿入口 (一為姗厂がじかに7 
手順ぶ 

晒ソモリースティック"挿入□(一測 
冊 r はじめに」手順 3) 

回 CF 力ード取りはずしつまみ(一測挪 
「はじめに_!手順 3) 

画" X モ U — スティック 7 CF カードカ 
パ‘一 別冊 r はじめに j 手順 3) 

画 MONITOR スイッチ (62) 


j サイパ—シ m ット農いこなそラ 
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各部のなまえ(つヴを) 


圆視度調節レバー ト別冊 r はじめに j 
手順 5) 

圆撮影時： Q (デジタルズーム）ボタン 
(71) 

再生時： Q (再生ズーム)ボタン(一測 
冊「はじめに」手順 6) 

圆0(セルフタイマー)/ H (インデッ 
クス）ボタン(一崩/撒厂は じめに」手順 
5、 6) 


田兰脚用ネジ巧(底面） 

• =脚を取り付けるとをは、ネジの長さび 
己.己 mm 未満の兰脚を使ラ。 

ネジの長さび 5.5 mm 切上の=脚では 
しっかり固定でをず、本機を傷つけるこ 
とびあ0ます。 

图マニュアルフォーカス U ング (47) 

回レンズ 

团バッテリーカバー（底面） 

固バッテ IJ -取りはずしつまみ(一測 
冊 r はじめに」手順 1) 

固バッテリー挿入 □ 別冊 r はじめ 
に」手順 1) 
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シヨルダーストラツプを取り付ける 



レンズフードを取り付ける 

屋外など明るいところで撮影するとを 
は、不要な光による画質劣化をおさえる 
ためにレンズフードを取り付けること 
をおすすめします。 

レンズフードを下記の向をにして、レン 
ズフードの U とレンズ部の■を合わせ 
て取り付け(の)、「カチッ」と音びするま 
で回し、•に合わせる（風)。 



• レンズフードを取り付けていてち、レンズ 
キャップを付けられます。 

• レンズフードを取り付けているとフラッ 
シュや AF イル S ネーターの発光びさまた 
ばられます。 

レンズフードを収納ずる 

レンズフードを使わないときは、レンズ 
フードの向をを逆に取0付けて固定す 
ることびでさます。 

レンズフードを下記の向をにして、レン 
ズフードの I とレンズ部の■を合わせて 
取り付け(©)、「カチッ」と音びするまで 
回し、•に含ねせる（@)。 



コンパージョンレンズ(別売り）を取り 
付ける 

周囲をもっと広く撮りたいとをや、遠く 
を拡大して撮りたいときに使います。 

①レンズアダプター（別売り）を取り付 
ける。 

® コンバージョンレンズを取り付ける。 

•詳しくは、コンノ（ージョンレンズの取扱説 
明書をご覽< ださい。 


j サイパ—シ m ット農いこなそラ 
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画面の表巧 


カツコ内の数字はページ数。 


撮影時 


が 




@110 分 J 
古 <§>REARW 失 
み + ( - r 


Q 口 mFINE 他 ] Al 
±0.7 ev RAW 400 H 
C:32:00 EP 


宁 




Adobe RGB 
@MAFH 


" t 么公ち ) N 松 

DO : 的;如[日日: 03:00] SO 田囚 I 




巧 


相 

部 


の 


表示 

意味 

@110分 

バッテ1」一残量(一視脯 
「はじめに」手順 1) 

巧 

バッテ U —プ U エンド(24、 
121) 

お回い J 

モードダイヤル（シーンセ 
レクシヨン） （29) 

PSAM 

モードダイヤル (28) 

〇 

カメラモード(一測挪厂が 
じめに」手順 5) 

* そ SL ® 

フラッシュモード (49) 

<§> 

赤目軽減ほ 0) 

REAR 

フラッシュシンクロ巧"!） 

EXK 

外部フラッシュ （52) 

； 1.3 ^ 

曰み 

因み 

スー 1 x (7 八、一別冊「はじ 
めに」手順 5) 

: a : ♦ □ 

典-州 B 

ホワイトバランス(己 5) 


回 


表示 

意味 

Adobe RGB 

VIVID 

色再現ほ 7) 

な 

彩度 (64) 

S AF MAF C AF 

AF モード (4 目） 

田田回 

AF 測距枠表示 (45) 

1.0 m 

マニュアルフオーカ ス距 
離表示 (47) 


图 


表示 

意味 

回 BRK 

達写/ブラケットモード 

(59、 43) 

RAW 

RAW モード(目日） 

I -10 M CtIvI し5ん 

Lsm しん 

m 像サイスト別冊「はじ 
めに」手順 4) 

FINE STD 

画質 (63) 

►SEa 

記録フォルダ (77) 

I 

ソモ U - スティック’鶏 
量 (22) 

圓 

CF カード鶏量 (23) 

±0.7EV 

ブラケット設定値 (43) 

400 

撮影残枚数に 2) 

C:32:00 

自己診断表示 (121) 

醒 

曰付/時刻表お (73) 


18 






固 


表示 

意な 

• 

AE/AF ロック(一斑师厂/よ 
じめに」手順 5) 

ホ 

マク 0( r ^ 別冊「はじめに」 
手順 5) 

ISO 400 

ISO 感度 (44) 

皿 

NR スローシャッター 

(36) 

125 

シャッタースピード (35) 

TIME 

TIME 撮影 (38) 

F3 .己 

絞り値 (36) 

-2.,1.,0,ん,2+ 

EVA- (40) 

-3 1 1 0 1 1 3^* 

ホワイトバランス微調藝 
バー (56) 

* 

AE □ック (42) 

が 

マニュアルフ オー カス 

(47) 


マニュアルフ オー カス 

LOCK (47) 


3 

コントラスト (65) 

の 

シャープネス (65) 

回日 

測光モード (39) 

1 h 1 1 肌 PI A 1 b 1 I.J 1> 

(18 ページの 
画面イラスト 
には出ていま 
せん） 

メニュー/ガイド ニュー 

(3 日） 


表示 

意味 

か 

バッテリーエンド(24、 

121) 

+ 

スポット測光照準 (39) 


AF 測距枠 (4 己） 

[] 

プッシュ AF/ 拡大フオー 
カス粋 (47) 


表示 

意味 

"艦 

手ぶれ警告 (10) 

•光量不足のため、手ぶれ 
び起こりやすいげ況をお 
しています。表示されて 
いてを撮影は可能です 
び、光量を増やすために 
フラッシュを使ったり、 

^脚などで本機をしっか 
りと固定することをおす 
すめします。 

の 

セルフタイマー i 一别冊 
n まじめに J 手順 5) 

Kon 

AF イル S ネーター （73) 


ヒストグラムに1、4日） 
•表示不能のとをは回び 
表术されます。 

(18 ページの 
画面イラスト 
には出ていま 
せん） 

蚊 

ピクチャーエフェクト 
(64) 

00:00:00 

[00:03:00] 

TIME 撮影 (38) 

因 

ゼプラ (41) 


サイパ—ショットを使いこなそラ 


凹 


固 
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画面の表示(ごヴを) 


再生時 



の 


表示 

意味 

<^110分 

バッテ U 一 残量(_^巧/邸 
「はじめに」手順 1) 

が 

円な Bridge 接続 （103) 

田 

再生モー ドい別冊「はじ 
めに」手順 6) 

0 —n 

プ□テクト(目 6) 

が 

プ U ント予約マーク （10 目） 

V 

PictBridge プ U ント選択 
(103) 

CU 1.3 

X-lx い別冊「はじめに _! 
手順 6) 

嚇 

USB ケーブル檢を禁止 
(104) 


回 


表示 

意味 


フフツソユ 

刖 IB み A 

销恭州 B 
也 

ホワイトバランス巧己） 

Adobe RGB 

VIVID 

色再現 (57) 

做 400 

ISO 感度 (44) 

500 

シャッタースピード (3 己） 

F3.5 

絞り値 (36) 

101-0012 

フオルダ-ファイル番号 
(66) 


图 


表示 

意味 

口 0M 0/I 口 M 

m 像巧イスト^别师「はじ 

Lsm しん 

めに」手順 4) 

►sna 

記録フォルダけ 7) 

JESI*- 

再生フォルダ (66) 

田田巧 

フォルダ移動 (6 目） 

1 

ソモ U - スティック’残 
量 (22) 

圓 

CF カード鶏量 (23) 

8/812/12 

画像番号/再生フォルダ内 
画像枚数 

C:32:00 

自己診断表示 (121) 


团 


表示 

意味 

圆囚 

測光モード (39) 

+2.0EV 

EV 補正値(40、 43) 

因 

ゼプラ 


ヒストグラム(21、4日） 
•表示不能のときは回び 
表术されます。 

200511 

9:30 AM 

画像の記録曰時け 3) 

I h I 一 IDPSFI A I In I R l > 

(左の画面イ 
ラストには 出 
ていません） 

にュー/ガイ ドメニュー 

(30) 

ィ巧 ドル/ツ 
ギへ 

前後の画儘を表示 





面面表示を切り換える 


ini (画面表示切0換え)ボタンを押すた 
びに、画面の表示び！;(下のよラに切り換 
わります。 


撮影時 



* [ゼプラ]び[入]のときは、白とびを確認す 
るための搞模様も表おされます (41 ペー 
ジ)。 

• 下記の場合、ヒストグラムは表示されません。 
-撮影時：メニュー表示時/デジタルズーム 
領域での撮影時 

-再生時：メニュー表示時/インデックス再 
生時/再生ズーム時/静止画回乾時 


• 撮影時(シャッターボタンを押す前の画像) 
と再生時(シャッターボタンを押した媛の 
画像)のヒストグラム/ゼブラは、下記のと 
を大を < 異なります。 

-フラッシュを発光したとき 
-シャッタースピードび遅い、速いと去 
• 他機で撮影した画像はヒストグラムび表示 
されないことびあ0ます。 

再生時 


ヒストグラム表示オン> 




サイパ—ショットを使いこなそラ 





静止画の記録可能枚数 

本機でフ オー マツトした記録メディアに記録でをる撮影枚数の目安は次のとおりです。 
記録枚数は撮影状況によって異なる場合びあります。 


静止画の記録枚数(画質上段：[ファイン]、下段：[スタンダード])(単に：枚) 
"メモリースティック"（通常撮影） 


容量 

サイズ 、、、、、、 

32MB 

64M 巳 

128MB 

256MB 

512MB 

1GB 

2G 巳 

1日 M 

6 

12 

25 

46 

94 

192 

394 

12 

25 

51 

92 

188 

384 

789 

7M 

8 

16 

32 

59 

121 

247 

506 

15 

30 

60 

109 

223 

456 

934 

己 M 

12 

24 

49 

89 

181 

370 

759 

24 

49 

98 

178 

363 

741 

1519 

3M 

20 

41 

82 

148 

302 

617 

126目 

40 

82 

164 

297 

60己 

1235 

2532 

1M 

己7 

115 

232 

420 

854 

1743 

3574 

122 

246 

493 

892 

1815 

3705 

7596 


ソモリースティック" （RAW モ ーH 


一 容量 

サイズ 、、、、、、 

32MB 

64MB 

128IVIB 

256MB 

512MB 

1GB 

2G 巳 

10M 

1 

2 

4 

8 

18 

37 

76 

1 

2 

己 

9 

20 

41 

84 

7M 

1 

2 

己 

9 

19 

38 

79 

1 

2 

5 

10 

20 

41 

85 

己 M 

1 

2 

己 

9 

20 

41 

84 

1 

2 

5 

10 

21 

43 

89 

3M 

1 

2 

5 

10 

21 

42 

88 

1 

2 

己 

10 

21 

44 

91 

1M 

1 

2 

5 

10 

22 

44 

92 

1 

3 

6 

10 

22 

45 

93 


22 





マイク□ドライブ(通常撮影) 


一、、、、 容量 

サイズ 

1GB 

2GB 

4GB 

6GB 

10M 

213 

405 

811 

1217 

426 

811 

1622 

2434 

7M 

273 

己20 

1041 

1562 

505 

961 

1922 

2883 

己 M 

410 

780 

1561 

2343 

821 

1561 

3123 

4686 

3M 

684 

1301 

2603 

3905 

1369 

2603 

5206 

7810 

1M 

1933 

3674 

7349 

11026 

4108 

7809 

15618 

23431 


マイクロドライブ (RAW モード) 


\、、、 容量 

サイズ 

1GB 

2GB 

4GB 

6GB 

10M 

41 

78 

1己6 

235 

45 

86 

173 

260 

7M 

43 

81 

163 

245 

46 

88 

176 

265 

己 M 

45 

86 

173 

259 

48 

91 

183 

274 

3M 

47 

90 

181 

271 

49 

93 

187 

281 

1M 

49 

94 

189 

284 

50 

96 

192 

288 


• RAW モードー 60 ぺージ 

• 静止画の撮影残枚数び9999枚より多いときは、「>9999」と表示されます。 

•撮影した画像サイズをあとで変更できます （[U サイズ]、69ページ)。 

• 当社の従来モデルで撮房した画像を再生ずると、実隙の画像サイズと異なって表おされる場合 
びあります。 


B サイパ—シ3ット農いこなそラ 
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パッテリー使用時囲と撮露/再生枚数 


ちの表は撮影モードを[通常撮影]にし、 
満充電した付属のノ（ッテリーで温度 
2日での環境で使用した場合の目まです。 
また、撮影/再生枚数は記録;ディアを 
交換しながら撮影/再生したとをの目安 
です。ご使用の状況によって記載よ0か 
ない数値になる場合びあります。 

• 使用回数や経年変化により、バッテ1」一容 
量は低下します （128 ページ)。 

• :欠のよラな場合は使巧時間と撮影/再生枚 
数は、表示よりちみなくなります。 

"周囲び低温のとを 
-フラッシュを用時 
-電源の入/切を繰り返したとを 
-ズームを 多用したとを 
- [ LCD バックライト]または正 VF バック 
ライト]び[明]のとを 
- [ AF モー问び[コンテイニュアス]のと 
を 

-バッテ U —の容量び低下したとを 
• CF カードをお使いの場合は、使巧時間と撮 
影/再生枚数び異なることびあります。 


静止画撮影時 


記録 

メディア 

液晶画面/ 
ファインダー 

撮影枚数 

使用時間 

ソ亡リー 
ステイック’ 

液晶画面 

約500枚 

約25 日 分 

ファインダー 

約520枚 

約26 日 分 

マイク□ド 
ライプ 

液晶画面 

約460枚 

約23 日 分 

ファインダー 

約480枚 

約24 日 分 


• 撮影時の数値はの設定で撮影した数 
値。 

-■^;イ画質）：[ファイン] 

- [ AF モード]:[モニタリング] 

-30 砂ごとに1回撮影 
-1回ごとにズームを W 側、 T 側に交互に 
いっぱいにする 

- 2回に1度、フラッシュを発光する 
-10回に1度、電源を入/切する 
• 測定方法は CIPA 規格による。 

CCIPA ： カメラ映儘機器工業会 、 Camera 
& Imaging Products Association ) 

• 画像サイズによって撮影枚数/使巧時間び 
変化することはありません。 


静止画再生時 


記録メディア 

再を枚数 

使用時間 

ソモリースティック" 

約11000枚 

約5日日分 

7イク□ドライブ 

約目600枚 

約33日分 


• 約3砂ごとにシングル画面で順番に再生し 
た数値。 
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操作の流れ 


下記は、準備か 5 撮影、再生するまでの操作の流れです。いつ、どんな操作をした 5 よ 
いのか分からないときは、下記に沿って操作してみてください。撮影に関しては、さま 
ざまな機能を設定して撮影する流れになっています。 


Iバッテリーの準備一測冊厂なじめに7ま/腰7 
I記録メディアの準備 ^別冊りまじめに手順3 
I基本設定 

パワーセーブ (72 ページ） 

曰付/時刻 (73 ページ） 

LCD バックライト （81 ぺージ） 

EVF バックライト (81 ぺージ） 

操作音 (81 ページ） 

I場面から選ぶ撮影方法 (32 ページ） 


撮影前の確認 


Iファインダー / 淹霞福風の違お一別冊 r はじめに」手順5 
Iモこターモード (FRAMING/PREVIEW) の選択 (62 ページ） 

I メディアの選択（"メモリースティック "/CF カード ）^ 別冊「はじめに j 手順3 
I m 懷サイズの'邀尺一別冊 r はじめに」手順4 
I フリッカー軽減の設定 (62 ページ） 


撮影方法の設定 


I 撮影モード (60 ページ） 

Iフォーカス (AF モード/ AF 測距枠設赵 （4 日ぺージ） 
I測光モード (39 ページ） 

I ホワイトバランスほ 5 ページ） 

I連写/ブラケット(日9、43ページ） 

Iフラッシュモード (49 ページ） 


撮影直前の補正 


ズーム (71 ぺージ） 

ホワイトバランス微調整 (5 目ページ） 
EV 補正 (40 ぺージ） 

フラッシュ調光 (64 ページ） 

フォー カス （47 ぺ ージ） 

フォーカス枠位置 (47 ページ） 


j サイパ—シ m ット農いこなそラ 
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操作の流れ(つヴを) 


撮影直前の設定 


I -最終画像確認（ヒストグラム/画面表示） （40 ページ） 

J -セルフタイマー ^別冊りまじめに J 手順 5 
* . AE □ック (42 ぺ-ジ） 

> •シャ ッターボタン半郁し I 课邱し一別冊「はじめに」手順 5 


撮影画像の確認 


•才ートレビユー (74 ぺージ） 

• おも一別冊 r はじめに j 手順6 
• 盛大表示一別冊 r はじめに」手順6 
•インデックス表示 ^別冊 r はじめに」手順6 
- m 徐一別冊 r はじめに j 手順6 
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基本操作 


マンドダイヤルの使いかた 


数値設定や設定を選択するとをなどに使います。 



メインコマンドダイヤル 

値を大さく/ちへ移動 

プ□グラムシフト （ P モード） （34 ページ） 

シャッタースピード ( S モード） （3 日ページ） 

絞り （ A モード） （36 ページ） 

シャッタースピード ( M モード） （38 ぺージ） 

値をルさく/左へ移動 


泻生 mi 象の戻 L r 患り一別冊「はじめに J 手順6 

他のボタンを押しなが6 


Q 

フラッシュモード (49 ページ） 


训 

◎ 

ホワイトバランスモード (5 日ページ） 

(Q + 

回 

◎ 

測光モード巧9ページ） 


Q/BRK 

◎ 

連写/ブラケットモ—ド(日9、43ページ） 


ISO 

に0感度 (44 ぺージ） 


サブコマンドダイヤル 

値をルさく/戻り 

露出補正 ( P / S / A / J/aJ/ 囲 / i ろモード） （4 日ぺージ） 

絞り （ M モード） （38 ページ） 

0 

インデックス時のぺージ送り/戻し 一別批「はじめに」手順6 
再生ズームをする、 解綠する一別冊「はじめに」手順6 

値を大さく/送り 

再生ス ー h 倍率変を一別冊「はじめに」手順目 

他のボタンを巧しなが 6 

5 + 膠 

ホワイトバランス微調整(日6ページ） 


サイバ—シヨットを使いこなそラ 






基本操作(つヴを) 


モードダイヤルの使いかた 


モードダイヤルを、操作したい機能に合わせて設定します。 

各機能や;>< こユー、セツトアップの設定時にお使いになれるモードを見出しの横に白 
し、アイコンで示しています。 


f — K グイわ"， 



静止画 撮影 モード 

〇 

1 

:静止画オート 撮影 

自動設定で簡単に撮影でをます。 別冊 r はじめに J 手順5 

&匹 J :シーンセレクション 

あらかじめ、撮影状況に合わせて用意された設定で撮影でをますに9ページ)。 

P 

1 

:プ□グラムオート 撮影 

露出（シャッタースピードと絞り） は 本機び自動設定します。 

S 

1 

:シャッタースピード 優 巧 撮影 

シャッタースピードを手動設定します (35 ページ)。 ， 

A 

1 

:絞り優先撮影 

絞りを手動設定します巧6ページ)。 

M 

! 

:マニュアル 露出撮影 

露出（シャッタースピードと絞り）を手動設定します巧8ぺージ)。 
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シーンセレクション 

® シーンセレクシヨンのいずれかを選ぶ。 
③撮影する。 








囲風景モード 4^夜景&人物モード* J 夜景モード* 


i 弓ポートレート 
モード 

背景をぼかし、被写遠景にピントををわ夜景をバックに、手 
体の人物を際だたせせ、遠 < の風景など前の人物を撮る。 

た画像を撮る。 を撮る。 


暗い雰囲気を損なわ 
ずに、違 < の夜景を 
撮る。 


シーンセレクションでは、シーンに合わせて最適な撮影びできるよう、機能設定の組み 
合わせげあらかじめ決まっています。•はお好みの設定びでさる機能です。 



マクロ 

フラッシュモード 

ホワイトパランス 

連写/ブラケット 

St 

• 

♦ 

♦け 

♦ 

团 

- 

il ぞ階 

♦け 

• 

い 

• 

わ l/ が 

AW 巨/州 B/Aj 

- 

J 

- 


• 

- 


t シャッタースピードび遅 < なるので、=脚のご使用をおすすめします。 

フラッシュモードび4猫制発光)、戸馈制発光赤目）のときは、選択び觸除され才ートになり 
ますけ WB (フラッシュ）とワンプッシュ）のときは除く）。 


j サイパ—シ m ット農いこなそラ 
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基本操作(つヴを) 



1 電源を入れる。 


2 撮影時メニュー：モードダイヤルををわせる。 

再生時 メニュー： 因 ボタンを押す。 

モードダイヤルの位置と撮影/再生モードによって、使用でさる項目が異なります。 


3 MENU ボタンを巧し、メニューを表示する。 


4 マルチセレクターを ◄/ ►に動かし、設定する 
メニュー項目を選ぶ。 

• 設定するメニュー項目びかくれている場合は、 ◄/ ►に動か 
しつづけて表示する。 

• 再生モードのとをは、項目選択後、中央を押す。 




5 ▲/ ▼に動かして、設定を選ぶ。 

選ばれた設定び拡大表示されて設定される。 


6 MENU ボタンを巧し、メニュー表示を消す。 
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撮影モードにずるには 

シャッターボタンを半押ししてち、；>< こユー表示を消すことびでをます。 
• グレー表示の項目は設定でをません。 





ち(セツトアップ)画面を使うと、本機のお買い上げ時の設定を変更でをます。 



モードダイヤル 




-マルチセレクター 
-MENU ボタン 


1電源を入れる。 

2 MENU ボタンを巧し、メニューを表示ずる。 

3マルチセレクターを►に動かし、占(セツトアップ)の位置に進み、もう1度►に 
動かず。 


4マルチセレクターを ▲/▼/◄/ H こ動かし、設定したい項目 し I 脚 S =q 

一巧3ザ， をフアイ J け://卜： 

な巧/3、〇 9 USB 涅病：^_ 

E ビデオ信号出力：実巧 

還ば祇設定の巧備创こ変わる。 I ' 贈一 ^^ 


5中央を巧して設定(実行)ずる。 


占(セットアップ)画面を終了するには、 MENU ボタンを巧す。 

百(セットアップ)画面から こユーに戻るには、マルチセレクターを◄に繰り返し動かす。 
• シャッターを半押しすると、百(セットアップ)画面び終了して撮影 f ー ドに戻ります。 

をメニユーび表示されていないときは 

MENU ボタンを長押し(約 1.5 砂）しても田(セットアップ)画面になります。 

設定変更を中止ずるには 

[キャンセル]び選択項目にある場をは，それを選んでマルチセレクターの中央を押す。 
ない場合は、設定しなおす。 

• 設定は、電源を切ってからもな持されます。 


サイパ—シヨットを使いこなそラ 





場面から還ぶ撮露方ミ去 


オートモードで撮影することに慣れた 
ら、いろいろな撮影場面で、設定を変え 
て撮影してみましよう。ここでは、いく 
つかの撮影場面を参考に、化表的な撮影 
方法を紹介します。 


Q 背景をぼかしたポートレート 
を撮るには？ 



■►絞り優先で撮る （36 ページ） 

背景をぼかして被写体を強調したい場 
をは、絞り値を手動で設定して撮影しま 
す。絞りを開く（絞り値をルさくする）ほ 
ど、ピントび含ラ範囲げ狭くなるので、 
背景げぼけます。 


Q 逆光でポートレートを撮るに 
は？ 



吟フラッシュ モードを選ぶ (49 ぺ一 
ジ） 

明るい場所では人物び暗く撮影されるこ 
とびあります。これは背景び被写体よりち 
明るいためです。この場含は、フラッシュ 
を4(強制発光)にすると、背景と被写体を 
明るく撮影することびでをます。 

• フラッシュび届く範囲で使用でをます。 



一■シャッタースピード優巧で撮る （35 
ぺージ） 

静止画オート撮影でフラッシュを発光 
するとシャッタースピードび制限され、 
フラッシュち届かないため夜景びをれ 
いに写りません。シャッタースピードを 
手動で遅くしてフラッシュを ® (発光禁 
止）にし、 EV 補正で明るさを抑えると、 
夜景でちをれいに撮ることびでをます。 


Q フラッシュを使用しないで撮 
暴ずるには？ 


區 

一感度を変える (44 ページ） 

フラッシュを使用でをなかったり、 
シャッタースピードを遅くでをない場 
合は、に0感度を上げて撮影してみま 
しよラ。 ISO 感度を上げると周囲の光 
をいかして撮影することげでをます。 
手ぶれ警告表示 ( 123 ページ)び出ない 
よラなシャッタースピードになるよラ 
にに0感度を設定することをおすすめ 
します。 
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Q 動いている被写体を撮るに 



ーシャッタースピード優巧で撮る （35 
ぺージ） 

動きのある人物や物を撮影する場をは、 
シャッタースピードを速< して動作の 
一瞬をと6えたり、シャッタースピード 
を遅< して、意図的に流れるよラな画像 
にします。シャッタースピードを活用し 
て、肉眼では見えない瞬間を表現してみ 
ぶしよ J 〇 


Q きれいな夕焼けを撮るには？ 




■►色合いを調節ずる (55 ページ） 

撮影した夕焼けの画像び自分の好みの 
色でない場をは、ホワイトバランスを変 
えて撮影してみましよラ。ホワイトバラ 
ンスを太陽光)にすると夕焼けの赤 
みを強調することびでをます。 


j サイパ—シ m ット農いこなそラ 
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露出の設定 


プ□グラムオートで撮る 


l[p fs I A M J aJ 因な , 


プ□グラムオート撮影では、静止画オート撮影(モードダイヤル〇)と同様に被写体の 
明るさに応じてシャッタースピードと絞り値を自動的に設定します。また、静止画オー 
卜撮影では、設定できない撮影機能をメニューで設定できます （134 ぺージ)。 


プ□グラムシフト 

自動で設定されたシャッタースピードと絞り値の組み合わせを、露出を固定したまま 
変更することげでをます。 



® ;>(インコマンドダイヤルでシトッタースピードと絞り値の組みをわせを選ぶ。 
プ□グラムシフト中は 「P*」 び表示されます。 

@撮影する。 


プ□グラムシフトを解除するには、メインコマンドダイヤルを回して表示の 「P*」 を 「P」 に 
戻す。 

• シャッターボタンを半押ししているとをは、絞り値とシャッタースピードの組み合わせを選べ 
ません。 

•明るさび蜜わると絞り値とシャッタースピードはプ□グラムシフトの組み合わせを保持したま 
ま変化します。 

•撮影状況によっては絞り値とシャッタースピードの組み合わせを変更でをないことびありま 
す。 

• フラッシュモードの設定を変更した場合は、プ□グラムシフトび解除されます。 

• モードダイヤルを rp」 政がにする、測光モードを切り換える、または電源を切ると設定は解除さ 
れます。 
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シャツタースピード優巧で撮る 


巧 QBI 


A M_ J aJ 困な 


シャッタースピードを手動で調整でをます。 

シャッタースピードを速くすると動いているちのび止まっているよラに写り、シャツ 
タースピードを遅<すると動いているちのげ流れるよラに写ります。 

被写体の明るさに応じた適正露出になるよラに、絞り値は自動調整されます。 



速いシヤッタースピード 遅いシヤッタースピード 



のメインコマンドダイヤルでシャッタースピードを選ぶ。 

政下の範囲で選べます。 

に0び [160] 〜 [8 日 0] のとき：V200日〜30秒 
に0び [1600] 〜 [3200] のとき：1に000〜8秒 
③撮影する。 

• 1お化 LL は「1"」のよラに「'」び表おされます。 

• シャッタースピードを遅くするとをは手ぶれを防ぐために三脚のご使巧をおすすめします。 

• 設定後に適正露出び得られない場合、シャッターボタンを半押しすると、画面の設定値表示び 
点滅します。そのまま撮影できますび、設定し直すことをおすすめします。 

• フラッシュはそ(強制発光)、戸(強制発光赤目）または ® 焼光禁止)になります。 

• シャッタースピードび速いとさは、フラッシュを発光してち、明るさび巧分でないことびあり 
ます。 


一」サイ"八—シ3ヴトを使 S こなそラ 
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露出の設定(つヴを) 


を NR ス□—シャッター 

撮影した画儘からノイズをあ減し、きれいな画像を得る機能です。一定 A の シャッター スピード 
を選択すると、自動的に NR ス□- シャツ ター機能び働き、 シャツ タースピード表示の前に 「 NR 」 
び表示されます。 


今 


シャッターボタンを深< このとさ画面は黒くなり 「処理中」の表示び消える 
巧し込む。 ます。 と、画像び記録されます。 

* ISO び [1 目日]〜 [400] のとを：1/6砂またはそれよりち遅い場合 
ISO び [8 日日]〜 [320 日]のとき：1/2日秒またはそれよりも遅い場合 
•手ぶれを防ぐために=脚のご使用をおすすめします。 

• 設定されているシャッタースピードの時間だけノイズを低減する処理を巧ラため、シャッター 
スピードび遅く設定されているときは、処理に時間びかかります。 


処理中 



’安撮影のテクニック 


走っている人や車、波しぶをなどを高速のシャッタースピードで撮 
ると、肉眼ではとらえることびできない瞬間を撮影でをます。 


また、低速のシャッタースピードで川の琉れなど勘をのあるちのを 
撮影すると、より自然な琉動感のある画像になります。この場合手 
ぶれしないよラに=脚のご使用をおすすめします。 


• 本機を手で持って撮影する場合は、"イ I 必(手ぶれ警告)表示び出ない範囲でシャッタース 
ピードを設定することをおすすめします。 



絞り優先で撮る 


〇 ] P] S ! A I M J r* 囲お 


レンズに入る光量を手動で調整でをます。 

絞りを開く（絞り値をルさくする）と光量げ増えます。ピントの合ラ範囲が狭くなり、被 
写体のみげくっきり写ります。絞りを閉じる(絞り値を大きくする）と光量び減ります。 
ピントの合う範囲が広げり、画面全体びシャープに写ります。 

被写体の明るさに応じた適正露出になるように、シャッタースピードは自動調整され 
ます。 
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絞りを開く 


絞りを閉じる 



メインコマンドダイヤル 



® メインコマンドダイヤルで絞り値を選ぶ。 

-ズームび W 側いっぱいのときは、 F 2.8 から F 16 
-ズームび T 側いっぱいのときは、 F 4.8 か bF 16 
这)撮影する。 

• シャッタースピードは1に0日日砂から8砂の範囲で自動調整されます。 

• 設定後に適正露出び得られない場合、シャッターボタンを半巧しすると、画面の設定値表示び 
点滅します。そのまま撮影できますび、設定し直すことをおすすめします。 

• フラッシュは そ (強制発光)、戸(強制発光赤目）、ろ SL (ス□ーシンク □) 、ろを(ス□ーシンク□赤 
目）または ® (発光禁止)になります。 


ぐ撮影のテクニック 

絞りの重要な効果であるピントの合ラ範囲のことを「被写巧深度」といいます。被写巧深度 
は絞りを開けると浅く（ピントの合う範囲は狭く）なり、絞りを閉じると深く（ピントの合う 
範囲びに <) なります。 


絞りを開く 

背景をぼかして被写 
体を<っをり写す 


J 1? 


で- 


接 


9^ 


絞りを閉じる 

被写体と背景とにピ 
ントが合ラように写 
す 


画像全体をシャープにするのか、特定部分だけを強調するのか、撮 f ミの意図によって絞りの 
効果を上手に使い分けてください。 


j サイパ—シ m ット農いこなそラ 
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露出の設定(つヴを) 


アル露出で撮る 


亩1 P [S [A M J 4^ 因な 


シャッタースピードと絞り値を、手動で調整できます。 

1度設定した値は電源を切っても保持されます。希望の露出を決めておけば、後でモー 
ドダイヤルを 「 M 」 にして同じ露出を再現することびできます。 



①メインコマンドダイヤルでシ トツ タースピードを選ぶ。 

@サブコマンドダイヤルで絞り値を選ぶ。 

設定した値と本機び判断した適正露出の差び画面上に EVA — (40 ページ)で表示され 
る。 0 EV び本磯が最適と判断した値。 


100 F 3.5 + 

露出アンダー 


50 F 3.5 "2111 110111 ii 2 + 

適正露出 


40 F 3.5 + 

露出 オーバー 


③撮影する。 

• 設定後に適正露出び得られない場合、シャッターボタンを半押しすると、画面の設定値表おび 
点滅します。そのまま撮影でをますび、設定し直すことをおすすめします。 

• フラッシュは4(強制発光)、が猫制発光赤目）または感焼光禁止)になります。 

•安 TIME 撮影に ついて 

任意の時間で露光できます。例えば、打ち上げ花火などを撮影するときに、巧ち上びった瞬間に 
シャッターボタンを巧し込んで露光を開始し、花火び終わったときにシャッターを切る、などの 
撮影びで去ます。 



①シャッタースピードの [30"] の次に表おされる [ TIM 曰を選ぶ。 

• ISO び [160 日]または巧2日 0] のとさは、[8"]の次に [ TIM 曰び表おされます。 

⑤シゎッターボタンを1度押すと露光を開始し、2度目にシャッターを押すと露光び終了 
する0 
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• ISO は [160] になります。 

• TIME 撮影でをる時間は最大3分までです。3分たつと自動でシャッターび切れます(バッテ 
U —残量び少ないとさは約3日砂でシャッターび切れます)。 

• ^脚(別売り）のご使用をおすすめします。 




本機び自動で露出をミ夫めるとを、画面のどの部分で光を測るか(測光)を設定します。 



囚(測光モード)ボタンを巧しなび5、メインコマンドダイヤルを回し、希望の設定を選ぶ。 

(が： お買い上げ時の設定) 

^マルチ ] 画面を多分割して測光し、全体のバランスをとって自動 

(マルチパターン測光） 調節する。 

圆（中央重点測光） 画面の中央部に重点をおいて測光し、中央部付近の明る 

さを基準に露出を決める。 

H (スポット測光） 被写体の一部分だけで測光する。 



• 逆光にある被写体や、背景と被写体のコントラストび強い 
_ I _ときに便利です。_ 

•露出について一-11ページ 

• 区](スポット測光)や应 ]( 中央重点測光)の場合、測光する場所とフォーカス位置を合わせたい 
とさは、 AF 測距枠を田（中央重点 AF ) にすることをおすすめします (45 ページ)。 


サイパ—ショットを使いこなそラ 
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露出の設定(つヴを) 


暗明るさ明 



サブコマンドダイヤル 


一方向 



+方向 



EVA- 


サブコマンドダイヤルで補正値を選ぶ。 



一方向 


+方向 


+側：画像が明るくなる。 

OEV ： 本機び自動設定した露出。 
一側：画像び暗 < なる。 


•露出について 一ページ 
•1/3 EV 単位で露出値を調節でをます。 

• 被写体び極端に明るいとをや暗いとき、またはフラッシュ撮影時は、補正び効かないことがあ 
ります。 

を画面を確認しながら EV 補正を行う（ヒストグラム/ゼブラパターン） 


ゼブラパターン 


ゼブラアイコン 




ヒストグラム 

ヒストグラムは、明るさを示すグラフです。 IIZIK 画面表お切り換え）ボタンを繰り返し押すと、画 
面内に表示されます。表示び右寄りなら明るめの画像、左寄りなら暗めの画像です。ヒストグラ 
ムで露出を確認しなびら EV 補正します。 

• 下記の場合ちヒストグラムび表示されますび、 EV 補正はでをません。 

-モードダイヤルび ra 、「 M 」 のとき 
-静止画シング J レ画面再生時 


露出を手動補正する一 EV 補正 


本機げ決定した露出を手動で変えることびでをます。被写体と背景のコントラスト(明 
暗の差)びをわめて大きい場合など、適正な露出び得られないとをに使用します。 



■ 

画素数 
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ゼブラパターン 

百(セットアップ)画面で[ゼプラ]を[入]にして (81 ページ)、ヒストグラムを表示すると、白とび 
している部分(輝度び一定レベルを超えて階調び失われている部分)にゼブラパターン(搞模様） 

び表示されます。白とびしている箇所を確認しなびら EV 補正します。 

• ゼブラパターンは実際の画像には記録されません。 

ぐ撮影のテクニック 

撮影時、本機は自動で露出を設定しています。 

逆光の人物や雪景色などのよラに全体び白っぽい被写体を撮影すると、本機び明るいと判 
断して、露出び暗めになることびあります。その場合は+方向に補正ずると効果的です。 

+方向に補正 

国-曲 

I また、画面いっぱいに黒い被写体を撮影するときは、本機び暗いと判断して、露出び明るめ 
になることびあります。その場合は一方向に補正すると効果的です。 


一方向に補正 



露出オーバー/露出アンダーになり過ざないよラに（白とびしたり真っ黒につぶれないよう 
に）、ヒストグラムを見なびら補正するとよいでしよラ。 

どの明るさび良いかは好みによるので、露出を蜜えていろいろな画像を試してみましよラ。 


j サイパ—シ m ット雲いこなそラ 
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露出の設定(つヴを) 


露出を固定して撮る 一 AE □ッ 


P I S I A I M I J い恼 I な 


露出を巧にミ央めてか 6 撮りたい構図にして撮影でをます。被写体と背景のコントラス 
卜び極端に強いとさや、逆光時の撮影などに有効です。 



の 露出を測光したい被写体に本機を向け 、 AE LOCK ボタンを巧す。 
露出び固定され、 * マークび出ます。 



@希望の構図にして、 シャッ ターボタンを半押しする。 

フオーカスを調節します。 

③シトッターボタンを深く巧し込む。 

• AE □ックは、シャッターボタンの半押しをやめたり、撮影をすると解除されます。 AE □ッ 
クを保持したい場合は 、 AE LOCK ボタンを巧し続けたままにしておくと、:欠の撮影でも 
□ックした状態で撮青ミ巧能です。 


’安撮影のテクニック 

撮影時、本機は自動で露出を設定しています。 

本機は被写体に合わせて自動で露出を調節しているため、構図を蜜えた場合、背景などに 
よって被写体の明るさび変わる ことび あります。 AE □ックを使巧すると、明るさに左ちさ 
れずに撮りたい構図で撮影でをます。 

© 露出を決めるために中央部重点測光やスポット測光で適正露出にしたい部分を測 
光する。 

(DAE LOCK ボタンを巧し、露出を固定してから構図を変えて撮影する。 
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自動的に決定された露出とは別に、+方向/一方向に補正した露出での画像ち同時に 
記緑します。 

被写体の明るさによってうまく撮影できないときは、ブラケット撮影で露出を変えな 
びら撮影すれば、撮影した後で最適な露出の画像を選ぶことびできます。 


-I ► 匯巧 ► 


+に補正 適正露出 一に補正 

Q/BRK 



1 
甲 a 圍夕 


a / 巳 RK ボタン 
メインコマンドダイヤル 


齡化 〇 BRK |] 


マルチセレクター 



^- MENU ボタン 

®0]/ BRK ボタンを巧しなび5、メインコマンドダイヤルを回し、旧 RK ] を選ぶ。 
© MENU ボタンを押す。 

③マルチセレクターを ◄/ ►に動かして旧 RK ] (ブラケット設定)、 ▲/ ▼に動かして露出補 
正量を選ぶ。 

(が：お買い上げ時の設定) 



±1.0 EV 

露出値を上下に1 . OEV ずらして撮影する。 

分 

±0.7 EV 

露出値を上下に 0.7 EV ずらして撮影する。 


±0.3 EV 

露出値を上下に a 3 EV ずらして撮影する。 


•フラッシュは ® (発光禁止)になります。 

• フオーカスとホワイトバランスは、最初の1枚目に設定された値に固定されます。 

• EV 補正をしているとさは(4日ページ)、補正した日月るさを基準に露出を変えて撮影されます。 

• 撮影の間隔は約 0.32 秒です。 

• 被写体び明るすざたり暗すぎたりするとをは、設定した補正量で撮影でをない場合びあります。 


サイパ—ショットを使いこなそラ 
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露出の設定(つヴを) 


• シャッタースピードは拟下の通り制限されます。 

ISO び [1 目日]〜 [400] のとき：1に0日日〜 V 8 砂 
ISO び [80 日]〜 [320 日]のとを：1/2日日日〜1/3日耿 


感度を変える 一 ISO 


〇 ] P] S [A I M J 四が 


光に対する感度をに0という単位で設定します。数値び大きいほど高感度になります。 


旧0ボタン 

メインコマンドダイヤル 

6 

ISO 

に0ボタンを巧しなび5、メインコマンドダイヤルを回し、希望の設定を選ぶ。 


(ゾ：お買い上げ時の設定) 



3200 

暗い場所や高速で移動する被写体には大さい値を、高画 
質で撮るにはルさい値を設定する。 


1600 


800 


400 


200 


160 

が 

AUTO 

に0を自動調節する。 


• ISO 感度について一-11ページ 
• 高感度になるほどノイズ感び増します。 

• シーンセレクションのときは、 ISO は [ AUTO ] になります。 
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ピントの設定 


オートフオーカスの方法を選这 


AF 測距枠と AF モードを設定でさます。 


〇 P S A M 


aJ 画お 


ピント台わせの測距枠を選ぶには一 AF 測距 

ピント合わせのち法を変更します。ピントび合いにくいとをなどに使います。 


FOCUS スイッチ 

FOCUS 



マルチセレクター 


* 扣 U 

MJTO 

① FOCUS スイッチを 「 AUTO 」 にする。 

③マルチセレクターの中央を繰り返し巧して、希望のモードを選ぶ。 

(が：お買い上げ時の設定) 


が I 囲(マルチポイント AF ) 


画面全体を基準に、自動ピントをわせする。 

モードダイヤルび「〇」のときは、マルチポイント AF に 
固定されます。 

•被写体び中央にないとさなどに便利です。 


AF 測距巧 
AF 測距巧表示 



| m (中央重点 AF ) 


画面中央付近の被写体に自動ピント合わせする。 

• 中央部分の被写体をねらってピント合わせをするとをに便 
利です 。 AF □ックと併用して好をな構図で撮影び可能で 
す。 


AF 測距巧 
AF 測距巧表示 



j サイパ—シ m ット雲いこなそラ 
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ピントの設定(つヴを) 



回(フレキシスレスポット 

画面上の好きなところに測距枠を移動し、非常にルさな 


AF ) 

被写体や狭いエ U アをねらってピントををわせる。 



• 三脚を使巧した撮影で被写体び中央部にない場合などに便 



利です。 


• AF とは 、 「Auto Focus 」 の略で、自動ピント合わせ機能のこと。 

• デジタルズームや AF イル S ネーターを使用するとをは、中央付近の被写体を優先した AF 動作 
になります。この場合、 g または m 、 [田は点滅し、 AF 測距枠は表示されません。 

フレキシブルスポット AF を設定ずるには 

①マルチセレクターの中央を繰り返し巧して、回(フレキシブルスポット AF ) を選ぶ。 

⑤マルチセレクターを ▲/▼/◄/ ►に動かしてピントを合わせたい位置に測拒巧を移動する。 


AF 測距枠 
AF 測距枠表示 


シャッターボタンを半押ししてピントが合ラと AF 測距枠の色が白から緑色に変わり 
ふ 〇 

•動いている被写体の場合では手ぶれの影響を受けやすいため、測距粋から被写体びはずれない 
よラにご注意ください。 



ピント合わせの動作を選ぶには一 AF モード 

自動ピント合わせ(オートフオーカス)の種類を選びます。 



① a (セットアップ)画面を表示する (31 ぺージ)。 

@マルチセレクターを▲に動かして [ P ] (カメラ■!)、►/▲に動かして [ AF モー问を選ぶ。 
③マルチセレクターを ►/▲/▼ に動かして希望のモードを選び、中央を巧す。 
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お買い上げ時の設定) 



シングル (S AF ) 

シャッターボタンを半巧しすると自動ピントをわせする。 
動さのない被写体を撮影するとさに便利。 

が 

モニタリング (M AF ) 

シャッターボタンを半押しする前から自動ピント合わせ 
する。ピントをねせの時間を短くできる。 

• [シングル]よりちバッテリーの消耗び早くなることびあり 
ます。 


コンテイニユアス （C AF ) 

シャッターボタンを半押しする前か6ピントをわせを行 
し、、□ック完了後ちピント合わせを行ラ。被写体が動い 
た場合でちそのまま撮影び巧能。 

• 他の AF モードに比べてバッテ U —の消耗び早くなること 
びあります。 


[コンテイニユアス （C AF )] について 

• 動をの速すざる被写体の場合、追従でをない場合びあります。 

• AF 測距枠は中央重点 AF になります (45 ぺージ)。 

• 下記の場合は、□ック完了後、ピント合わせを行いません 。 「C AF 」 び点滅し、モニタ U ング AF 
と同じ動作になります。 

-暗い状況下での撮影 
-ス□ーシャッターでの撮影 
• ピントび合ったときのロック音は鳴りません。 

• セルフタイマー撮影のときはシャッターボタンを深く押し込むとピントび固定されます。 


手動でピントを合わせる 


網やガラス越しの撮影などオートフォーカスび効きにくいとをは、手動でピントを含 
わせると便利です。 

巨離基準表示 鱗 

AUTir ^MANUAL 

FOCUS スイッチ i 

マニュアル フォー カスリング 




サイパ—ショットを使いこなそラ 
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ピントの設定(つヴを) 


① FOCUS スイッチを 「 MANUAL 」 にする。 

がとプッシュ AF / 拡大フオーカス枠び表おされる。 


プッシュ AF / 拡大フォーカス枠 

幸距離基準表示か 5 の距離 
"nil 約 40cm 〜 M 
W 側約 35cm 〜の 

@マルチセレクターを ▲/▼/◄/ ►に動かしてプッシュ AF / 拡大 フォー カス枠をピントの合 
わせたい位置に移動する。 

拡大フォーカス機能 (7 日ページ)によりフォーカス巧部分び2倍に拡大され(がは黄 
色)、ピントを合わせやすくな0ます。マニュアルフォーカスリングの操作をやめると、 
拡大表示は約2秒隹に解除されます (< をは白色)。 

③マニュアル フォー カス U ングを回し、ピントを合わせる。 

巧^が 点滅したとさはピント調節の限界を表します。 

•マニュアルフォーカスの距離設定はをみの誤差を含みます。 

• デジタルズーム時は、プッシュ AF / 拡大フォーカス枠は表示されません。 

• 拡大フォーカス機能を解除するには一75ぺージ 

をピント合わせに硬利な機能 

PUSH AUTO ボタンを押ずと、プッシュ AF / 拡大フォーカス枠付近の被写体にピントび合いま 
す(<^"は^<)。狙った部分のピント合わせび簡単にでをるので、マニュアルフォーカスリングで 
微調藝する前の準備としてお使いになれます。 



マニュアルフオーカス LOCK 表示 
点滅*点な(約 5 砂間） 
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通常は自動で発光しますび、フラッシュモードを意図的に変えて撮影することびでさ 
ます。 



ろ(フラッシュ）ボタンを押しなびらメインコマンドダイヤルを回し、希望のモードを選ぶ。 

(が：お買い上げ時の設定) 


が 

AW 才—卜） 

光量不足/逆光と判断したとき発光。 

• プログラムオート撮影のとをは、逆光でち自動発光しませ 
ん /。 


A 产けート赤目） 

オートでホ目軽減する。 


ろ(強制発光） 

周囲の明るさに関係なく発光する。 


ぞ>(強制発光赤目） 

強制発光で赤目軽減する。 


そ SL (ス □- シンク □) 

暗い場所ではシャッタースピードを遅くし、フラッシュ 
び届かない背景も明るく撮影。 


そを(ス □- シンク□ホ目） 

ス□ーシンク□で赤目軽減する。 


® (発光禁止） 

常に発光しない。 


• 連続してフラッシュ撮影をした直横は、フラッシュ発光部の表面び熱くなることびありますの 
でご注意 < ださい。 

•今距離基華表おからのフラッシュ推奨撮影距離は W 側で約日.5 m 〜8.日 m 、 T 側で約 0.4 m 〜 
己.0 m です （[ ISO ] び [ AUTO ] のとを)。 

• レンズフード(付属)やレンズアダプター（別売り）を付けているとフラッシュの発光びさまた 
げられます。 

• そ SL (スローシンク □) または綺 ：( ス□ーシンク□赤目）、④(発光禁止)のとを、暗い場所では 
シャッタースピードび遅<なるので、=脚のご使用をおすすめします。 

• フラッシュを充電している間は、 S / CHG ランプび点滅します。充電び完了すると消なします。 

• [フラッシュレベル] (64 ページ)でフラッシュ発光量を調節でをます。 

• 暗い場所ではフオーカス合わせのために補助光び発光されます。発光したくないときは [ AF イ 
ルミネーター]を脚]にしてください (73 ぺージ)。 

•本機には列部フラッシュを取り付けることびできますほ2ページ)。 


サイパ—ショットを使いこなそラ 
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フラッシュ{つヴを） 


[赤目軽減]について 

フラッシュ撮影時、目び赤く写るのを抑制します。 
画面に<§>(赤目軽減)び表示されます。 


• フラッシュび2回!;(上予備発光します。 

• シャッターび切れるまで約1砂かかるので、カメラをしっかり構えて手ぶれを防いでください。 
また、被写体び動かないよラにしてください。 

• 赤目軽減の効果には個人差びあります。また被写体までの距離や、予備発光を見ていないなど 
の条件によって、効果び表れにくいことびあります。 



「手でソ^ッシュを発光す々 

ポップアップフラッシュモード_ 

日 

D 

且 

B 


D 

S 

国 

因 


自分で希望したとをだけフラッシュを発光することびでをます。ち(セットアップ)画 
面の[ポップアップフラッシュ]を[マニュアル]にすると （7 日ページ)、発光部を上げた 
とさは常に発光、閉めたとをは常に発光禁止になります。 


フラッシュ発光部 
4ボタン 

マルチセレクター 
MENU ポタン 



①ろボタンを巧して、フラッシュ発光部を持ち上げる。 

@フラッシュモードを選択する (49 ページ)。 

③撮影する。 

• J (夜景モード)または連写/ブラケットのときは発光しません。 

• フラッシュを発光させた<ない場合はフラッシュ発光部を閉じておをます。 

• [ポップアップフラッシュ]をオートモードに戻すときは、百（セツトアップ)画面で[オート]を 
選んでください。 
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ぐ撮影のテクニック 

フラッシュを活用すると表現の幅び広びります。 


~ 4馈制発光)、产猶制発光赤目）に設定すると、逆光時に被写体び暗 

<ならずに撮影でをます。 

m また、人物の瞳にフラッシュの光び写りこみ輝いて見える効果もあり 
" ます。 

フラッシュモードを A ろけート）、 A 戸(才ート赤目）に設定している 
と、撮影者の意図に関わりなくフラッシュび発光されてしまラことび 
あります。この明るさのとを、意図的に這)（発光禁止)にすると、 
シャッタースピードび遅くなり、自動的にス□ーシャッターに設定さ 
れます。自動車の軌跡や光の残像を撮る場合や、夕景シーンを撮る場 
合などに効果的です。 

手ぶれを防ぐために=脚のご使巧をおすすめします。 

おし（ス□-シンク□)、4翁;(スロ-シンク□赤目）は、夕暮れ時に人物 
を撮影するとをなどに効果的です。 

人物はフラッシュで明るくなり、背景は長時間露光でをれいに撮影で 
をます。 

スローシャッターでち対応できない場合には、 ISO 感度び自動的に上 
びります。手ぶれを防ぐために=脚のご使用をおすすめします。 




フラッシ ;I シンク□を還ぶ KiiaBiraianHiirfira^^w 



サイパ—ショットを使いこなそラ 
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フラッシュ{つヴを） 


® a (セットアップ)画面を表示する (31 ぺージ)。 

⑤マルチセレクターを ▲/ ▼に動かして [ P ] (カメラ2)、 ►/▲/ ▼に動かして[フラッシュシ 
ンク □] を選ぶ。 

③ ►/▲/ ▼に動かして希望のモードを選び、中央を巧す。 

(が：お買い上げ時の設定) 


が 

巧幕 

通常はこちらの設定で使用。シャッターを開いた直後に 
フラッシュを発光するので、シゎッターボタンを押し込 
んだとさの、撮影者の狙ったタイ S ングにより近い画像 
び撮影でさます。 


後幕 (REAR) 

動をのある被写体などに使用。シャッターを閉じる直前 
にフラッシュを発光するので、動さのある被写体の後方 
に光跡や残像を残すことびでをまず。 


[後幕]について 

• シャッタースピードび速いときは後幕の効果び得られないことびあります。 

• 赤目軽減を選んでいるとをに、シャッター速度び遅い場合、赤目軽減の効果び得られないこと 
びあ0ます。 



を使ラ 


ofp S A M J 四お 


別売りの外部フラッシュを取り付けることびでをます。外部フラッシュを使ラと光量 
び増えるため、より鮮明なフラッシュ撮影をすることげでをます。 

外部フラッシュの発光は、フラッシュモードの設定で決まります (49 ページ)。 A そ(オー 
卜)の場合は本磯び自動判断するため、周囲の明るさによっては発光しない場含びあり 
ます。外部フラッシュを使う場をは、発光するモードを選択してください。 

詳し<はお使いになるフラッシュに付属の取扱説明書をご覧<ださい。 



• 外部フラッシュを取り付けていると、重みでレンズ部び安定しません。左手でレンズ部をささ 
えて撮るか、=脚のご使用をおすすめします。 

•外部フラッシュと本機の内蔵フラッシュは同時に発光しません。 

•アドバンストアクセヴ U —シューから2つ政上の外部フラッシュを接続して撮影すると、力；>< 
ラび正常な機能を発揮しなかったり、故障の原因となることびありますのでご注意ください。 

• 外部フラッシュでの撮影時にホワイトバランスび合わない場合は、フラッシュをそ（強制発 
光)、または猫制発光赤目）、ろ SL (ス□-シンク□)、槪(ス□-シンク□ホ目）にして、 

52 (ワンプッシュセット）で取り込んでから撮影してください (55 ぺージ)。 






ソニー製専用フラッシュを使ラには 

本機のアドバンストアクセサリーシューには下記のソニー製の専用フラッシュを取り 
付けて使用することびできます。 

• HVL-F1000 

• HVL-F32X( 自動発光量調節、 AF 補助光撮影機能搭載） 

①アドバンストアクセサリーシューにお使いになるフラッシュを取り付ける。 

®ACC 端子にフラッシュのプラグを差し込む。 

HVL-F32X をお使いになる場をは手順®は不要です。 

③フラッシュの電源を入れる。 

な)撮影する。 

•百(セットアップ)画面のロラッシュ]び帆励になっていることを確認してくださいけ己ぺ一 
ジ)。 

• ISO び [80 日]、[1600]、 [320 日]のときは、 HVL-F32X の AUTO 旧」モードは使用できません。 

• HVL-F1000/F32X の旧」モードをご使巧のときは、フラッシュレベル (64 ぺージ)び下記のよ 
ラにな0ます。 

+ 0.3EV 〜+ 2.0EV の設定のとき：強 
- 0.3EV 〜一 2.0EV の設定のとき：弱 

• 本機び正萬に動作するのは、モードダイヤルび ra のときか、モードダイヤルび rp」 の位置で 
ISO び[才ート]になっているときのみです。モードダイヤルび rs」、「A」、「M」、 シーンセレク 
シヨンのときは使巧できません。 

• 焦点距離3己 mm (35 mm カメラ換算)よりに角側で使用する場合は、周辺び暗く撮影されるこ 
とびあるため、ワイドパネルのご使用をおすすめします。 

市販のフラッシュを使うには 

本機のアドバンストアクセサリーシューには、市販の外部フラッシュを取り付けるこ 
とちでをます。 

①アドバンストアクセサ u— シューに外部フラッシュを取り付ける。 

③ S (セットアップ)画面を表示する (31 ぺージ)。 

©マルチセレクターを ▲/ ▼に動かして [A (カメラ2)、 ►/▲/ ▼に動かして[フラッシュ]、 
►/▲ に動かして[が部]を選び、中央を巧す。 

④ 市販の外部フラッシュの電源を入れる。 

⑥モードダイヤルを 「M」 または 「A」 にする。 

モードダイヤルび 「M」 や 「AJl； (外でもフラッシュは発光しますび、 「M」 または 「A」 で 
の撮影をおすすめします。 

⑥撮影する。 


U サイパ—シ m ット農いこなそラ 
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フラッシュ{つヴを） 


•百（セットアップ)画面のロラッシュ]を的就のまま撮影すると、内蔵フラッシュび持ち上び 
ることびあります。そのときは、巧蔵フラッシュを元に戻して、百（セットアップ)画面の[フ 
ラッシュ]を例綱にしてくださいけ己ぺージ)。 

• [フラッシュ]び[外部]のとをは、 ext そび表示されます。このとを内蔵フラッシュは発光しませ 
Aj 。 

• 絞り値は、ご使用のフラッシュのガイドナンバーと被写体との距離から最も適した値を設定し 
て < ださい。 

• フラッシュのガイドナンバーは、カメラのに0感度 (44 ページ)で変わります。 ISO 感度をご確 
認< ださい。 

• 他社の特定のカメラ専巧とされているフラッシュ（一般にアドバンストアクセサ U —シューに 
複数の接点を持つフラッシュ）、高圧タイプのフラッシュ、およびフラッシュ巧の付属品を使庙 
すると、力ラび正常な機能を発揮しなかったり、故障の原因となることびありますのでご注 
意 < ださい。 

•巿販のが部フラッシュによっては、一部の機能び使用できなかったり、操作しにくいことがあ 
ります。 
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をの設定 


通常は自動的に色含いの調節び巧われますげ、撮影条件に応じた設定にすることびで 
をます。 



W 臣ボタンを押しなびら、メインコマンドダイヤルを回し、希望の設定を選ぶ。 

(分：お買い上げ時の設定) 


• ホワイトバランスについて一-12ページ 

•ちらつをのある壁光な下では、[:肯:](壁光な)を選んでもラまく合わないことびありまず。 

• [か化] (フラッシュ）または(ワンプッシュ）じ(がのとをフラッシュ発光して撮影すると、 
ホワイトバランスはオートになります。 

• フラッシュモードによっては、選択できないちのびあります (49 ページ)。 

• シーンセレクションのモードによっては、選択できないものびあります (29 ページ)。 


分 

AWB (才ート） 

ホワイトバランスを自動調節する。饱温度：約3400 
〜700 0K (ケルビン)） 


み (太陽册 

屋外や、夜景/ネオン/花火/曰の出/日没前後などに含 
わせる。饱温度：約550 0K (ケルビン)） 


A 虐天） 

曇り空に合わせる。値温度：約650 0K (ケルビン)） 


爲 (堂光灯） 

堂光なの光にをわせる。（色温度：約400 0K (ケルビ 
ン )） 


が電球） 

パーティーを場など、照明条件び変化するとさや、スタ 
ジオなどのビデオライトに合わせる。値温度：約 

320 0K (ケルビン)） 


か VB (フラッシュ） 

フラッシュ光に含わせる。饱温度：約600 0K (ケルビ 
ン )） 


(ワンプッシュ） 

光源に合わせてホワイトバランスを一定の設定にする。 
ワンプッシュセットで取り込んだ「白」び基準になる。 
[オート]や他の設定で実際の色び上手く表現でをない 
ときなどに使用する。値温度：約20日日〜1000 0K 
(ケルビン)） 


公 SET (ワンプッシュセット） 

(ワンプッシュ）で基準になる「白」を取り込む。 


サイパ—ショットを使いこなそラ 
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ちの設定(つヴを) 


J ^ SET (ワンプッシュセッ ト)で薑準の「白」を取り込むには 

®WB ボタンを巧しなびら;><インコマンドダイヤルを回し、し < lSet ] (ワンプッシュセッ 
卜)を選ぶ。 

@被写体を照らす照明条件と同じ所に白い紙などを置き、画面いっぱいに映す。 

③マルチセレクターの中央を押す。 

画面び一瞬黒 < なり、>己 SET 表示び速い点滅に変わる。 

ホワイトバランスび調節されてカメラに記憶されると、0^も](ワンプッシュ）になる。 

• 表示び遅い点滅をしたときは、ホワイトバランスび未設定または設定できなかった場合を 
表しています。設定で去なかった場合は「オート」で撮影してください。 

• 户 ET 表示び速い点滅をしている間は、本機を動かさないでください。 

• フラッシュモードびそ(強制発光)、 夕^ (強制発光赤目）、ろ SL (ス□ーシンク □) または 巧 >L (ス□一 
シンク□ホ目）の場合、フラッシュび発光した状態でホワイトバランスび調節されます。 

微調整ずるには 

微調整すると、色温度変換用フィルターをかけたよラな効果で撮影することびでをま 
す。1ステップで10 mired (ミレッド)ホ目当の補正びかかり、±3ステップの微調整を 
することびできます (57 ページ)。 [AWB] (オート)政外のモードで有効です。 



© WB ボタンを巧しなびら、メインコマンドダイヤルを回し、撮影環境の光の状況に近い 
モードを選ぶ。 

⑤ WB ボタンを巧しなびら、サブ〕マンドダイヤルを回し、微調整の値を選ぶ。 

選択したモードのアイコン表示の横に+または一び表示されます。 

•壁光むの種類によっては、[:背:](壁光打)を選んでもうまく微調整できないことびあります。 

• [そ WB] (フラッシュ）または [bSd] (ワンプッシュ）切がのときにフラッシュを発光して撮影する 
と、ホワイトバランスびオートになるため、微調整はでをません。 
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©MENU ボタンを巧す。 

©マルチセレクターを ◄/ ►に動かしてに OLO 和饱再現)、 ▲/ ▼に動かして希望の設定 
を選ぶ。 

(が：お買い上げ時の設定) 



ジ ’Adobe RGB とは 

広い色の表現(色空間)を持ち、印刷などに適しています。 

• Adobe RG 巨で撮影した画像を、 Adobe RGB (DCF2 .日/ Ex け 2.21) に対応していない液晶モ 
ニターやテレビなどで再生すると、低彩度な画儘になりまず。また、対応していないプ U ンター 
で出力すると、な彩度なプリント結果になりますので、ご注意ください。 



Adobe RGB 
(Adobe RGB ) 

広い色再現域のモードです。自然で忠実な色再現です。 

• Adobe RG 巨で撮影した画像はファイル名び LDSCIIO 
□□.JPG」 となります。 （RAW モードのとをは拡張子び 
「.SR2」 になりまず。） 


ビビツド ( VIVID ) 

青い空、夕焼け、新緑、紅葉など印象に残る風景を深く鮮 
やかな色彩で表現します。 

分 

スタンダード 

さまざまなシーンを豊かな階調と美しい色彩で表現しま 
す。 


ジミレツドについて 

S レッドとは、色温度の逆数を百万倍り日 6 )したをのです。色温度は温度差び同じでち、色温度び 
低ければ差び大きく、高け机ま'ルさくなります。ミレッドは、ほぼ同じ尺度で変化の幅を表し、色 
温度補正フイルターの単位として利用されていまず。 

温度差1日日 0K: ミレッドの差 (M: ミレッド） 

4000 K-3 日日 0K : 83M 
7000 K-6 日日 0K : 23M 


画像の色合いを選ぶ一 COLOR (色再現) 


サイバ—シヨ 
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ちの設定(つヴを) 


• Adobe RGB で記録するとをは、本機の液晶画面やファインダーで見てち彩度びをい画像にな 
ります 。 Adobe RG 目 （ DCF 2.0/ Exif 2.21) に対応しているプ U ンターをお使いになるとお実 
な色再現で印刷でをます。 

• [スタンダード]、[ビビッ问は一般的なパソコンのモニターなどで採用されている sRG 目（色 
空間)で記録されます。 
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連続撮驚する 


連写する 


I 〇 fs [a I イ A: 

シャッターボタンを押し続けている間、最大3枚まで連写します。 


回巧 



メインコマンドダイヤル 
Q/BRK 


a / BRK ボタン 



a/BRK ボタンを巧しながら、；>< インコマンドダイヤルを回し、 [ a ] を選ぶ。 

• r 記録中」といラ表示び消えると次の画像を撮影でをますび、アクセスランプ点む中にシャッ 
ターを巧した場合、達写でをる枚数は2枚になります。 

•フラッシュはを(発光禁止)になります。 

• 撮影の間隔は 0.32 砂になります。 

• シャッタースピードは切下の通り制限されます。 

ISO び [1 目日]〜 [4 日 0] のとき：1に日0日〜1/8耿 
ISO び [80 日]〜 [3200] のとさ： V 200日〜1/3日砂 
•バッテ U —の残量びみない、または記録メディアの容量びいっぱいになると、連写は停止しま 
す。 


j サイパ—シ m ット農いこなそラ 
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RAW データで 撮る 


RAW モードー Mode (撮影モード） 


阿 S い 


图 I を 


撮影時、 CMOS センサーに取り込まれたデータを圧縮せずにそのまま記録したデータ 
で、拡張テは、 r . SR 2」 です (93 ぺージ)。パソコンにデータを取り込んだあとに、専用ソ 
フトウエアを使い、画質劣化び非常にかない画像処理でデータを復元し、表示すること 
がでをます。通常記録される圧縮された JPEG 形式の画像ち同時に記録します。 



® MENU ボタンを押す。 

@マルチセレクターを ◄/ ►に動かして [ Mode ] (撮影モード)、 ▲/ ▼に動かして [ RAW ] を 
選ぶ。 

• RAW データをパソコンで復元するにはソフトウエアび必要です。付属の CD-ROM に入って 
いるソフトウエア 「Image Data Converter SR Ver .1. 日」 （ Windows / Macintosh ) をインス 
I -ールしてください。 RAW データは特殊なファイルなので一般のアプ U ケーシヨンでは画像 
を表示することびでさません(97、1日日ページ)。 

• JPEG 画像は、筑娜 r なじか/。手/艇4で選ばれている画像サイズで記録されます。 RAW データ 
ファイル画儘は [10 M ] で記録されるので記録メディアの容量ををく使用します。 

• データの書を込みに通常撮影よりち時間びかかります。 

• デジタル ズームは 使えません。 

• 再生時は、同時に記録された JPEG 画儘び表示され、回転やトリミングなどのメニュー操作は 
JPEG 画儘のみに反映されます。 RAW データは本機では再生‘加工でをませんのでご注意く 
ださい。 


加 





構図を決める 


グリッドラインを画面に表示して撮影すると、グリツドラインを基準にして、水平/重 
直のライン合わせび簡単にでをます。 


7ルチセレクター 
MENU ボタン 

①百(セットアップ)画面を表おする (31 ページ)。 

③マルチセレクターを ▲/ ▼に動かして[巧（力^ラ2)、 ►/▲/ ▼に動かして[グリッドライ 
ン]を選ぶ。 

③ ►/▲/▼ に動かして[入]を選び、中央を巧す。 

(が：お買い上げ時の設定) 


•グ U ッドラインは記録されません。 





入 

グリツドラインを表示する。 

が 

切 

グリツドラインを表示しない。 


ぐ撮影のテクニック 

構図をミ夫めるとをにかんたんで効果的な「3分割法」といラ方法びあります。まず、画面の縦 
横を3等分するために、画面にグリッドラインを表示します。グリッドラインび交わる4つ 
の点のどこかに撮りたい被写体を配置すると、バランスび良く安定した構図になります。 
また2つの被写体を4点のラちの対角線上の2点に配置ずるのを効果的です。 



サイパ—ショットを使いこなそラ 
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モニターモー ドの設定 



ツカーを軽減する 


oIpIsJaTm i 些 I お 


堂光打の光で撮影すると、地域によっては画面にち6つを（フ U ッカー)が発生します。 
このち6つをを軽減することびでをます。 



MONITOR スイッチ 


マルチセレクター 
MENU ボタン 


frJWe 只誦 



MONITOR スイッチを希望のモードに設定する。 


FRAMING 

フ U ッカーを軽減する。 

また、暗いところでち被写体を確認でさるよラに画面をモ 
二夕 U ング中明るくする機能び自動で働さます(オートブ 
ライトモニタ U ング)。 

PREVIEW 

フ U ッカーを軽減しない。 

撮影前に被写巧深度 (37 ページ)を確認でさます。また、起 
動時間やシトッターラグも [ FRAMING ] より短くなりま 
す。 

• 長時間露光時、およびフラッシュ撮影時は、撮影前に被写巧 
深度を確認で去ません。 


FRAMING モードでもフリツカーが軽減されないときは 

通常はフリッカーの周期を本機び自動的に判断してフリッカーを軽減しますび、フ 
IJ ッカーび出ない堂光打下ではうまく検知しません。その場合は、あらかじめ、お使い 
になる地域の電源周波数(日日 HZ /60 HZ ) を設定すると、フ U ッカーを軽減でさます。 

① a (セットアップ)画面を表示する (31 ぺージ)。 

@マルチセレクターを乂/^に動かして^^;](カメラ2)、 ►/▲/ ▼に動かして[フリッカー軽 
減]を選ぶ。 

③ ►/▲/ ▼に動かして希望のモードを選び、中央を押す。 


(分：お買い上げ時の設定) 



60 Hz 

電源周波数び 60 Hz の地域のとさ。 


50 Hz 

電源周波数び 50 Hz の地蛾のとさ。 


才ート 

カメラが自動で日 0 HZ /60 HZ を判断する。 
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一操作方法は 30 ページ 


^撮驚時に使ラメニュ I 

お買い上げ時の設定は分で示しています。 


==]： (画像サイズ） 


巧凸且0の田田画巧 I 


10 M (3888 X 2592) 
7 M (3264 X 2176) 
5 M (2784 X 1856) 
3 M (2160 X 1440) 
1 M (1296 X 864) 


I 詳しくは13ページをご覧ください。 


も•(画質） 


静止画の圧縮率を選びます。 

が「ファイン （ FINE ) 
スタンダード ( STD ) 

• 画質について一* *12 ぺージ 


Mode (撮影モード） 


Q 凸00の〇田回巧 II 


高画質(お圧縮)で記録する。 
標準画質(高圧縮)で記録する 


QQ 且 B の H 田回巧 I 



詳しくは60ページをご覧ください。 


BRK (ブラケット設定） 


I 田回巧 I 


自動的に露出を変えて3枚の画像を連続して撮影でをます。 


±1.0 EV 

詳しくは43ページをご覧くださし、 


±0.7 EV 



±0.3 EV 











撮該時に使ラメニュー{つヴき) 


一操作方法は30ページ 



レベル) 


フラッシュの発光量を調節します。 


〇] P fs || Aj M 


田田回因! 



♦ +2.0 EV 

+側：発光量を増やす。 

が 

0 EV 

本機び自動調節した発光量 


♦ -2.0 EV 

一側：発光量を減らす。 


• V 3 EV 単位でフラッシュレベル値を調節でをます。 

• 画面には、フラッシュレベル値は表示されず、+または一でのみ表示されます。 
• フラッシュモードの切り換え 一 *4 目ページ 

• 被写体び明るすざたり暗すざたりする場合は、効果び出ない場合びあります。 

• フラッシュモードびを(発光禁止)のとさは設定でをません。 


了 7^ 面否' 

設定してか6撮影すると、特殊効果を加えて撮影でをます。 



モノトーン（尼1<) 

画面を白黒にする。 


セピア（医リ 

ちい写真のよラな色をいにする。 

が 

切 

特殊効果を加スない。 


• 電源を切ったあとはイ呆持されません。 


COLOR (色再現) 


色再現のモードを選びます。 



Adobe RGB 
(Adobe RGB ) 

57ページをご覧ください。 


ビビッド ( VIVID ) 


が 

スタンダード 



® (彩度) 


〇] P ] S II A I M J 囲お 


撮影する画像の鮮やかさ(彩度)を変えます。 



+ (®) 

+側：鮮やかな色合いにする。 

分 

標準 



-m 

一側：落ち着いた色をいにする。 
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一操作方法は 30 ページ 


3(コントラスト） 




AIM 


困な 


撮影する画像の明暗の比(コントラスト）を変えます。 



+〇) 

+側：画像の明暗比び増す。 

が 

標準 



-0) 

一 側：画像の明暗比び減る。 


A . G . C . S . (アドバンスト* 
グラデーション•コント 
□-ル•システム） （( J ) 

逆光で被写体び暗<つぶれて階調びないとをや、空と雲 
など、画面全体び比較的一様な明るさで、明るさの階調 
が乏しいとさ、シーンによって明暗比を増減させ、階調 
豊かな表現をする。 

• フラッシュ発光時は A . G . C . S . 機能び働きません。フラッ 
シュび届かない被写体を A . G . C . S . を使用して撮影する場 
合、フラッシュを感焼光禁止)にしてください。 


岭 




田(シャープネス) 


撮影する画像の鮮鋭度(シャープネス)を変えます。 



+ ( 圧]) 

+側：画像のくっさり感び増す。 

が 

標準 



-(の） 

一 側：落ち着いた画像にする。 


(セットアップ） 


〇 


困 I を 


31、71ぺージをご覧ください。 
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再生時にほラメニュー 


一操作方法は30ぺージ 


お買い上げ時の設定はで示しています。 


(フオルダ) 


再生したい画像の入っているフオルダを選びます。 



実行 

下記の手順をご覧 < ださい。 

が 

キャンセル 

フオルダ選択をやめる。 


①マルチセレクターを ◄/ ►に動かして再生したい画像び入っているフオルダを選ぶ。 


1再生フォルダ里お 1 

i 

□102 2/2 

► 


フオルダ名： 102 MSDCF 
ファイル技： 0 
倾日民： 

2005111:05:34 AM 



I キ，ソセル I 

モ。レ/ツギ〜 


⑤ ▲ に動かして[実行]を選び、中央を巧す。 


をフォルダについて 

本機は撮影した画像を記録メディアの特定のフォルダに記録します(77、79ページ )。このつォ 
ルダを変更したり、新規で作成したりでをます。 

• フォルダを作成するには一[記録フォルダ作成](77、79ぺージ） 

• 記録先のフォルダを変更するには一►[記録フォルダ変更](78、80ページ） 

• 記録メディアに複数のフォルダびあるとをは、フォルダ内の最初/最後の画像に下記のマークび 
表示されます。 

la : 前のフォルダに移動可能 
CS 後ろのフォルダに移動可能 
QS ： 前/後のフォルダに移動巧能 


0~ n (プ□テクト) 


画像を誤って消さないよラに保護(プ□テクト）します。 


が 

プ□テクト (0~ n ) 

次ページの手順をご覧<ださい。 


終了 

プ□テクト操作を終了する。 
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一操作方法は 30 ページ 


シングル画面でプ□テクトずるには 

①プ□テクトしたい画像を表示する。 

© MENU ボタンを押し、メニューを表示する。 

③マルチセレクターを ◄/ ►に動かして [0~ n ] (プ□テクト)を選び、中央を押す。 
画像びプ□テクトされ、 0~ n マークび 付く。 



® 他の画像もプ□テクトしたいときは、 ◄/► に動かして画像を表示し、中央を巧す。 

インデックス画面でプ□テクトするには 



メ 

a 

I 

を 

使 

ラ 


①公 /H (インデックス）ボタンを押して、インデックス画面にする。 

© MENU ボタンを巧し、；><ニューを表おする。 

③ マルチセレクターを ◄/ ►に動かして [0~ n ] (プ□テクト)を選び、中央を押す。 

④ ▲/▼ に動かして曜択]を選び、中央を押す。 

⑤ ▲/▼/◄/ ►に動かしてプ□テクトしたい画像を選び、中央を巧す。 

画像に緑色の 0 ~n マークび 付<。 

闘 r —-- 巧’ 緑の'^ 

恆麵鐵 

IMMEi 

• ク tTrann 


⑥他の画像もプ□テクトしたいとをは、手順⑥を繰り返す。 
③ MENU ボタンを巧す。 

⑥ ► に動かして[実行]を選び、中央を巧す。 

O - n マークび 白色に変わり、プ□テクトされる。 


• フォルダ内の全画儘をプ□テクトするには、手順®で[フォルダ内全て]を選んで中央を押し、 
巧に ► に動かして[入]を選んで中央を巧す。 


プ□テクトを解除ずるには 
シングル画面で解除ずるには 

r シングル画面でプ□テクトするには」の手順③または ( D で中央を押す。 
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再を時に使ラメニュー{つヴき) 


一族が方ぷは3りぺージ 


インデックス画面で解除ずるには 

① r インデックス画面でプ□テクトするには」の手順⑥で解除したい画像を選ぶ。 
@中央を押して、 O-n マー クを グレーに する。 

⑤同じ操作を辭除したいすべての画像について繰り返す。 

@ MENU ボタンを押して、 ► に動かして误行]を選び、中央を巧す。 


フオルダ内全画像のプ n テクトを解除ずるには 

「インデックス画面でプ□テクトするには」の手順④で[フオルダ内全て]を選んで中央を 
巧し、次に ► に動かして[切]を選んで中央を押す。 

• フ オーマッ トするとプ□テクトした画像ち削除され元に戻せません。 

• プ□テクトには時間びかかる場合びあります。 


DPOF 


プ U ントしたい画像にプ I 」ント予約マーク（旦〇を付けます（106ぺージ)。 


占)（プリント) 


102ページをご覧ください。 



撮影した画像を連続再生します(スライドショー)。 


間隔設定 


が 

3砂 


5巧 


10お' 


30巧 


1分 


画面切り換えの間隔。 


再生画像 


が 

フォルダ巧 

選択中のフオルダ内の画像を順番に再生する。 


をて 

記録;>< デイア内のすべての画像を順番に再生する。 
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一操作方法は 30 ページ 


繰り返し 


が 

入 

繰り返しスライドショーする。 


切 

■1 回スライドショーする。 


スタート 

下記の手順をご覧<ださい。 

が 

キャンセル 

スライドショー操作をやめる。 


①マルチセレクターを►に動かして間隔設駐、[再生画像]、[繰り返し]を設定す 


る。 兰 

③ ▼/► に動かして[スタート]を選び、中央を巧す。 ； 

スライドシヨーが始まる。 丄 

終了するには、中央を押し、 ► に動かして[終了]を選び、中央を押す。 谭 

ご 


• スライドショー再生中に、 ◄/ ►に動かすと、画像を戻す/送ることびでをます。 
• 陋隔設进の設定時間は画像サイズなどにより変わることびあります。 


因（リサイズ) 


撮影した画像のサイズを変えて0」サイズ)、新しいファイルとして記録します。元の画 
像はそのまま残ります。 



10 M 

[画像サイス]の選択の目安一 M 3 ページ 


7 M 


5 M 


3 M 


1 M 


キャンセル 

U サイズを中止する。 


® サイズを変更したい画像を表おする。 

© MENU ボタンを巧し、メニューを表おする。 

③ マルチセレクターをィ/►に動かして[因](リヴイス)を選び、中央を押す。 

④ ▲/▼ に動かして変更したいサイズを選び、中央を押す。 

U サイズした画像び選択中の記録フオルダに一番新しいファイルとして記録される。 


• m 像サイズ]一別冊「はじめに」手順4 

• RAW データファイルは U サイズでをません。 

•ルさいサイズから大をいサイズに U サイズすると、画像び劣化します。 

• 本磯し乂列のカメラで撮影した3 : 2切外の画儘をリヴイズすると、表示画像の上下の端び切れ、 
3: 2の画像になりますのでご注意ください。 
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再を時に使ラメニュー{つヴを) 


一操作方巧は30ページ 


D お回転) 


国5四 



で、 

画像を回転する。下記の手順をご覧ください。 


実行 

画像の回転を確定する。下記の手順をご覧 < ださい。 

分 

キャンセル 

[回転]を中止する。 


①回転させたい画像を表おする。 

⑤ MENU ボタンを押し、メニューを表示する。 

③マルチセレクターを ◄/ ►に動かして虹リ（回転)を選び、中央を巧す。 

® ▲ に動かして[で、]を選び、 ◄/► に動かして画像を回転させる。 

(!)▲/▼ に動かして[実行]を選び、中央を巧す。 

• プ□テクトされている画儘、 RAW データファイルは回転できません。 

•他機で撮影した画像は本機では回転でをないことびあります。 

•パソコンで画儘を見るとを、ソフトウエアによっては画像の回転情報び反映されない場合びあ 
0ます。 


トアップ) 


31、71ぺージをご覧ください。 


トリミング 


再生ズーム(一巧暦厂はじめに7ま/傷ぶした画像を新しいファイルとして記録します。 



トリミング 

下記の手順をご覧 < ださい。 

分 

戻る 

トリ S ングを中止する。 


© 再生ズーム中に MENU ボタンを巧し、メニューを表おする。 

@マルチセレクターを►に動かして[卜 US ング]を選び、中央を巧す。 

感 ▲/ ▼に動かして画像サイズを選び、中央を押す。 

画像び記録され、拡大前の画像表示に戻る。 

• トリミングすると、表示画像の上下の端び切れ、3 : 2の画像になりますのでご注意ください。 
• トリミングした画像は一番新しいファイルとして記録され、元の画像はそのまま鶏ります。 

• トリミングした画像は画質び劣化する場合びあります。 









、セットアップ画面を使ラ 

カメラ1 


^操作方法は31ぺ_ジ 


お買い上げ時の設定は分で示しています。 


AF モード 


自動ピント合わせ(オートフォーカス)の種類を選びます。 



シングル (S AF) 

詳しくは46ページをご覧ください。 

分 

モニタリング (M AF) 



コンテイニユアス （C AF) 



デジタル ズーム 


デジタル処理により画像を拡大する機能です。スマート/プレシジョンいずれかのデジ 
タル ズームを 行います。 



スマート 
(スマートズーム） 

(目み） 

画像サイズに応じて、画像び劣化しない範囲内にデジタ 
ルズーム倍率を制限します。 [10 M ] のとさは使用でさま 
せん。 

• スマートズームの最大倍率は、72ページの表をご覧くださ 
い。 

が 

プレシジョン 

(プレシジョンデジタル 

ズーム） （因み） 

画像サイズの設定に関わらず、最大10倍までデジタル 
ズームしますび、画像は祟化します。 


• スマートズーム/プレシジョンデジタルズームの最大倍率は、光学ズームの倍率を含みます。 

• デジタルズーム時は AF 測距枠は表示されません。曲、田または回び点滅し、中央付近の被写 
体を優先した AF 動作になります。 

デジタルズームにずるには 



Q (デジタルズーム)ボタンを押す。解除するには、もラ*!度 Q を押す。選択されていた 
元の光学 ズーム 倍率に戻ります。 


■セットァップ画面を使/コ 
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カメラ 1 {つヴを) 


一族が方ぷはがぺージ 


[スマート]について 

• スマートズームの倍率は、選択している画像サイズによって下記のよラになります。 


10M 





x1.0 

x5.0 



7M 





x1.2 

x6.0 



5M 




QK/| 

x1.4 

x7.0 



olVI 

x1.8 I 

x9.0 



1M 




x3.0 

x15 


x5 x10 x15 


• スマートズーム時に画面の画像び粗く見える場合びありますび、撮 f ミされる画像には影響あり 
ません。 


パワーセーブ 


撮影時、パワーセーブモードに入るまでの時間を設定します。 

パワーセーブモードに入ると POWER ランプび緑からホに変わります。 



10 分 

10 分でパワーセーブモードになる。 


3 分 

3 分でパワーセーブモードになる。 

が 

1分 

1 分でパワーセーブモードになる。 


20 お' 

20 秒でパワーセーブモードになる。 


切 

使わない。 


パワーセーブモードを解除ずるには 


シャッターボタンを巧すと撮影モードに、因ボタンを巧すと再生モードになります。 
•パワーセーブモードのとをは、電源び切れていないので、バッテ U —び消費されます。 

• 静止画を再生しているとき、またはセットアップ画面を表示しているとをは、「拙料州こ設定 
しているとパワーセーブモードに入るまでの時間び3分に固定されます。 

• 円 NDER / AUTO / LCD スイッチを 「 FINDER 」 または 「 AUTO 」 にしているときは、ファインダー 
に顔を近づけたままにしておくと、 本機を操作していない状態と して認識されます。 この場合 
設定した時間になるとパワーセーブモードに入ります。 

• AC アダプター、リモートコマンダー(別売り）接続時はパワーセーブモードにはなりません。 
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一操作方法は 31 ページ 


日付/時刻 


撮影時に画像に挿入する曰付/時刻情報の形式を設定します。設定後、撮影します。 

• 撮影時は日時は表示されず、 E 四び表示されます。再生時に画面ち下に赤色で表示されます。 



曰時分 

撮影曰時分を入れる。 


年月日 

撮影年月曰を入れる。 

•一场腑厂なじめに y ま/源之で選んだ表示順に挿入されます。 


切 

曰時を入れない。 


• 挿入した日時は、後で消去できません。 


AF イル S ネーター 


AF イル S ネーターとは、暗所でフォーカスを合わせるための補助光です。シャッター 
ボタンを半押ししてフォーカスび□ックされる までの 間、自動的に赤い補助光び出て、 
フオーカスを合わせやす< します。このとさ画面に K - ON び表示されます。 


が 

才ート 

AF イル S ネーターを使ラ。 


切 

使わない。 


• AF イル S ネーターを発光してち、充分な光び被写体に届かない場合(推賓距離：約 2.7 m (ズー 
ム： W ) まで/約 2.3 m (ズーム： T ) まで)やコントラストび弱い被写体を撮該する場合、フォー 
カスは合いません。 

• AF イル S ネーターの光び画像の中むからずれる場合びありますび、光び被写体に届いていれ 
ば、 フォー カスは合います。 

• マニュアルフォーカス (47 ページ)のとを、 AF イルミネーターは使えません。 

• AF 測距枠は表示されません。面、田または回び点滅し、中央付近の被写体を優先した AF 動 
作になります。 

• シーンセレクションび J 液景モード)、困偶景モード）に設定されているときや PUSH 
AUTO 使巧時は、 AF イル S ネーターは発光しません。 

• AF イルミネーターは明るい光です。安全には問題ありませんび、至近距離で直接人の目に当た 
らないようにお使いください。 


■セットァップ画面を使/コ 
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カメラ 1 {つヴを) 


一族が方ぷはがぺージ 



静止画撮影直後に、記録した画像を約2砂間画面に表示します。 



入 

オートレビューを使ラ。 

が 

切 

使わない。 


• シャッターボタンを半押しすると記録画像の表示び消え、すぐに;欠の撮影びでをます。 
• 達写/プラケット時は設定に関係なくレビュー画び表示されます。 
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P カメラ 2 


一操作方法は 31 ページ 


お買い上げ時の設定は分で示しています。 


J 広大フォーカス表示 


マこュアルフオーカス時 (47 ページ)、プッシュ AF / 拡大フォーカス枠部分を中むに画 
像を2倍にして表示します。 


が 

入 

2倍にする。 


切 

2倍にしない。 


• プレシジョンズームのとをや、画像ヴイズび [1 M ] でスマートズームのとをは拡大フオーカス 
されません。 


シンクロ 


フラッシュを発光するタイミングを選びます。 


分巧幕 51ページをご覧ください。 

後幕 ( REAR ) 



外部フラッシュを使ラかどラかを選びます。 



外部 (EXT そ） 

日2ページをご覧 < ださい。 

が 

内蔵 




フラッシュを自動で発光するか、手動で発光するか選びます。 


が I 才ート I 50ぺージをご覧ください。 


■セットァップ画面を使/コ 












カメラ 2 {つヴを) 


^操作方法は31ぺ 









ソモ u - スティックをフォーマット(初期化）します。市販のメモリースティック 
はフォーマット済みのため、フォーマットの必要はありません。 

• フオーマツトすると、プ□テクトしてある画儘ち含めて、すべてのデータび消まされ、元に戻せ 
ません。 


①マルチセレクターを▲に動かして[実行]を選び、中央を押す。 

レ<モ|」ースティックのデータびすべて消去されますよろしいですか？」といラメッ 


セージび表おされる。 

③ ▲ に動かして[実行]を選び、中央を巧す。 
フ オーマツ トび実行される。 


ソモ U - スティック"の中に新しいフオルダを作成します。 


①マルチセレクターを▲に動かして[実行]を選び、中央を押す。 
記録フオルダ作成画面び表示される。 


® ▲ に動かして[実行]を選び、中央を巧す。 

既存番号+1のフォルダび作成される。次に撮影する画像は新しく作成したフォルダに 
記録される。 

• フォルダについては、66ページで説明しています。 

• フォルダを新規作成していない場合は、「1日 1 MSDCF 」 フォルダび記録フォルダとして設定さ 
れます。 

• フォルダは最高で r 999 MSDCF 」 まで作成でをます。 




実行 

下記の手順をご覧<ださい。 

が 

キャンセル 

記録フォルダ作成を中止する。 



実行 

下記の手順をご覧<ださい。 

が 

キャンセル 

フオーマツトを中止する。 


0= メモリーステイツクツール ー族化すぶはがぺ—シ 


旱 / CF スイッチび r 旱」 のときのみ表示されます。 
お買い上げ時の設定は分で示しています。 


セットアップ画面を使/つ 
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メモリーステイツクツール(ごヴを) 


一族が方ぷはがぺージ 


•画働ま、違うフォルダを選ぶか、更に新しいフォルダを作成するまでそのフォルダに記録され 
ます。 

• 1度作成したフォルダを本機では削除できないため、パソコンなどで削除してください。 

• 1つのフォルダに記録できる画像は最大400日枚のため、フォルダ容量を超えると、自動的に新 
しいフォルダび作成されます。 

• 晒儘ファイルの保を先とファイル名」 （93 ぺージ)もご覧ください。 


記録フォルダ変更 


画像を記録するフオルダを変更します。 



実行 

下記の手順をご覧 < ださい。 

が 

キャンセル 

記録フォルダ変更を中止する。 


①マルチセレクターを▲に動かして[実行]を選び、中央を押す。 
記録フオルダ選択画面が表おされる。 


I記留フォルダ追6 I 

i 

己102 2/2 

► 


フ7ルタも 102MSDCF 

ファイル鱼： 0 
做日時： 

2005111:05:34 AM 



ron 

I キ，ン邮 I 

モ。レツ申*' 


@ に動かして記録フオルダを選び、 ▲ に動かして[実行]を選び、中央を巧す。 

• nOOMSDCF 」 フオルダは記録フオルダとして選べません。 

•記録した画像を別のフォルダには移動でをません。 
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因 CF カードツール 


一操作方法は31ページ 


旱 /CF スイッチび rCF」 のときのみ表示されます。 
お買い上げ時の設定は分で示しています。 



マイク□ドライブまたは CF カードをフオーマツト（初期化）します。 

• フオーマツトすると、プ□テクトしてある画像ち含めて、すべてのデータび消まされ、元に戻せ 
ません。 



実行 

下記の手順をご覧<ださい。 


キャンセル 

フオーマツ トを中止する。 


①マルチセレクターを▲に動かして[実行]を選び、中央を押す。 

「CF カードのデータびすべて消去されますよろしいですか？」といラメッセージび表 
示される。 


©A に動かして[実行]を選び、中央を巧す。 

フ オーマッ トび実行される。 

• コンパクトフラッシュス□ット対応のメモリースティックデュオアダプターを使っての 
フオーマットはでをません。 


記録フオルダ作成 


マイクロドライブまたは CF カー ドの中に新しいフオルダを作成します。 



実行 

下記の手順をご覧<ださい。 

夕 

キャンセル 

記録フォルダ作成を中止する。 


①マルチセレクターを▲に動かして[実行]を選び、中央を押す。 
記録フォルダ作成画面び表示される。 

{ S 110 巧 
閒 I フォルダ巧な 

拓留フォルダをけ迈します 
102 MSDCF 
よろし U ですか？ 

b ■ン它ル I 


©A に動かして[実行]を選び、中央を巧す。 

既を番号+1のフオルダび作成される。次に撮影する画像は新しく作成したフオルダに 
記録される。 

• フオルダについては、66ぺージで説明しています。 


セットアップ画面を使う 
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CF 力ードツール(つヴま) 


一族が方ぷはがぺージ 


• フォルダを新規作成していない場合は、「101 MSDCF 」 フォルダび記録フォルダとして設定さ 
れます。 

• フォルダは最高で r 999 MSDCF 」 まで作成できます。 

•画働ま、違うフォルダを選ぶか、更に新しいフォルダを作成するまでそのフォルダに記録され 
ます。 

• 1度作成したフォルダを本機では削除できないため、パソコンなどで削除してください。 

• 1つのフォルダに記録できる画像は最大400日枚のため、フォルダ容量を超えると、自動的に新 
しいフォルダび作成されます。 

• r 画儘ファイルのなを先とファイル名」 （93 ページ)をご覧ください。 


記録フォルダ変更 


画像を記録するフオルダを変更します。 



実行 

下記の手順をご覧 < ださい。 

分 

キャンセル 

記録フオルダ変更を中止する。 


①マルチセレクターを▲に動かして〔実巧]を選び、中央を押す。 
記録フオルダ選択画面び表示される。 


I 記留フォルブ宙お I 

i 

□102 2/2 

► 


フオルダ g :102 MSDCF 
フ7イル坦： 0 
做日時： 

200511 1:05:34 am 



ron 

巧 T ン t 山 


@ に動かして記録フォルダを選び、 ▲ に動かして[実行]を選び、中央を巧す。 

• nOOMSDCF 」 フオルダは記録フオルダとして選べません。 

•記録した画像を別のフォルダには移動でをません。 
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早設定 1 


一操作方法は31ページ 


お買い上げ時の設定はゾで示しています。 


LCD バックライト 




LCD (画面)バックライトの明るさを設定します(バッテリー使用時のみ)。 



明 

明る < する。 

が 

標準 



暗 

暗 < する。 


[閒に設定すると、バッテリーの消耗は早くなります。 


ファインダーのパックライトの明るさを設定します。 


明 

明る < する。 


標準 



暗 

暗 < する。 

• [脚に設定すると、バッテリーの消耗は早くなります。 


本機を操作したときに鳴るブヴーを設定します。 



ゼブラパターンを表示するか選びます。 


141ページをご覧くださし、 













号設定 2 


一族が方ぶながぺージ 


お買い上げ時の設定はで示しています。 


ファイルナンパー 


撮影画像のファイルナンバーの付けかたを設定します。 


分 

連番 

記録フォルダを変更したり、記録メディアを取り換えて 
ち、ファイル番号を連続して付ける。（取り換えた記録^ 
ディア内に最新ファイルより大さな番号のファイルびあ 
る場をは、既存の最大ま号+1のファイル番号を付け 
る。） 


IJ セット 

フォルダごとにファイル番号を0001から付ける。（記録 
フォルダ内にファイルびある場をは、既存最大番号+1 
のファイル番号を付ける。） 


US 巳接続 


本機とパソコンまたは円 ctBridge 巧応プ U ンターを USB ケーブルで接続するときの 
モードを設定します。 



PictBridge 

本磯と PictBridge 対応プ U ンターを接続する （102 
ぺージ)。 


PTP 

PTP (Picture Transfer Protocol ) 接続すると、コピー 
ウ イヴー ドび自動的に起動し、本機に設定されている記 
録フォルダ内の画像をパソコンにコピーする。 

(Windows XP、Mac OS X に対応） 


Mass Storage 

本磯とノ くソコン、その他 USB 機器を Mass Storage 接 
続する (89 ページ)。 

分 

才ート 

本機がノ くソコン、または Piet 目 ridge 対応プリンターを 
自動認識して接続する(89、102ページ)。 

• [オート]で本機と Pic 旧 ridge 対応プ U ンターを接続 
できない場合は、 [ PictBridge ] に設定しなおしてくだ 
さい。 

• はート]で本機とパソコン、その他 USB 機器を接続 
できない場をは 、 [Mass Storage ] に設定しなおして 
<ださい。 
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一操作方法は 31 ページ 


ビデオ信号出力 


接続するビデオ機器のカラーテレビ方式に合わせて設定します。 


が 

NTSC 

ビデオ信号出力を NTSC モードに設定する（日本、米国 
など)。 


PAL 

ビデオ信号出力を PAL モードに設定する（欧州など)。 


時計設定 


時刻を再設定します。 



実行 

マルチセレクターを▲に動かして[実巧]を選び、中央を 
巧す。その後、時計をわせの手順 (一 况腑厂はじかに 7 手 
應巧を行ラ。 


キャンセル 

時計設定を中止する。 


セットアップ画面を使/つ 
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パソコンで楽しむ 

Windows パソコンででまること 


Macintosh については 、 「Macintosh を 
お使いのとをは」をご覧ください 
(98 ページ)。 


まずはパソコンに画像を巧り込もラ！ （87 ページ) 



画 U 


画像をパソコンで見る 


USB ドライバをインス!-一 
ルする。 

• WindowsXP では不要です。 


I 

PicturePackage で巧巧の幅を広ばよう！ （95 ぺージ ）} 
パソコン巧の画像を見る 





CD-R に画像を保をする 


My ビデオ &My スライド 
シヨーを自動作成する 


敛 


プリントずる 


PicturePackage をインス 
I -ールする。 （95 ページ） 


ImageMixer でビデオ CD ヴくりに耕戦！ （95 ぺージ） 



ビデオ CD を作成ずる 


ImageMixer VCD 2 は、 
PicturePackage をインス 
I -ールすると、同時に自動で 
インス I -ールされます。 
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パソコンの推奨環境 


本機とつなぐパソコンは、下記の推奨環 

境げ必要です。 

画像を取り込むとさの推奨環境 

OS (工場出荷時にインス I ルされてい 
ること）： Microsoft Windows 
98/98 SE / 2000 Professional / 
Millennium Edition/XP Home 
Edition/XP Professional 

• 上記の OS でをアップグレードされた 
場合や、マルチブート環境の場合は、動 
作保罰いたしません。 

CPU： MMX Pentium 200 MHz 臥上 

USB 端子： 標準装備 

ディスプレイ： 800 X 600ドット攻上、 
High Color (16 bit カラー、65000色） 
政上 

PicturePackage/lmageMixer VCD2 使 

用時の推奨環境 

必要なソフトウ エア： Macromedia 
円 ash Player 6.0 し U 降 、 Windows 
Media Player 7.0 が降 、 DirectX 
9.0 b 攻降。 

サウンドカード： 16 bit ステレオサウンド 
カード および スピーカー 

メモリ： 64 MB 1； (上 （128 MBm 上を推 
奨） 

A — ドディスク ：インス I -ール時に必要 
な容量：約日0日 MB 

ディスプレイ： 4 MB の VRAM を搭載し 
たビデオカード （Direct Draw ドライ 
バに东[応） 


• My ビデオ & My スライドショーを自動作成 
する場合は (95 ぺージ )、 Pentium III 

500 MHz 切上の CPU び必要です。 

• ImageMixer VCD 2 を使う場合は、 
Pentium III 800 MHz 切上を推奨します。 

•本ソフトウェアは DirectX テクノ□ジーに 
対応しているため、 DirectX のインス I ''一 
ルび必要になることびあります。 

• CD - R に書き込みを行う場合には、記録デ 
) くイスを動作する環境び別途必要です。 

Imaae Data Converter SR Ver.1.0 使 

用時の推奨環境 

OS (工場出荷時にインスIルされてい 
ること）： Microsoft Windows 200日 
Professional/XP Home Edition/XP 
Professional 

CPU： MMX Pentium III 1 GHzi ； (上推 
奨 

メモリ :2己6 M 目政上(日12 M 目政上を推 
奨） 

仮想メモリー： 700 M 臣じ(上 

ディスプレイ： 1024 X 768ドット拟上、 
High Color (16 b けカラー、65000色) 
が上 

パソコン接続についてのごま意 

• 推奨環境のすべてのパソコンについて動作 
を保証するちのではありません。 

• 1台のパソコンで2台切上の US 目機器を接 
続している場合、同時に使用する US 巨機器 
によっては、本機び動作しないことびあり 
ます。 

• USB 八ブ経由でご使巧の場合は、動作保証 
いたしません。 

• Hi-Speed USB ( USB 2.0 準拠)のため、巧 
応の USB インターフェースに接続すると、 
高速な廣送 ( high - speed 廣逍び巧えま 
す。 


八ソ n ンで楽しむ 


扣 



Windows パソコンでできること{つヴま） 


•パソコンと接続するとさの本機の USB 
モードには[オート](お買い上げ時の設 
定 )、 [Mass Storage ]、[ PT 円の3種類び 
あります。ここでは[オート]および 
[Mass Storage ] での使いかたを説明しま 
す。 [ PT 円については、82ページをご覧く 
ださい。 

•パソコンびサスペンド-レジューム機能、 
またはス U —プ機能から復帰してち、通信 
状態び復帰でをないことびあります。 


M 祗 I. デジタルイメージングカスタ 
マ—サポ—卜のホ—ムぺ—ジ 
では、パソコンとの接続方法や最新サ 
ポート情報をご覧いただけまず。 


http://www.sony.co.jp/cyber-shot/ 

support/ 
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画像をパソコンに取り込む 


ここでは、 Windows パソコンでの手順 
を説明します。 

本機の画像をパソコンに取り込むには、 
下記の方法びあります。 

記録メディアを直接パソコンに挿入ず 
る場合： 

本機から記録メディアを取 D はずして、 
パソコンに挿入して、画像データをコ 
ピーする。 

記録メディアを入れた本機で USB 接 
続ずる場合： 

87〜92ページ記載の操作1〜5で、画 
像をパソコンにコピーでをます。 

•画像の例は"><モ|」ースティック"の画像を 
パソコンにコピーするとをのものです。 

パソコンとの接続方法や最新サポート 
情報は、デジタルイメージングカスタ 
マーヴポー トのホームページをご覧く 
ださい。 

http :// www . sony . co . jp / 

cyber - shot / support / 


操作1: USB ドライバをインス 
トールずる 


• ドライバとは、接続機器を正しく動かすた 
めのソフトウエアです。 

• Windows XP のときは、操作1は不要です。 
• すでにパソコンに PicturePackage びイ 
ンス I -ールされている場合は、操作1は不 
要です。 


ごま意：この時点では、本機をバソコ 
ンにつなびないで<ださい。 


1 使用中のソフトウ I アをずべて終 
了させる。 

• Windows 200日は、 Administrator (曽 
理者権限)でログオンする。 


2 CD-ROM r サイパ'-ショットア 

プ U ケーションソフトウェア J を 
パソコンに入れ、インス!ル画 
面が表示された 6、 rUSB ドライ 
パ」をク U ック。 



「Sony USB Driver 用の 
InstallShield ウイヴードへようこ 
そ」画面び表示される。 

• インストール画面び表示されないとき 
は、@(マイコンピュータ）一@ 
(PICTURE PACKAGE ) の順にダブル 
ク IJ ック。 


B ヴ n ンで楽しむ 


87 








画像をパソコンに取り这む(ごヴき) 


3 [次へ]をクリック。 



USB ドライバのインス I -ールび始ま 
る。インス I -ールび終了すると、 
rinstaHShield ウイザードの完了」画 
面び表示される。 


4 [はい、今すぐコンピュータを再起 
動します。]の 0 をクリックして 
©にし、[完了]をクリック。 



パソコンび再起動して、本機とパソ 
コンび USB 接続でさるよラになる。 


インストールげ終了した6、パソコンか 
ら CD - ROM を取り出す。 


操作 2 : 本機とパソコンを準備 
ずる 


1画像を記録した記録メディアを本 
機に入れる。 


2 AC アダプターで本機とコンセン 
卜をつなぐ。 



•バッテ U —電源では、バッテ U —切れの 
ため、データを廣送でさなかったり、 
データを破損する恐れびあります。 


3本機とパソコンの電源を入れる。 
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• 記録 ディアの選択は、 3^/ cf カー 
ドスイッチで行ってください 。(一別冊 
n まじめに」手順ぶ 








操作 3: 本機とバソコンをつなぐ 



• Windows XP の場合は、パソコンの画面に 
自動再生ウイヴードび表示されます。 


本機の画面に rUSB モード Mass 
Storage 」 と表示される。 



初回接続時のみ、パソコンび本機を認識 
するための作業を自動的に行います。作 
業び終わるまでお待ちください。 


A 通信中はアクセス表おび赤色になります。 
白色になるまで、ノ くソコンの操作をしない 
で < ださし、。 


• 画面に ruSB モード Mass Storage 」 と表 
おされないとさは、本機の [ US 目接続]を 
[Mass Storage ] に設定してください (82 
ぺージ）。 


操作 4 -A :画像をパソコンに取 
り込む 


• Windows 98/98 SE に0日 0/ Me 使巧時： 

一「操作4-巨：画儘をパソコンに取り込む」 
(9日ページ） 

• Windows XP 使用時で自動再生ウィヴー 
ドび起動しない時：一►「操作4-巨：画像をパ 
ソコンに取り込む」 （90 ページ） 

ここでは、パソコンの「マイドキュ;><ン 
りに画像を取り込む例を説明します。 

1 「操作3」で接続完了後、パソコン 
で自動再生ウィザードが起動する 
ので、[コンピュータにあるフオル 
ダに画像をコピーする。 

Microsoft スキヤナとカメラウィ 
ザード使用]^[〇[<]の順にク 
IJ ツク。 



r スキヤナと力;ラウイヴードの開 
始」画面び表示される。 


八ソ n ンで楽しむ 


• US 目接続中に"メモ U - スティック " /CF 
カードカバーを開けると接続び遮断されま 
す。絶対に開けないでください。 


89 








画ほをパソコンに取日込む(つヴき) 


2 [巧へ]をクリック。 5 [作業を終了ずる]の〇をクリッ 

本機の記録メディアに記録されてい クして®にし、[次へ巧ク U ッ 

る画像び表示される。 ウ。 


3バソコンにコピーしない画像の 
ををク U ックして [ にし、[次 
へ]をクリック。 




r スキヤナとカメラウイヴードの完 
了」画面び表示される。 


6 [完了]をクリック。 


「画像の名前とコピー巧」画面び表示 
される。 

4画像の名前とコピー巧を指定し、 
枚へ]をクリック。 


ウィヴード画面び閉じる。 

• 続けて画儘をコピーしたい場合は、92 
ページの手順で、 US 目ケーブルを1度 
损いて、 r 操作3:本機とパソコンをつな 
ぐ」から行う。 


I ■’スモ¥ナとれ*ラウイザード 






画像のコピーを開始します。画像の 
コピーび終了すると、「そのほかの才 
プシヨン」画面び表示される。 


操作 4 -B :画像をパソコンに取 
り&む 


• Windows XP 使刷寺：一「操作 4- A :画像 
をパソコンに取り込む」 （89 ページ） 

ここでは、ノ':ソコンの「マイドキュ;><ン 
卜」に画像を取り込む例を説明します。 


• ここでは、画儘のコピー先を r マイド 
キュ ント」にしています。 
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1 [マイコンピューター ]—*• [リムー 
バブルディスク]^ [ DCIM ] の順 
にダブルクリック。 



• リムーバブルディスクび表示されない 
ときは、11目ページをご覧ください。 

2取り込みたい画像の入っている 
フオルダをダブルクリック。 

:知こ、取り込みたい画像ファイル 
をちクリックしてメニューを表示 
し、[コピー]をクリック。 



3 [マイドキュメント]フオルダをダ 
ブルクリックして開く。 

次に、ちクリックでメニューを表 
示し、[貼り付け]を選ぶ。 



「マイドキュメント」フオルダに画像 
げ コピー される。 


• コピー先に同じファイル名の画儘びあ 
るとさは、元の画儘を上書をしてちよい 
かを確認するメッセージび表示されま 
す。 

上書きすると、元のファイルデータは消 
えます。上書きしない場合は、ファイル 
名を希望の名称に変更してからコピー 
します。ただし、ファイル名を変更する 
(94 ページ)と本機で再生でをなくなる 
場合びあります。 




八ソ n ンで楽しむ 
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画ほをパソコンに取日込む(つヴき) 


■ M 阻 


ンで画像を見る 


「マイドキュメント」に保存された画像 
を見ます。 


• Adobe RGB で撮影した画樹ま、モニ 
ターによって、印刷したときと色合いび 
異なる場合びありますのでご注意くだ 
さい。 


1[スタート]一[マイドキュメント] 
をク IJ ック。 



「マイドキュメント」フオルダの内容 
び表示される。 

• Windows XP し乂がの場合は、デスク 
トップ画面上の[マイドキュメント]を 
ダプルク U ックする。 


2見たい画像ファイルをダブルク 
IJ ツク。 



ンとの接続を切断ずるには 


し U 下の操作を行いたいときは、ここで説 
明する手順をあらかじめ行ってくださ 
い。 

• US 目ケーブルを抜< 

•記録メディアを取0出す 
• 本機の電源を切る 
•^/ CF スイッチを切り換える 


■ Windows 2000 /Me/XP の場合 

①タスクトレイのろをダブ J レクリック。 



ここをダブルクリック 


©み (Sony DSC ) 一[停止]をクリック。 

③ 取りはずすドライプを確認して、 [ OK ] 
をクリック。 

④ [ OK ] をク U ック。 

ノ くソコンの接続び切断されました。 

• Windows XP をお使いの方は、手順® 
は不要です。 

■ Windows 98/98SE の場合 

アクセス表示 (89 ページ)び白色になって 
いることを確認する。白色になっていれ 
ば、パソコンとの接続び切断されています。 


画像び表示される。 
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o フオルダ作成機能のないカメラで撮影 
した画像ファイルのフオルダ。 

© 本機で撮影した画像ファイルのフオル 
ダ。新し <フオルダ作成していなし、場 
合は、 「101 MSDCF 」 のみです。 


画像ファイルの巧巧巧とファイ 
ル名 


本機で撮影した画像ファイルは、記録メ 
ディア内のフォルダにまとめられてい 
ます。 

Windows XP の例（"メモリーステ イツ 
ク"の場合） 


• マイクロドライプまたは CF カードをお使 
いの場合でも、パソコン環境によっては 
「Sony MemoryStick 」 と表おされる場合 
びあ0ます。 

• り日日 MSDCF 」 には、本機で画像を記録で 
をません。再生のみ可能です。 

•「 M に C 」 フオルダは、本機では記録も再生 
ちでをません。 

• 画儘ファイル名は、下記のよラになりまず。 
□□□□は0001〜9999の半角数字、 
RAW データファイルとその JPEG 画像 
ファイル名の数字部分は同じです。 

-静止画ファイル： DSC 日 □□□□.JPG 
- Adobe RG 目データファイル： _ DSC □ 
□□□.JPG 

- RAW データファイル (Adobe RG 巨政 

5 H -) ： Dsconnnn . SR 2 

- RAW データファイル (Adobe RGB ) : 
_Dscnnnn.SR2 

• フオルダについては、目6、77、79ページを 
ご覧 < ださい。 


ク F F F 
クク肪肪 TO 
DW 側デ船鹏^邮 

パ S ぉ，^卜8化。 己 
^ WW を))ぶ》日 

巧、。*"一出迪出日 

固 + Q 


B ヴ n ンで楽しむ 
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パソコン巧の画像を本機で見る 


ここでは、 Windows パソコンでの手順 
を説明します。 

パソコンにコピー後、記録メディアか6 
消去した画像をわラ1度本機で見るには、 
パソコンか6記録メディアに画像をコ 
ピーしてか6本機で再生します。 

• 本機設定のファイル名を変更していない場 
合、手順1は必要ありません。 

• 画像サイズによっては再生でをない画像び 
あります。 

•パソコンで画儘を加工したファイルや、本 
機！;(がで撮影した画像は本機での再生を保 
証しません。 

• フオルダびない場合は、まず本機でフオル 
ダを作成してから（77、79ページ)画像ファ 
イルのコピーを行って < ださい。 


1 画像ファイルをちクリックし、[名 
前の変更]をクリックする。 
ファイル名を rDsconnnn 」 

に変更する。 


□□□□には、0001から9999まで 
の半角数字を入れる。 



2下記の手順で、ファイルを記録メ 
ディア巧のフオルダにコピーする。 


の画像をちク U ックーロピー]をク 
U ック。 

@ [マイコンピユータ]巧の[ I 」ムーバ 
ブルディスク]または 
[ SonyMemoryStick ] をダブルク 
U ック。 

③ l ； DCIM ] フォルダ内の [□□□ 
MSDC 円フォルダをちクリックし、 
[貼り伸ブ]をクリック。 

• □□□には、1日〇〜999までの半角数 
字び入る。 



• 上書をの警告び出た場合は、別の数字を 
入れなおして < ださい。 

•パソコンによっては、静止画の拡張子 
rjPG 」 び表示されます。拡張子は変更 
しないで < ださい。 
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付属のソフトウエアで楽しむ 


[でさること] 

© CD - m こ画像を保存 
© My ビデオ & My スライドショーを自動 
作成 

© ノ くソコン内の画像を見る 
©ビデオ CD の作成 

ImageMixer VCD 2 の画面び表おさ 
れます。 

G サービス-ヴポート情報 「My Page 」 

搭機能のはじめかた] 

© 〜©のいずれかをクリックで選び、 
次に画面ち下のボタンをクリックする。 


ここでは、 Windows パソコンの手順を 
言な明します。 



付属の CD-ROM 「サイパーシヨットアプリ 
ケーシヨンソフトウェア」には、 

PicturePackaae、ImageMixer VCD2 の 

吕つのソフトウエアが収録されています。 

円 cturePackage 


\ 1 — 7 L i-H • 

T- マち V '*/• 

■7 L _ II ，寸ス 

ノノ . 

エノなイノ, 

A r —ル 9 な 


下記の手順で、 PicturePackage / 
ImageMixer VCD 2 ソフトウエアをイ 
ンス I -ールします。 


• Windows XP な外で、 USB ドライバをイ 
ンストール (87 ページ）していない場合は、 
インス I -ール前に本機をパソコンに接続し 
ないで < ださい。 

• Windows 2000の場合は Administrator 
(管理者権限)、 Windows XP をお使いの場 
合はコンピュータの管理者権限でログオン 
して < ださい。 

• " PicturePackage " のインストールを巧 
ラと、 USB ドライバのインス I -ールも同時 
に行えます。 

• Windows 98/ Windows 98 SE で、 
DVgate Ver .2.3 より前のパージョンび 
インス I -ールされているバイオに、 

DirectX 目切降の DirectX をインス I ル 
すると、 DVgate や DVgate motion を正 
常に使用でをません。 PicturePackage を 
インス I ルすると、同時に DirectX 9も 
インス I -ールされるためです。 

今禮も DVgate を使巧する場合は、 
PicturePackage をインストールしないよ 
ラにご注意ください。 

詳し < は下記 URL をご覽ください。 

http :/ / www . sony . co . jp / cyber "- shot / 

support / 


Li 性 


Mr 




B ヴ n ンで楽しむ 
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付属のソフトウエアで楽しむ(つヴを) 


1 パソコンの電源を入れた：!犬態で、 
CD-ROM (付属)を CD-ROM ド 
ライブに入れる。 

インストール画面び表示される。 

• インス I -ール画面び表おされないとを 
は、妈(マイコンピュータ）一® 
(PICTURE PACKAGE ) の順にダブル 
ク IJ ック。 


2 [ PicturePackage ] をクリックす 

る。 



言語の選択画面び表示される。 


3 [日本語]を選び、[次へ]を2回ク 
リックする。 

使用許語画面び表おされる。 

内容をよく読み、「使用許諾契約の全条 
項に同意します」にチェックを入れ、 
[次へ]をク U ック。 


4 降、画面の指示に従ってインス 
I ルを進める。 


5 インス I ル後、デスクトップ上 
に 「PicturePackage Menu 」 と 
PicturePackage 保巧巧フオルダ 
のショートカットが表示されたら、 
パソコンか5 CD - ROM を取り出 
す。 


ソフトウェアを起動ずるには 

デスクトップ上の [PicturePackage 
Menu] のアイコンをダブルクリック。 

ソフトウ I アの使いかたを調べるには 

各画面ち上の [ ? ] をク U ックして表示 
されるヘルプを参照する。 


PicturePackage/ ImaaeMixer 
VCD2 に関するお問い合わせ•サ 
ポートは、ピクセラ ユーザー サポート 
センターに委託しています。 

ピクセラ ユーザー サポートセンター 
電話： 06-6633-3900 

受付時間：巧〜日午前9時〜午後日時 
(ただし、年末、年始、祝日を除く。） 

URL ： http://www.ppackage.com/ 


• rimageMixer VCD 2」、「 DirectX 」 （イ 

ンストールされていない場合のみ)も連 
続してインス f -ールされまず。 
•パソコンの再起動をホめる画面び表示 
されたら、画面の指示にがって再起動し 
て < ださい。 
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Image Data Converter SR 
Ver .1.0 をインス!ルずる 


付属の CD - ROM に入っているソフト 
ウェア 「Image Data Converter SR 
Ver .1.0」 を使うと、 RAW モードで撮影 
した画像を I ーンカーブやシャープネ 
スなど多彩な補正機能で編集でをます。 
また、況用ファイルフォーマツト形式で 
保存することびでをます。 


1 バソコンの電源を入れたが態で、 

CD-ROM (Image Data 
Converter SR ) を CD-ROM ド 
ライブに入れる。 

設定言語の選択画面び表示される。 


2 [日本語]を選び、[次へ]をクリツ 
クする。 

「Image Data Converter SR セツ 
トアップへよラこそ」画面び表示され 
る。 


3 [次へ]をクリックする。 

「使用許諾契約」画面び表示される。 
内容をよく読み、[使用許詰契約の全 
条項に同意します]にチェックを入れ、 
[なへ]をクリック。 


4 降、画面の指示に従ってインス 
トールを進め、完了する。 

•パソコンの再起動を求める画面び表示 
されたら、画面の指示に従って再起動し 
て < ださい。 


• Image Data Converter SR では、どの色 
再現モードに対してを色空間を変更するこ 
とびでをます。そのため 「Adobe RGB 」 で 
なく ru アル」といラ表記を使用していま 
す。 


色再現モードと色空間の関係は！;(下の 
通りです。 

• 本機で実現している組み合わせ 



スタン 

ダード 

リアル 

ビビッド 

sRGB 

〇 


〇 

Adobe RGB 


〇 



• Image Data Converter SR で実現巧 
能な組み合わせ 



スタン 

ダード 

リアル 

ビビッド 

sRGB 

〇 

〇 

〇 

Adobe RGB 

〇 

〇 

〇 


Imaae Data Converter SR 
Ver .1.0 に関するお問い合わせは 
こちらのホームページから 
http :// www . sony . co . jp / cyber - shot / 
support / 

サイバーシヨットオフィシャル WEB 
ヴィト 

http :// www . sony . co . jp / cyber - shot / 

テクニカルインフオメーシヨンセンター 

電話： 0564-62-4979 

受付時間： 

月〜金曜曰：午前9時〜午後8時 
±、日曜日、祝日：午前9時〜午後日時 


B ヴ n ンで楽しむ 
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Macintosh をおほいのときは 


Macintosh に画像を取り込んで見たり、 
rimageMixer VCD 2」 （付属)を使って 
ビデオ CD を作成でさます。 


ンの推奨環境 


画像を取り这む時の推奨環境 
0 S (工場出荷時にインス I ルされてい 
ること）： Mac OS 目.1/9.2 、 Mac OS 
X (\/10.0 な降） 

USB 端子： 標準装備 

ImageMixer VCD 2 使用時の推奨環境 
0 S (工場出荷時にインス I ルされてい 

ること）： Mac 0 S X ( v 1 日.1 .5 UI 降） 
CPU : iMac 、 eMac 、 iBook 、 PowerBook 、 
Power Mac G 3/ G 4/ G 日シ U — ズ、 

Mac mini 

メモリ： 128 M 臣政上 (256 M 目政上を推 
奨） 

A - ドディスク： インストール時に必要 
な容量：約25日 MB 

ディスプレイ： 1024 X 768ドット政上、 
32000色切上 


• 工場出荷時に QuickTime 4切降びインス 
トールされていることび必要です 
(QuickTime 5 ULL を推奨)。 

Image Data Converter SR Ver .1.0 使 

用時の推奨環境 

OS (工場出荷時にインス I ルされてい 
ること）： Mac OS X V10.3-10.4 

CPU : iMac 、 eMac 、 iBook 、 

PowerBook、Power Mac G 4/ G 5 シ 
U —ズ 、 Mac mini 

メモリ： 256 MB 政上ほ 12 M 目政上を推 
奨） 

ディスプレイ： 1024 X 768ドット政上、 
32000色切上 
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パソコン接続についてのごミち意 

• 推奨環境のすべてのパソコンについて動作 
をな話するちのではありません。 

• 1台のパソコンで2台 ULL の USB 機器を接 
続している場合、同時に使巧する US 巨機器 
によっては、本機び動作しないことびあり 
ます。 

• US 目八プ経由でご使用の場合は、動作保証 
いたしません。 

• Hi-Speed US 巨 （ USB 2 .日準拠)のため、対 
応の US 目インターフェースに接続すると、 
高速な転を ( high - speed 転送)び行えま 
す。 

•パソコンと接続するとをの本機の USB 
モードには[オート](お買い上げ時の設 
定 )、 [Mass Storage ]、[ PT 円の3種類び 
あります。ここでは[オート]および [Mass 
Storage ] での使いかたを説明します。 

[ PT 円については、82ページをご覧くださ 
い。 

•パソコンびサスペンド•レジューム機能、 
またはス I 」ープ機能から復帰してち、通信 
巧態び復帰で去ないことびあります。 


デジタルイメージングカスタ 
マーサポー K のホームぺージ 
では、パソコンとの接続ち法や最新サ 
ポート情報をご覧いただけまず。 


http :// www . sony . co . jp/cybe 卜 shot / 
support / 


画像を取り込んで見る 


1 本機と Macintosh を準備する。 

r 操作2:本機とパソコンを準備する」 
(88 ページ)と同じ準備をします。 


2 USB ケーブルで接続する。 

「操作 3: 本機とパソコンをつなぐ」 
(89 ぺージ)と同じ操作で接続します。 




3 画像ファイルを Macintosh にコ 

ピーする。 

①[デスクトップ画面上の新しく認識 
されたアイコン] 一 [ DCIM ] 一 [取 
り込みたい画像の入ったフオルダ] 
の順にダブルク U ック。 

© 画像ファイルを八ードディスクア 
イコンにドラッグ&ド□ップ。 

八ードディスクに画像ファイルび 
コピーされる。 

• 画像ファイルの保巧先とファイル名に 
ついては、93ページをご覧ください。 


4 Macintosh で画像を見る 

[八ードディスクアイコン]一陋像 
ファイル]の順にダブルクリックする 
と画像び開<。 


バソコンとの接続を切断ずるには 


し U 下の操作を行いたいときは、ここで説明 
する手順をあ5かじめ斤ってください。 
• USB ケーブルを抜< 

•記録メディアを取0出す 

• 本機の電源を切る 

•爭 / CF スイッチを切り撰える。 

記録メディアまたはドライブのアイ 
コンをゴミ箱にドラッグ&ド□ップ 
する。 

パソコンとの接続び切断されました。 

• Mac OS X V. 10. 日の場合は 、 Macintosh 
の電源を切ってから作業を行ラ。 


rimageMixer VCD 2」 でビデオ 
CD をつくる 



• Macintosh 版の ImageMixer VCD 2 では 
ディスクイメージ（ビデオ CD 形式で 
CD - R に書き込みを巧うためのデータ)作 
成までを巧います。実際にビデオ CD 形式 
で CD - R になをする場合は、 Roxio 社の 
Toast (別売り）び必要になります。 

ImageMixer VCD2 をインストールず 

るには 

• インス I ル前に使用中のソフトウエアを 
すべて終了させて < ださい。 

• ディスプレイの設定をあらかじめ 1024 X 
768ドット ULL 32日0日色モー阿ん L にし 
て < ださい。 

® Macintosh に電源び入った状態で、 
CD-ROM (付属)をディスクドライブ 
に入れる。 

③ CD - ROM アイコンをダブルク U ック。 

⑤ 「 MAC 」 フオルダの中の 「 IMXINST . 
SIT 」 を任意のフオルダにコピー。 

④ コピー先のフオルダの中の [ IMXINST . 
SIT ] をダブルク U ック。 

⑥ コピー先のフオルダの中にある 
ImageMixer フオルダ内の 
[ lmageMixerVCD 2_ lnstall ] をダブ 
ルクリック。 


B ヴ n ンで楽しむ 
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Macintosh をお使いのとまは(ごヴき) 


© ユーザーの承認画面が表示されたら、 
お好みの名前とパスワードを入力する。 
ソフトウエアのインス I -ールび始まる。 

rimageMixerVCD 2」 を起動ずるには 

①〔アプ U ケーシヨン]の中から 
[ ImageMixer ] フオルダを開く。 

⑥ [ImageMixer VCD 2] をダプルクリッ 
ク。 

「ImageMixer VCD 2」 の使いかたを調 
ベるには 

画面ち上の [ ? ] をク U ックして表示さ 
れるヘルプを参照する。 


ImageMixer VCD 2 に関するお問い 
含ねせ • サポートは、ピクセラユー 
ヴーサポートセンターに委託してい 
ます。 

ピクセラ ユーザー サ ポー ト センター 
電話： 06-6633-3900 

受付時間：月〜曰午前9時〜午後己時 
(ただし、年末、年始、祝日を除く。） 
URL : http :// www . ppackaqe . com / 


© CD - ROM アイコンをダブルクリック。 

③ 「 MAC 」 フォルダの中の 
「 IDCSRJNST . pkg 」 を任意のフォル 
ダにコピー。 

④ コピー先のフォルダの中の 
[ IDCSRJNST . pkg ] をダブルクリッ 
ク。 

「よラこそ Image Data Converter 
SR のインス1^ールへ」画面び表示され 
る 0 

政降、画面の指示に従ってインス I -一 
ルを進め、完了する。 

• Image Data Converter SR Ver .1.0 の色 

再現モードについてのご注意とサポート情 
報は97ページをご覧ください。 


Imaae Data Converter SR 
Ver .1.0 をインス!ルずる 


RAW ちードで撮影した画像をトーン 
カーブやシャープネスなど多彩な補正 
機能で編集でをます。また、ミ凡用フアイ 
ルフォーマツト形式で保存することが 
でをます。 

© Macintosh の電源び入った状態で、 
CD-ROM (Image Data Converter 
SR ) を、ディスクドライプに入れる。 
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静止画をプリントずる 

静止画をプリントずるには 



ダイレクトプリントずる ( PictBridge 巧応プリンター保巧） （102 ページ） 

PictBridge 对応プリンターに本機を直接接続してプリント 
します。 



ダイレクトプリントずる("メモリースティック"/マイク□ドライブ / CF 力ード 
巧応プリジター巧用） 


"メモリースティック"/マイクロドライブ / CF カード对応プ 
U ンターでプ U ントします。詳し<はプ U ンターの取扱説明 
書をご覧ください。 



パソコンをほつてプリントずる 



付属の CD - ROM 収録のソフトウエア rPicturePackage 」 を 
使って画像をパソコンに取り込んでから、プリントします。 


お店でプリントずる (106 ページ） 


プリントサービス店に、画像を撮影した記録;ディアを持参 
/-V します。プ U ントしたい画像にあらかじめ国^(プ U ント予 

約)マ-クをがけてぉくこともできます， 


B 静止画をプリントする 
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ダイレクトプリントする ( Pic 旧 ridge 対応プリンター使用) 


Pic 旧! " idge 巧応プ U ンターな5、本機 
で撮影した画像をバソコンなしでプ U 
ントでをます。 

r( PictBridge 

•「 PictBridge 」 は、 「ピクトプリッジ」と読み 
ます。カメラ映像機器工業会 ( CIPA ) で制定 
された統一規格のことです。 



:本機を準備ずる 


本機とプ U ンターを USB 接続するため 
に、本機を設定します。 [ USB 接続]の 
[オート]モードで認識されるプ U ン 
ターに接続する場合、操作1の1〜4は 
不要です。 


シングルプリント 

1枚のプリント用紙に1枚の画像をプリ 
ントします。 



インデックスプリント 

1枚のプリント用紙に複数の画像を綱ル 
プリントします。1枚の画像を繰り返し 
プ U ントしたり（①)、選択した画像をイ 
ンデツクスプリント(③)できます。 


① ⑤ 


1319 i 13 

yL … J 国 

田 丹! 田 
111111 

魁巧關 

面潑盛 


• インデックスプ U ントはプ U ンターによっ 
ては対応していない場合びあります。 

• プリンターによって、1枚のインデックス 
プ U ントでプ U ントされる画像枚数は異な 
0ます。 

• RAW データファイルはプ U ントでさませ 
Aj 。 

• 本機の画面でがび約5砂間点滅したら 
(プ U ンターからの エラー 通知）、接続して 
いるプリンターを確認してください。 



0/ H ポタン 
0/H 



マルチセレクター 
MENU ボタン 


• プ U ントの途中で電源び切れないよラに、 
AC アダプターのご使用をおすすめします。 


1 MENU ボタンを巧し、メニューを 
表^^する。 


2マルチセレクターを►に動かして 
[ S ] (セットアップ)を選ぶ。 


3 マルチセレクターを▼に動かして 
[さ](設定 2 )を選び、 A / V / ►に動 
かして [ USB 接続]を選ぶ。 


4 ►/ ▲に動かして [ PictBridge ] を 
選び、中央を巧す。 



US 目接続び設定される。 
















5 画像を記録した記録メディアを本 
機に入れる。 

• 記録メディアの選択は^ / CF スイッ 
チで巧って< ださい。 


操作2:本機とプリンターをつ 
なぐ 


付属の USB ケーブルで本機とプリ 
ンターを接続します。 



本機とプリンターの電源を入れる。 

接続び完了すると、画面に 
がマークび表示される。 



本機び再生モードになり、画像とプリン 
卜;ニューび画面に表示される。 


操作3:プリントずる 


因ボタンを押さなくてち、操作2が終 
ねった時点で、画面にプ U ントメニュー 
び表示されています。 


1 マルチセレクターを ▲/ ▼に動かし 
て希望のプリントの種類を選び、 
中央を巧す。 

[フォルダ内全て] 

フォルダ内すベての画像をプリント 
する。 

[ DPOF 画像] 

表示されている画像と関係な<、国^ 
口 U ント予約)マーク （106 ぺージ） 
げ付いているすべての画像をプリン 
卜する。 


B 静止画をプリントする 
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ダイレクトプリントずる ( PictBridge 巧応プリンター使用）（つヴき) 


曜択 ] 

画像を順に選ぶ。選んだすべての画 
像をプリントする。 

① ◄/► に動かしてプ U ントしたい画 
像を選び、中央を押す。 

選んだ画像に>/ マークび 付<。 

• 他の画像も選ぶには、この手順を繰 
り返す。 

⑤ ▼ に動かして口 U ント]を選び、中 
央を押す。 

[この画像] 

表示されている画像をプ U ントする。 

• この項目で[この画像]を選び、なの手順 
2の[インデックス]を[入]にすると、1 
枚の画像を繰り返しインデックスプ U 
ントします。 

2 ▲/▼/◄/ ►に動かしてプリント設定 
する。 



[インデックス] 

インデックスプ U ントするときは 
[入]を51ぶ。 

[サィズ] 

用紙サイズを選ぶ。 

[日付] 

日付を挿入するときは[年月日]また 
は[曰時分]を選ぶ。 

• [日付]で[年月日]を選んだ場合、一知 
冊「はじめに」手順2で這 fxj だ表示 m の 
年月曰び挿入されます。ただし、プリン 
ターにぶっては対応していない場合び 
あ0ます。 


败数] 

-[インデックス]び[切]のとを： 
画像のプ U ント枚数を設定。シン 
グルプリントされます。 

-[インデックス]び[入]のとき： 

選択した画像のインデックスプ U 
ント枚数を設定。手順1で[この画 
像]を選んだときは、同じ画像を1 
枚の用紙に並べる数になります。 

• インデックスプ U ント時、画像の枚数に 
よっては、1枚の巧紙に指定枚数分の画 
儘び収まらないことびあります。 

3 ▼/ ►に動かして[実行]を選び、中 
央を巧す。 

画像びプリントされる。 

• icHXUS 目ケーブルおを禁止)マークび 
画面に表示されているとさは 、 USB 
ケーブルを损かないで<ださい。 

パ 

0 - cUKUSB 

で J 為'* ケープル抜を 

/ ' ' T . '一 禁止)マーク 


他の画像をプリントずるには 

手順3のあと、 ▲/ ▼で曜択]を選んで画 
像を選び、手順1から行う。 
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インデックス画面でプリントずるには 

r 操作1:本機を準備する」（102ぺージ) 
と r 操作2:本機とプ U ンターをつなぐ」 
(103ページ)のあと、政下を行つてくだ 
さい。 

本機とプリンターを接続すると、プ U ン 
トメニューげ表示されます。[キャンセ 
ル]を押してプ U ント X ニューを消して 
から下記の手順を行つて < ださい。 

① 0 /H (インデックス)ボタンを押す。 
インデックス画面び表示される。 

© MENU ボタンを巧す。 

メニューび表おされる。 

③ ►に動かして[を!](プリント）を選び、 
中央を巧す。 

④ ▲/▼ に動かして希望のプ U ント種類を 
選び、中央を押ず。 



曜択] 

画像を順に選ぶ。選んだすべての画像 
をプリントする。 

▲/▼/◄/ ►に動かしてプリントしたい 
画像を選び、中央を押して'✓マークを 
付ける。（他の画像ち選ぶには、この手 
順を繰り返す。）次に、 MENU ボタン 
を巧す。 

[DPOF 画像] 

表示されている画像と関係な<、 

(プ U ント予約)マークび付いているす 
ベての画像をプ U ントする。 


[フオルダ内全て] 

フオルダ内のすべての画像をプ U ント 
する。 

⑤ r 操作3 :プ U ントする」 （1 日3ぺージ） 
の手順2〜3を行ラ。 


静止画をプリントずる 
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お店でプリントする 


画像を撮影した記録メディアをプリン 
トサービス店に持参します。 DPOF 規 
格対応のお店でプリントするとをは、 
国/(プ U ント予約)マークを付けて、プ 
リントしたい画像を本機であ6かじめ 
予約でをます。 

DPOF (ディーポフ)規格とは 


Digital Print Order Format の略です。 

国/(プ U ント予約)マークを付けて、プ 

リントしたい画像を記録メディア上に 

指定することびでをます。 

• DPOF 対応プリンター、円な巨 ridge 対応プ 
U ンターでち、プ U ント予約マークを付け 
た画像をプ U ントでさます。 

• RAW データフアイルには、プリント予約 
マークは 付けられません。 

お店に記録メディアを持参ずるとをに 

は 

• 対応している記録メディアの種類はお店に 
お問い合わせ < ださい。 

• "メモ U- スティック’/マイク□ドライブ/ 
CF カードに対応していないプ U ントヴー 
ビス店の場合は、 CD-R などに画儘データ 
をコピーして持参して < ださい。 

• "メモ U —スティックデュオ"の場合は、メ 
モ U —スティックデュオアダプターち持 
参してください。 

• プI」ントサービス店をご利用前に、必ず 
データのバックアップを取ってください。 

• プリント枚数の設定はでをません。 


シングル画面でプリント予約 
マークを付ける 



7ルチセ 
レクター 
MENU 
ボタン 


1 予約したい画像を表示する。 


2 MENU ボタンを巧し、メニューを 
表^^する。 


3 マルチセレクターを ◄/ ►に動かし 
てに POF ] を選び、中央を巧す。 

画像に曾^(プリント予約) マークげ 付 

<。 



4 他の画像にちマークを付けたいと 
きは、 ◄/ ►に動かしてマークを付 
けたい画像を表示させ、中央を巧 
す。 


シングル画面でプリント予約 マークを 
消ずには 

手順3または4で中央を押す。 
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インデックス画面でプリント予 
約マークを付ける 


1 インデックス画面にずる。（一が 
冊 r はじめに J 手順の 

2 MENU ボタンを巧し、メニューを 
表する。 

3 マルチセレクターを ◄/ ►に動かし 
てに P0 円を選び、中央を巧ず。 

4 ▲/▼ に動かして曜択]を選び、中 
巧を巧ず。 

• [フオルダ内全て]では^マークを付け 
られません。 

5 ▲/▼/◄/ ►に動かしてマークを付け 
たい画像を選び、中央を巧す。 


画像に緑色のがマークび付く。 



6他の画像にちマークを付けたいと 
きは、手順5を繰り返す。 


7 MENU ボタンを巧す。 


中止するには、手順4で[キャンセル]、 
または手順8で[終了]を選んで中央を押 
す。 

インデックス画面でプリント予約マー 
クを消ずには 

手順日でマークを消したい画像を選び、中 
央を押す。 

フォルダ巧のを画像の予約マークを消 
ずには 

手順4で[フォルダ内全て]を選び、中央を 
巧し、次に[切]を選んで中央を押す。 


静止画をプリントずる 


8 ►で[実行]を選び、中央を巧ず。 

ゴマークび白色に変わる。 
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本機とテレビをつないで、撮影した画像 
をテレビで見ることびでをます。 

本機とテレビの電源を切つた状態で接 
続して < ださし、。 


1付属のビデオケーブルで本機とテ 
レビを接続する。 



3本機の電源を入れ、因(再生)ボタ 
ンを巧す。 



撮影した画像びテレビに表示される。 

マルチセレクターを ◄/ ►に動かして 
画像を選ぶ。 

• 海列で見るとさは[ビデオ信号出力]の 
切り換えび必要な場合びあります (83 
ページ）。 


2テレビの電源を入れ、テレビ/ビ 
デオ切り換えスイツチを r ビデオ」 
にする。 

•詳しくは、テレビの取掘説明書をご覧く 
ださい。 


• Adobe RG 巨で撮影した画像を、本機や 
Adobe RG 巨 （DCF2.0/Exif2.21) に対応 
していない液晶モニターやテレビなどの 
sRGB 環境下で再生すると、低彩度な画像 
になります。 





困コたとをは 

K 障かな？とおった5 


困ったときは、下記の流れに従ってください。 







故障かな？とおコた5(つヴを) 


^リー•電源 


バッテリーび巧電できない。 

• 電源び入っていると巧電でをません。 電源怎减る卜別冊「はじめに」手顚 2) 。 

本機にバッテリーを入れ5れない。 

•バッテ U —の先端でバッテ U —取りはずしつまみをカメラ正面側に巧しなびら入れる 
い別冊「はじめに j 手順1)。 

• 正しい向きに入れる(一筑脯厂なじめ仁/ま艇む。 


バッテリー巧電中、 VCHG ランプが点滅ずる。 

•バッテ U- び正しく取り付けられているか確認する(一測邸厂なじかに y 巧原り。 

•バッテ U —び消耗しています。 AC アダプターを1度损き差ししてからバッテ U —を充電 
する。 

•バッテ U —び故障している可能性びあります。テクニカルインフオメーシヨンセンターに 
問い合わせる(裏表紙)。 


バッテリー巧電中、 VCHG ランプび点なしない。 

• AC アダプターびはずれていないか確認する。 

•バッテ U- び正しく取り付けられているか確認する(一測挪厂なじかに7巧艇7)。 

• 充電び完了していると、 4/CHG ランプは点なしません。 

•バッテ U —び消耗しています。 AC アダプターを1度扳き差ししてからバッテ U —を充電 
する。 

•AC アダプターび故障している可能性びあります。テクニカルインフ オメーシヨ ンセン 
ターに問い合わせる(裏表祇)。 


バッテリーの残 量 表示が正しくない。またはバッテリー残 量 表示が充分なのに電源がずぐ 
切れる。 

•温度び極端に高いまたは低いところで使用しているときの現象です （128 ページ)。 

• 殘量表示と実隙の残量にズレび生じています。バッテ U —を1度使い切ってから充電する 
と正しい表示に戻ります。 

•バッテ U- び消耗しています。充電されたバッテ U- を取り付ける(一筑娜厂なじめに7ぞ 
順わ。 

•バッテ U —の寿命です （128 ページ)。新しいバッテリーと交換する。 
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バッテリーの消耗が早い。 

• 充分に充電する (一別禍「はじめに」手順わ 

•温度び極端にあいところで使用しているときの現象です （128 ぺージ)。 

•バッテ U —端デび巧れていると、充電び充分でをません。綿棒などで掃除する。 
•パ’ッテ U —の寿命です （128 ページ)。新しいバッテリーと交換ずる。 

•バッテ U —の充電び終わつたら、 DC プラグを本機から取りはずす。 


電源が入5ない。 

•バッテ U - び正しく取り付けられているか確認する(一别挪厂なじめに y 手/源7)。 

• AC アダプターびはずれていないか確認する。 

• AC アダプターび故障している可能性びあります。テクニカルインフォメーションセン 
ターに問い合わせる(裏表紙)。 

•バッテ U - び消耗しています。充電されたバッテ U - を取り付ける(一别 W 厂なじめに y 手 
順。。 

•パ’ッテ U —の寿命です（128ページ)。新しいバッテリーと交換する。 


電源び途中で切れる 

•パワーセーブ機能を使っているときは、操作しない状態び一定時間続くと、バッテリーの 
消耗を防ぐため、自動的にスタンバイ状態になります。シャッターボタン、 [百 ボタンを巧 
すか、 AC アダプターを使う（一筑脯厂なじめに y ま艇巧。 

•バッテリーび消耗しています。充電されたバッテリーを取り付ける(一測挪厂なじめ/。手 
順。。 


静止画を撮る 


電源を入れても液晶画面びつかない。 

• FINDER / AUTO/LCD スイッチを 「 FINDER 」 政州こする (一 谢邸厂なじめに/ま艇ぶ。 

ファインダーの画像びはつをりしない。 

• 視度を正しく調節する い別冊「はじめに」手順5)。 


■困ったときは 
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巧障かな？と思った5(つヴま) 


撮影できない。 

• 記録メディアの空を容量を確認する (22 ページ)。いっぱいのと去は、下記のいずれかを行 
ラ。 

-不要な m 象を m 痛ずる(一別拙「はじめに j 手順 6) 。 

-記録メディアを交撰する。 

• ^/CF スイッチを正しく設定する い別冊「はじめに」手順3)。 

•">< モリースティック"の誤消ま防止スイッチを辭除する （12 日ページ)。 

• フラッシュ巧電中は撮影でをません。 

• 再生モードになっている。 [百 ボタンを巧すかシャッターを半押しして撮影モードにする 
い別冊「はじめに j 手順6)。 


画面に被写体が写らない。 

• 再生モードになっている。 [与 ボタンを押すかシャッターを半押しして撮影モードにする 
い別冊「はじめに」手順6)。 

• FINDER/AUTO/l_CD スイッチび 「AUTO」 になっているとき、ファインダー部に体など 
を近づけすざると、自動でファインダーに切り換わってしまラ場合びあります。 FINDER/ 
AUTO/LCD スイッチを確認してください。 


撮影に時間びかかる。 

• NR ス□ーシャッター機能び働いている (3 目ページ)。故障ではありません。 

• RAW モードで撮影している （60 ページ)。 RAW モードでの撮影はデータ量び大きいため、 
撮影にをみ時間びかかる場合びあります。 


ピント（フォーカス）がちわない。 

• 被写体び近すぎるためです。近接(マク〇)撮影モードにし、(|)距離基準表示からの最短撮 
影距離 (W 側約3日 cm、T 側約 40cm) より離して撮影する(一測邸りよじがに y ず/艇ぶ。 

• シーンセレクションの J (夜景モード)、 团 (風景モード)び選ばれていると、ピントび合ね 
ない場合びあ0ます。 

• マニュアルフォーカスのときは、 FOCUS スイッチを 「AUTO」 にする （47 ぺージ)。 

プレシジョンデジタルズームがでをない。 

• [デジタルズーム]を[プレシジョン]にする （71 ページ)。 

• RAW モード撮影時はプレシジョンデジタルズームでをません化日ページ)。 

スマートズームびでさない。 

• [デジタルズーム]を[スマート]にする (71 ぺージ)。 

• 下記のとを、スマートズームでをません。 

-画像サイズび [1 日 M] 

-RAW モード撮影時 
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フラッシュ撮影ができない。 

• フラッシュの設定び®焼光禁止)になっている (49 ぺージ)。 

•切下のと去は、フラッシュ撮影でをません。 

-連写のとを(日9ページ） 

-プラケットモードのとを (43 ページ） 

-シーンセレクションの J (夜景モード）び選ばれているとき （29 ぺージ） 

• シーンセレクションの 四 (風景モード)、び選ばれているときは、ろ(強制発光)または戸樹 
制発光赤目）にする (49 ページ)。 

• [ポップアップフラッシュ]び[マニュアル]になっているときは、そボタンを押してフラッ 
シュ発光部を持ち上げてください(日日ページ)。 

フラッシュ撮影した画像に、ぼんやりとした丸い巧点び写っている。 

•空気中のホコリびフラッシュの強い光に反射して写りこんだためです。故障ではありませ 
Aj 。 

近接(マク〇)撮影びできない。 

• シーンセレクションの J (夜景モード）、囲(風景モード)び選ばれているときは、近接(マ 
クロ)撮影でをません (29 ページ)。 

正しい撮影日時び記録されない。 

• 曰付 • 時 m ををわせるい別冊「はじめに」手順 2) 。 

シャッ ターを半巧しずると F 値、 シャッ タースピードが点滅ずる。 

• 露出び合っていません。露出補正する(38、4日ページ)。 

画像が暗い。 

• 逆光になっています。測光モード選択 (39 ページ)、または露出補正 (40 ページ)する。 

• 画面び暗いとさは、液晶画面、ファインダーの明るさを調節する (81 ページ)。 

画像が明るい。 

• 舞台など暗いところでスポットライトび当たっている状態で撮影しています。露出補正す 
る (40 ページ)。 

•画面び明るすざるときは、液晶画面、ファインダーの明るさを調節する (81 ページ)。 

画像の色び正し < ない。 

• ピクチャーエフェクトを解除する (64 ぺージ)。 

暗い場所で画面を見ると画像にノイズび目立つ。 

• 暗い場所でも確認できるよラに、画面を一時的に明るくする機能び働いています(オート 
ブライトモニタリング)。撮影される画像には影響ありません。 


■困ったときは 
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巧障かな？と思った5(つヴき) 


搞々のノイズが画面に見える。 

• フリッカーといラ現象です。故障ではありません (62 ページ)。 

• 電源周波数の設定び誤っているとフ U ツカーび発生する場合びあります。ち(セツトアッ 
プ)画面の[フリツカー軽规の設定を確認してください (62 ぺージ)。 


被写体の目びホく写る。 

• 赤目軽減モードにする(5日ページ)。 

•被写体に近づいてフラッシュ推奨撮影距離内 (49 ページ)で撮影する。 

. 室のを明るくして撮影する。 

搞 々のゼブラ模様び画面に見える。 

• [ゼプラ]び[入]になっている (41 ページ)。必要でない場合は觸除してください。 

縦横に格子状の線が画面に見える。 

• [グリッドライン]び[入]になっている (61 ぺージ)。必要でない場合は解除してくださし、。 

画面に点が現れて消えない。 

• 故障ではありません。これらの点は記録されません(目ページ、 別冊「はじめに f )。 

連写できない。 

• 記録メディアの容量びいっぱいです。 不要な m 像だ m 線するい別冊「はじめに」手順 6) 。 
•バッテ U —の残量び足りない。充電されたバッテ U —を取り付ける。 

• J (夜景モード)または4パ夜景 S 人物モード)び選ばれているときは、連写で去ません (29 
ぺージ)。 


画像を見る 


「パソコン」 （115 ページ)ちあわせてご覧ください。 


再生できない。 

• 田(再生)ボタンを押して再生モー ドにするい別冊「はじめに」手順6)。 

•パソコンでフォルダ/ファイルの名前を変更したためです (94 ページ)。 

•パソコンで画像を加工したファイルや、本機し乂がで撮影した画像は本機での再生は保証い 
たしません。 

• US 巨モードになっています。 US 巨接続を終了する (92 ページ)。 

表示直後に再生画像び粗い。 

• 画像処理のため、表お直後は画儘び粗くなります。故障ではありません。 
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テレビに画像び出ない。 

• [ビデオ信号出力]び [NTSC] になっているか確認する （83 ぺージ)。 

• 接続び正しいか確認する （108 ぺージ)。 

• US 目端テび接続されている。正しい手順に従って取りはずす (92 ページ)。 


画像を削除ずる/編集ずる 


削陈でさない。 

• 画像のプ□テクトを解除する (66 ページ)。 

• "メモ U —スティック"の誤消去防止スイッチを解除してください （12 己ページ)。 

誤って消してしまった。 

• *1 度削除した画像は元に戻せません。画像にプ□テクトをかける (66 ページ)か、"メモリース 
ティック"の誤消ま防止スイッチを 「LOCK」 にしてください （12 日ぺージ)。 

U サイズびでをない。 

• RAW データファイルは U サイズでをません。 

プリン ト 予約 マークび 付かない。 

• RAW データファイルにはプ U ント予約マークを付けられません。 



パソコンとの接続方法や最新サポート情報はデジタルイメージングカスタマーサポー 
卜のホームページをご覧ください。 

http :// www . sony . co . jp / cyber - shot / support / 


対応している OS び分か5ない。 

• 「パソコンの推奨環境」を確認する巧日、98ページ)。 

USB ドライパをインス I ルできない。 

• Windows 2日0日を使巧している場合は、 Administrator 借理者権限)で□グオンする 
ほ7ページ)。 


■困ったときは 
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巧障かな？と思った5(つヴま) 


本機びパソコンに認識されない。 

• 本機の電源び入っているか確認する 別冊「はじめに」手順2)。 

•バッテ U- 鶏量びみないときは、 AC アダプターを使挽する卜^別冊「はじめに_!手順1)。 

• 接続には、付属の US 目ケーブルを使ラ （89 ページ)。 

• 1度パソコンと本機から US 巨 ケープルを扳いて再びしっかりと差し込み、 「USB モード 
Mass Storage」 と表示されているか確認する (89 ページ)。 

• [USB 接続]を [Mass Storage] にする (82 ぺージ)。 

•パソコンの USB 端子に、本機/キーボード/マウス切がの機器び接続されているとさは、 
取りはずす。 

• US 目八プ経由などでなく、本機とパソコンを直接接続する (8 目ぺージ)。 

• USB ドライバびインスI-ールされていないときは、インスI-ールする （87 ページ)。 

• CD-ROM (付属)から rUS 目ドライバ」をインスI — ルする前に、 US 目ケーブルで本機と 
パソコンを接続したため、デバイスび正しく認識されていない。正しく認識されなかった 
デバイスを削除してから USB ドライバをインス!-ールする（なの項目）。 


本機とパソコンを USB 接続しても、パソコン画面に r リムーバブルディスク J が表示されなし、。 

• 下記の手順をパソコンで行い、 USB ドライバをインス I -ールしなおす。 

切下は、 Windows パソコンの手順です。 

1[マイコンピュータ]をちク U ックしてメニューを表示し、[プ□パティ]をク U ック。 
「システムのプ□バティ」画面び表示される。 

2 [A- ドウエア]タブー-[デバイスマネージャ]の順にクリック。 

• Windows98/98SE/Me をお使いの場をは、[デバイスマネージ 巾] タブをク U ック。 
「デバイスマネージャ」び表示される。 

3 [-.'Sony DSC] をちク U ックし、悄 U 除] 一 [0K] の順にク U ック。 

デバイスび削除される。 

4 USB ドライバをインス!-ールする （87 ページ)。 


画像をコピーでをない。 

•本機とパソコンを正しく USB 接続する (89 ページ)。 

• 0S に対応した手順でコピーする（89、98ページ)。 

•パソコンでフ オーマツ トした記録ディアで撮影した場合、画像をパソコンへコピーでを 
ないことびあります。本機でフ オーマツ トした記録ディアで撮影する(77、79ページ)。 

USB 接続をしたときに rPic 山 rePackageJ び自動起動しない。 

• rPicturePackage Menu」 を起動し、[設定]を確認する。 

•パソコンの電源を入れた状態で USB 接続をする （89 ページ)。 
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画像を再生でをない。 

•「PicturePackage」 をお使いの場合は、各画面ち上のヘルプをご覧ください。 
•パソコンメーカーまたはソフトウエアメーカーにお問い合わせください。 

画像をプリントでをない。 

• プ U ンターの設定を確認する。 

パソコンか 5 コピーした画像ファイルが本機で見 6 れない。 

• 101 MSDCF など本機で認識するフォルダにコピーする (93 ぺージ)。 

• 正しい手順で操作する (94 ページ)。 


"メモリースティック" 


本機に入 5 ない。 

• 正 IAA 向きで入かるい別冊 n まじめに」手順 3) 。 

記録できない。 

• "メモ U —スティック"の誤消去防止スイッチを解除してください （12 日ページ)。 

• "メモ U —スティック"の容量びいっぱいになっているとをは、不要な画像を削除する(— 
別冊「はじめに手順6)。 

• 掌/ CF スイ 、ソチを\旱\にするい別冊「はじめに_!手順3)。 

フォーマッ トでさない。 

• "メモ U —スティック"の誤消去防止スイッチを解除してください （12 己ページ)。 

誤ってフォーマットしてしまった。 

• "メモ U —スティック"巧のデータはすべて消去され、元に戻せません。誤消去防止スイッ 
チを 「LOCK」 にする （125 ぺージ)と誤フォーマットを防げます。 

"メモリースティック"ス n ット付きパソコンで"メモリースティック PRO" が認識されな 

い。 

•パソコンおよび力ードリーダーび"><モ|」ースティック PRO" に対応しているかご確認く 
ださい。ソニーバイオをお使いの場合、サイバーショットのサポートページをご覧いただ 
をますと、対応の有無び確認できます(裏表紙)。ソニー製がのパソコンおよびカード 
U —ダーをお使いの場合は、各メーカーにお問い合わせください。 

• "メモリースティック PRO" 非対応の場合は、本機をパソコンにつないでください (87 〜 
90ぺージ)。パソコンびソモリースティック PRO" を認識します。 


■困ったときは 
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故障かな？とおコた5(つヴき) 


マイク□ドライブまたは CF カード 


本機に入6ない。 

• 本機では使えない CF 力ー ドを入 Xl ようとて I 、るい27ページ、一別冊「はじめに」手順 
3)〇 

• マイクロドライブまたは CF カードを入れる向きび違っている。正しい向きにして入れる 
い別冊「はじめに」手順3)。 


記録でをない。 

• マイクロドライブまたは CF カードの容量びいっぱいになっている。不要な画儘を削除す 
る 別冊「はじめに」手順の。 

• 本機では使えない CF 力ードび入っている （127 ぺージ 、^別冊「はじめに」手順3)。 

• ソモ U - スティック"に F 力ードカバーび開いている。カバーを閉じる(一測 W 厂なじめ 
に」手順3)。 

• ^/ CF スイッチを rCF 」 にする い別冊「はじめに J 手順ぶ。 

• 誤消去防止スイッチのある記録メディアを使巧し、スイッチび 「 LOCK 」 になっている。解 
除して < ださい。 

マイク □ ドライプび熱くなっている。 

• 長時間使用している。故障ではない。 

誤ってフォーマットしてしまった。 

• フォー マッ トすると、マイク□ドライブまたは CF カード内のデータはすべて消去され、 
元に戻せない。 


プ U ントずる 


なの rPic 旧 ridge 対応プリンター」もをわせてご覧ください。 

画像の色合いがおかしい。 

•Adobe RG 目で撮影した画像を 、 Adobe RG 目 （ DCF 2.0/ Exif 2.21) に対応していない 
sRG 巨環境下のプリンターで印刷すると、低彩度な画像になります (57 ぺージ)。 
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PictBridge 対応プリンター 


プリンターと接続できない。 

• 本機は、 PictBridge が対応プリンターには直接接続できません。対応の有無は、プリン 
夕一のメーカーにお問い合わせください。 

• プ U ンターの電源び入り、接続可能な状態になっていることを確認する。 

• ソモリースティック"または CF 力ードなどの記録メディアび本機に入っていないと接続 
でをません。記録メディアを本機に入れて接続し直してください。 

• [ USB 接続]を [ Pic 旧 ridge ] にする (82 ぺージ)。 

• USB ケープルを抜いて、接続しなおす。プ U ンターにエラー表示び出ている場合は、プ U 
ンターの取扱説明書をご覧ください。 


プ U ントでをない。 

•本機とプリンターび US 巨ケープルで正しく接続されているか確認する。 

• プ U ンターの電源び入っているか確認する。詳しくはプ U ンターの取扱説明書をご覧くだ 
さい。 

• プ U ント中に r 終了」を選ぶと、再びプ U ントできない場合びあります。 US 巨ケープルを 
损いて、接続しなおす。それでち復帰しないとをは、 US 目ケーブルをちラ1度损を、プ U 
ンターの電源を入れなおしてから接続しなおす。 

• RAW データファイルはプ U ントでをません。 

• 本機！;(外で撮影した静止画、またはパソコンで加工した画像はプ U ントできない場合びあ 
ります。 

プ U ントが中断される。 

• €^^山5目ケープル损き禁止)マークび消える前に、 US 巨ケープルを损いた。 

• 操作の途中で^ / CF スイッチを切り換えた。 

曰イゴ挿入/インデックスプリントびでさない。 

• プ U ンターび日付挿入/インデックスプ U ントに対応してない。対応の有無は、プリン 
夕一のメーカーにお問い合わせください。 

• プ U ンターによっては、インデックスプ U ントでは日付び挿入されない場合びあります。 
プ U ンターのメーカーにお問い合わせ<ださい。 

日付部分に r. 」などび印刷される。 

•画儘ファイルに印刷可能な撮影日時情報び入っていない。[日付]を脚]にしてプリントし 
てください （1 日4ページ)。 

プリントしたい用紙サイズが選択でをない。 

• プ U ンターびプ U ントしたい用紙サイズに対応しているか、プ U ンターのメーカーにお問 
い合わせください。 


■困ったときは 
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巧障かな？と思った5(つヴま) 


プリンターの用紙サイズどお0にが刷でをない。 

•本機とプ I 」ンターを接続したあとにプリンターの用紙を別のサイズの巧紙と取り換えた 
場合は、1度 US 巨ケープルを损いてプ U ンターを接続しなおしてください。 

• 本機での印刷設定と、プリンターの設定び合っていない。本機の用紙サイズ設定を変更す 
る （1 04ぺージ)か、プリンターの用紙設定を変更する。 

印刷を中止ずると、他の操作びでさない。 

• プリンターび印刷中止の処理をしているので、しばらくお待ちください。プリンターに 
よっては時間びかかることびあります。 


その他 


操作を受け付けない。 

• 本機で使えるノ くッテ U —を使ラ （1 28ページ)。 

• 巧表示時は、バッテ U —鶏量び少ない。 雨霞するい別冊「はじめに」手順1)。 

•パワーセーブモードに入っている。シャッターを押すか、田(再生)ボタンを押すとパワー 
セーブモードから復帰します。 

• FINDER / AUTO / に D スイッチび 「 LCD 」 になっているとき、あ晶画面を本体側に向けて 
閉じてしまうと MENU ボタンなどび使えません。ファインダーに切り換えるか、液晶画 
面の角度を変えてください。 

電源び入っているのに操作できない。 

• 内部システムび誤動作しています。バッテリーを取りはずし、約1分後再びバッテリーを 
入れ、本機の電源を入れる。これでも操作で去ないときは U セットする （1 日9ページ)。 

画面上の表示び分か5ない。 

• 18ページをご覧ください。 

レンズがくもる。 

• 結露している。電源を切って約1時間そのままにしてから使巧ずる （129 ページ)。 

電源を入れると、時刻設定画面び表示される 

• 時刻を設定しなおす 别师「はじめに」手順2)。 

リモートコマンダーなどの別売りアクセサリーか5電源の入/切びでをない。 

.本機の POWER スイッチび rOFF 」 の位置になっているときは、 U モートコマンダーなど 
から電源の入/切びでをません。1度本機の電源を入れて、 POWER スイッチを rON 」 の位 
置にしてく ださい別冊。まじめに」手顚2)。 
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自己診断表おと警告表示 




画面にアルファベットで始まる表示び 
出た5、本機の自己診断機能び働いてい 
ます。表示の末尾2巧 (□□) の数字は、 

本機の状態によって変わります。 

下記の対処を2、3度繰 D 返してち正常 
な状態に戻らないときは、テクニカルイ 
ンフォ；>< ーシ ヨン センターにご相談く 
ださい(裏表紙)。 

c ：32 ：nn 

• A — ドウてアの異常。電源を入れなお 
す。 

c：i3：nn 

• データび読めない/書けない。記録メ 
ディアを数回扳を差しする。 

•フォーマットしていない記録 ディア 
を入れた。フォーマットする（77、79 
ぺージ)。 

• 本機では使えない記録メディアを入れ 
た。またはデータび懐れている。記録 
メディアを交換する （125 ぺ一义一 
别概 n まじめに」手順3)。 

E ：6 i：nn 

E：9i：nn 

•何らかの異常び起きている。リセット 
(109 ページ）してから、電源を入れ 
る。 


画面には、なのよラな表示び出ることび 
あ0ます。 


•バッテ U —の鶏量びみない。バッテ 
リーを充電する 卜別冊「はじめに巧 
順。。 ご使用状況やバッテ U —の種類 
によっては、バッテ U —鶏量び5分か 
ら10分でも点滅することびありま 
す。 

"インフォリチウム"バッテリーを使って 

<ださい 

• "インフォリチウム"対応政がのバッテ 
U —を使っている。 

システム エラー 

• 電源を Ml なおすい別冊「はじめに」 
手順巧。 

メモリースティックを入れて下さい 

CF カードを入れて下さい 

• ドが巨|1€1日6接続前に本機に記緑；>^ 
ディアを入れて < ださい。 

• 円な Bridge 接続前および接続中はソ 
モリーステイック" / CFti - ドカバー 
を閉じて ください。 


メモリースティックびあ0ません 

• ソモ U - スティック"を入れてくださ 
いい別冊「はじめに」手順 3) 。 

•尊/ CF スイッチを rCF 」 にして、マ 
イク □ ドライプまたは CF カードで 
撮って < ださい。 


警告表示 




困つたとをは 
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自己診断表示と警告表示(つヴを) 


メモリースティックを入れ直してくださ 

い 

• モ U —スティック"を入れなおす。 

• 本機では使えない"メモ U —スティッ 
ク"び入っているり25ページ)。 

• モ U —スティック"び壊れている。 

• モ U —スティック"端子び巧れてい 
る。 

身戶巧応のメモリースティックです 

• 本機では使えない"メモ U —スティッ 
ク"び入っている （12 日ぺージ’)。 

フオーマットエラー 

•フ オーマッ トしなおす(77、79ペー 
ジ)。 

• 誤消去防止スイッチのある記録メディ 
アを使用し、スイッチび 「 LOCK 」 に 
なっている。解除してください （125 
ぺージ’)。 

• コン パクトフラッシュ ス □ット対応 
モ IJ ース ティックデュオアダプター 
を使ってフオーマツトはで去ません。 


メモ u— スティックび n ックされていま 
ず 

• メモ I 」ースティック"の誤消去防止ス 
イッチを解除ずる （1 25ページ)。 

メモリースティックの残量があ0ません 

• 不要な画像やデータを消去ずる(—翊 
拙「はじめに_!手順6)。 

読み出し専用のメモリースティックでず 

• この"メモリーステイック"への画像記 
録や消去はでさません。 


CF カードびあ 0 ません 

•マイクロドライブまたは CF カードを 
入れて < ださい 卜^別冊「はじめに」手 
/腰ぶ。 

• ^/ CF スイッチを r ^」 にして、 
"メモリースティック"で撮つてくださ 
い 卜^別冊「はじめに J 手順ぶ。 


CF 力ードを入れ直してください 

•マイクロドライプまたは CF カードを 
入れなおす。 

• 本機では使えない CF カードび入って 
いる （127 ページ)。 

•マイクロドライプまたは CF カードび 
壊れている。 

•マイクロドライプまたは CF カードの 
端テび巧れている。 

非巧応の CF 力ードでず 

• 本機では使えない CF カードび入って 
いる （127 ページ)。 


CF カードび n ックされていまず 

•マイクロドライプまたは CF カードび 
記録できない状態になっている。記録 
メディアの取扱説明書をご覧くださ 
い。 


CF カードの残量びあ 0 ません 

• 不要な画像やデータを消まする(一►筑/ 
冊「はじめに」手順6)。 


ふたを閉めて下さい 

• ソモ U - スティック" / CF 力ードカ 
ミ く一を閉じてく たさいい別冊「はじ 
めに」手順3)。 

• 円 ctBridge 接続前および接続中はソ 
モ U - スティック" / CF 力ードカバー 
を閉じてください （102 ページ)。 
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ふたび開いています 

• "メモ U - スティック" / CF 力ードカ 
I く一を閉じてく ださいい別冊「はじ 
めに」手順3)。 

液晶画面を開いて下さい 

• 円 NDER / AUTO / LCD スイッチび 
「 LCD 」 になっている状態で液晶画面 
び閉じられています。開いてお使いく 
ださい。または、 FINDER / AUTO / 
LCD スイッチを 「 FINDER 」 または 
「 AUTO 」 にしてくださし、(一測挪厂な 
じめ/。手池を5)。 

マク□は無効でず 

• シーンセレクションの J (夜景モー 
ド)、 四 偶景モー ド)を選んでいると 
をマク□撮影にすると表示されます。 
このとを、マク□機能は働をません。 


マニュアルフォー カスは無効でず 

• モードダイヤルび 「 ftj のときに、 
FOCUS スイツチを 「 MANUAL 」 にし 
た。 


FRAMING モードは無効でず 

•マニュアルフオーカス時は 
FRAMING モードに設定していても、 
PREVIEW モードでの動作になりま 
す。 


このフオルダにはファイルびありません 

• フオルダ巧に画像び記録されていな 
い。 

•パソコンからのファイルコピー方法び 
正しくない (94 ぺージ)。 


フォルダ エラー 

• 上3巧の番号び同じフォルダび記録メ 
ディア内にある。（例： 123 MSDCF と 
123 ABCDE )。 別のフォルダを選択 
するか、フォルダを作成する （77 ペー 
ジ)。 

これ似上フォルダ作成でをません 

• 上3析の番号び「999」のフォルダび記 
録メディア内にある。本機でこれ！;(上 
のフォルダを作成でをません。 

記録でをません 

• 本機で記録フォルダに設定でをない 
フォルダを選択した。他のフォルダを 
選択する (78 ページ)。 

ファイル エラー 

• 画像再生時に異萬び発生した。 

ファイルびプ n テクトされています 

• プ□テクトを解除する (66 ページ)。 

画像サイズオーバーでず 

• 本機で再生でをないサイズの画像を再 
生しようとしている。 

無効な操作でず 

• 本機に対応していないファイルを再生 
しよラとしている。 

"翁 (手ぶれ警告表示） 

• 光量不足のため、手ぶれび起こりやす 
い状況になっているので、フラッシュ 
を使巧する。または、^脚などで本機 
をしっかりと固定する。 


困つたとをは 


123 


自己診断表示と警告表示(つヴを) 


接続巧を確認してください 

• 本機の設定び [Pic 旧 ridge ] になって 
し'!るのに、円 ctBridge に対応してい 
ない機器と接続している。接続してい 
る機器を確認する。 

•接続び確立で去ない 。 US 巨 ケープル 
を抜いて、接続しなおす。プリンター 
にエラー表おび出ている場合は、プ U 
ンターの取扱説明書をご覧ください。 


円 CtBridge 機器と接続してください 

• プリンターと接続する前にプリントし 
ようとした。 PictBridge 姉芯のプ U 
ンターと接続ずる。 


プ U ントでさる画像びあ0ません 

• プ U ント予約マークを付けないで 
[ DPOF 画働を実行しようとした。 


•接続しているプ U ンターへのデータ転 
送び完了していない可能性びある。 

US 巨ケーブルを掠かないで < ださい。 


処理中 

• プ U ンターび印刷中止処理を行ってい 
る。処理び完了するまでは印刷でさま 
せん。プ1」ンターによっては処理に時 
間びかかることびあります。 


• RAW データファイルしか入っていな 
いフオルダを選んで、[フオルダ巧全 
て]を実巧しよラとした。 RAW デー 
タフアイルはプ U ントできません。 


プ U ンタービジー 
用紙 エラー 

用紙びなくなりました 
インク エラー 

インクが i 少な<なりました 
インクがなくなりました 

• プ U ンターを確認する。 


プ U ンターエラー 

• プリンターを確認する。 

•プリントしたい画儘び壊れていないか 
確認する。 
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その慰 

"メモ IJ ースティック"にごいて 


"メモ u — スティック"は、ルさくて軽い 
に記録;ディアです。"メモリース 
ティック"のラち、本機で使えるのは下 
表のとおりです。ただし、すべての"メモ 
U —ステイック"の動作を保証するちの 
ではありません。 


"メモリースティック"の 
種類 

記録•再ち 

;>^モリースティック 
(マジックゲート非対応） 

〇 

メモ U —スティック 
(マジックゲート対応） 


メモ U —スティックデュオ 
(マジックゲート非対応： 

〇 

メモ U —スティックデュオ 
(マジックゲート対応）*1 

/-^*2*3 

マジックゲート 
メモ U —スティック 

び2 

マジックゲート 

メモ U —スティックデュオ* 1 

び2 

メモ U —スティック PRO 

/-^*2*3 

メモ U —スティック PRO 
デュオ 



本機でご使用の場合は、必ず ><モ|」ース 
ティックデュオアダプターに装着してか 
らお使いください。 

冷 マジックゲート搭載の ">< モ U —スティッ 
ク"です。"マジックゲート"とは暗号化技 
術を使って著作権を保護する技術です。本 
機ではマジックゲート機能び必要なデータ 
の記録/再生はでをません。 

パラレルインターフェースを利用した高速 
データ廣送に対応しております。 

•パソコンでフォー マッ トした"メモリース 
ティック"は、本機での動作を保罰しませ 
ん /。 

• お使いのソモ U - スティック"と機器の組 
み合わせによっては、データの読み込み/書 
を込み速度び異なります。 


"メモリースティック"（別売り）使用上 
のごま意 

•誤消去防止スイッチを 「 LOCK 」 にすると記 
録や編集、消去びでさな<なります。 



ラベル貼り付け部 


誤消去防止スイツチの有無や位置、形状は、 
お使いのソモリースティック"によって異な 
ることびあります。 


• データの読み込み中、書き込み中にはソモ 
U —スティック"を取り出さないでくださ 
い。 

• 政下の場合、データび破壊されることびあ 
ります。 

-読み込み中、書を込み中に"メモリース 
ティック"を取り出したり、本機の電源を 
切った場合 

-静電気や電気的ノイズの影響を受ける場 
所で使用した場合 

•大切なデータは、バックアップを取ってお 
<ことをおすすめします。 

• ラベル貼り付け部には、専用ラベル切がは 
貼らないで < ださい。 

• ラベルを貼るとさは、所定のラベル貼り付 
け部に貼ってください。はみ出さないよラ 
にご注意ください。 

• 持ち運びや保管の際は、付属の収納ケース 
に入れてください。 

• 端モ部には手や金属で触れないで<ださ 
い。 

• 強い衝撃をちえたり、曲げたり、落としたり 
しないで < ださい。 



そ 

の 

他 
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"メモリーステイツプ'について{つヴま) 


• 分解したり、改造したりしないで < ださし、。 

• 水に; n らさないでください。 

• 政下のよラな場所でのご使用やな管は避け 
て < ださい。 

-高温になった車の中や炎天下などの気温 
の高い場所 

-直射曰光のあたる場所 
-湿気の多い場所や腐食性のちのびある場 
所 

"メモリースティックデュオ"（別売 
り）使用上のごま意 

• "><モリースティックデュオ"を本機でお使 
いの場合は、必ず"モリースティック 
デュオ"をメモ1」ースティックデュオアダ 
プターに入れてからお使いください。アダ 
プターに装着されていない状態で挿入され 
ますと"メモ U —スティックデュオ"び取り 
出せなくなる可能性びあります。 

• "メモ U —スティックデュオ"をメモリース 
ティックデュオアダプターに入れると去 
は正しい挿入方向をご確認ください。 

• "メモ U —スティックデュオ"をメモリース 
ティックデュオアダプターに装着して本 
機でご使巧になると去は、正しい挿入方向 
を確認の上ご使用ください。間違ったご使 
用は機器の破損の原因となりますのでご注 
意 < ださい。 

• 方モ U —スティックデュオアダプターに 
"メモ U —スティックデュオ"び装着されて 
いない状態で、モリースティック"対応 
機器に挿入しないでください。このよラな 
使いかたをすると、機器に不具合び生じる 
ことびあります。 

• "メモ U- スティックデュオ"をフオー 
マットするとをは、モ IJ ースティック 
デュオ"をメモ U —スティックデュオアダ 
プターに装着してください。 

• "メモI」ースティックデュオ"に誤消去防止 
スイツチびついている場合、誤消去防止を 
解除してお使い < ださい。 


"メモリースティック PRO " (別売り） 
使用上のごま意 

• 本機で動作確認されている"モリース 
ティック PRO" は 2GB までです。 
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マイク□ドライブについて 


マイクロドライブは CompactFlash 
Typell に準拠したル型、軽量の八ードディ 
スクドライプです。 

本機では政下のマイク □ ドライブで動作 
確認を行っております。 

日立グ□ーバルストレージテクノ□ジー 
ズ社製 

- DSCM -1100 日 (1 GB ) 

- 3 K 4-2 2 GB(HMS 360402 D 
5 CF 00) 

- 3 K 4-4 4 GB(HMS 360404 D 
5 CF 00) 

- 3 K 6-4 4 GB(HMS 360604 D 
5 CF 00) 

- 3 K 6-6 6 GB(HMS 360606 D 
5 CF 00) 


• 気圧のおい場所魄损3日日日 m 政上)ではご使 
用になれませんのでご注意ください。 

• 使用直後はマイク □ ドライプび熱くなってい 
る場合びあります。取り掘いには充分ごを意 
ください。 

• マイク □ ドライブのラベルには何も記入しな 
いで < ださい。 

• マイク □ ドライブのラベルをはびさないでく 
ださい。また、上からラベルを重ねて貼らな 
いで < ださい。 

• マイク □ ドライブの持ち運び時やな管時は、 
マイク □ ドライブ同栖の専用保護ケースにい 
れて < ださい。 

• 水に濡らさないで<ださい。 

• ラベル面を強<押さないで<ださい。 

• マイクロドライブの側面部分を持って撒って 
ください。また強く押さないでください。 


マイクロドライブ使用上のごを意 

• 初めてお使いになるとをは、必ず本機で 
フオー マッ トしてからお使いください。 

• マイクロドライプはル型八ードディスクドラ 
イプです。回転系記録媒体であるため、フ 
ラッシュ方モ I 」一を使用した"メモリース 
ティック"に比べ振動や衝擊に強くありませ 
ん /。 

マイクロドライプ使用時、特に記録や再生中 
は力;ラに振動や衝撃を与えないよラ充分に 
ご注意 < ださい。 

• む下の場合、データび破損したりマイク□ド 
ライブそのものび使用でをなくなることがあ 
ります。 

-データの読み込み中、書さ込み中にマイク 
□ドライプを取り出した場合 
-強い臟気のそばにマイク □ ドライブを近づ 
けた場合 

• 己でな下の環境でのご使用は、マイクロドライ 
プの性能劣化を招<堤合びありますのでご注 
意 < ださい。 

マイクロドライプ使用時の動作温度： 

+ 5で〜+ 40む 



そ 

の 

他 
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InfoLITHIUM (インフォリチウム)バツテリーについて 


InfoLITHIUM (インフォリチウム）バッ 
テ U —について 

本機では、 NP - FM 日日のみ使庙でをます。 

(D InfoLITHIUM fjl 

SERIES 

"インフォ u チウム"バッテ u - は、本機と 
の間で、使巧状況に関するデータを通信する 
機能を持っている1」チウムイオンバッテリー 
です。 

"インフォ U チウム"バッテ U -び、本機の 
使用状況に応じた消費電力を計算してバッテ 
I 」一鶏量を分単位で表示します。 

巧電について 

周囲の温度び1日む〜3日むの環境で充電して 
ください。これ切がでは、効率のよい充電び 
でさないことびあ0まず。 

バッテリーの上手な使いかた 

• 周囲の温度び低いとノ くッテ I 」一の性能び低 
下するため、使用でをる時間び短<なりま 
す。より長い時間ご使巧いただ<ために、 
バッテ U —をポケットなどに入れて温か< 
しておを、撮影の直前、本機に取り付けるこ 
とをおすすめします。 

• フラッシュ撮影、ズーム撮影などを頻繁に 
すると、パ'ッテ U —の消費び早くなります。 
• 撮影には予定撮 f ミ時間の2〜3倍の予備 
バッテリーを準備して、き前に試し撮りを 
してください。 

•バッテ U —は防水構造ではありません。水 
などに濡らさないよラにご注意ください。 

• 高温になった車の中や炎天下などの気温の 
高い場所に放置しないで<ださい。 


パッテリーの残量表示について 

バッテ U —の鶏量表示び充分なのに電源びす 

ぐ切れる場合は、本機で使い切ってから再び 

満充電してください。残量び正しく表示され 

ます。ただし長時間高温で使用したり、満巧 

電で放置した場合や、使用回数びをいバッテ 

U —は正しい表示に戻らない場合びありま 

す。 

パッテリーの保管方法について 

• バッテ U —を長時間使用しない場合でを、 
機能を維持するために、1年に1回程度満充 
電にして本機で使い切り、その樓本機から 
バッテ U —を取りはずして、湿度の低い涼 
しい場所で保管してください。 

• 本機でバッテリーを使い切るには、「スライ 
ドショー」再生 (68 ぺージ)にして、電源び 
切れるまでそのままにしてください。 

バッテリーの寿命について 

•バッテリ ーには寿命びあります。使巧回数 
を重ねたり、時間び経過するにつれバッテ 
U —の容量はみしずつ低下します。使用で 
をる時間び大幅に短 < なった場合は、寿命 
と思われますので新しいちのをご購入くだ 
さい。 

• 寿命は、保管方法、使用状況や環境、パッテ 
U —パックごとに異なります。 
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ほ用上のごミ主意 


■ 置いてはいけない場所 

• 異常に高温になる場所 
炎天下や夏場の窓を閉め切った自動車内は 
特に高温になり、放置すると変形したり、故 
障した D することびあります。 

• 直射曰光の当たる場所、熱器具の近< 
変色したり、変形したり、故障したりするこ 
とびおきます。 

• 激しい振動のある場所 
• 強力な磁気のある場所 
• 砂地、砂浜などの砂ぼこりのをい場所 
海辺や砂地、あるいは砂ぼこりび起こる場 
所などでは、砂びかからないようにしてく 
ださい。故障の原因になるばかりか、修理 
でをな < なることちあります。 


■ 持ち運びについて 

•液晶画面を本体側に向けて閉じて < ださい。 

• ズームを W 側いっぱいにしてレンズ部を収納 
して < ださい。 

• レンズキャップを付けてください。 

■ お手入れについて 
液晶面面をされいにする 

液晶画面に指紋やゴ S び付いて巧れたとを 
は、別売りの液晶ク U —ニングキットを使っ 
てをれいにすることをおすすめします。 

レンズををれいにずる 

レンズに指紋やび付いて巧れたとをは、 
柔らかい巧などを使ってをれいにすることを 
おすすめします。 

表面ををれいにずる 

水や说るま湯をみし含ませた柔らかい巧で軽 
く拭いたあと、からぶをします。本機の表面 
び変質したり塗装びはげたりすることびある 
ので、拟下はご使巧にならないでください。 

• シンナー、ベンジン、アルコール、化学デラ 
去ん、虫除け、曰焼け止め、殺虫剤のよラな 
化学囊品類 


• 上記び手についたまま本機を扳ラこと 
• 3ムやビニール製品との長時間の接触 

■ 動作温度にごミち意ぐださい 

本機の動作温度は約日で〜4日でです(マイク 
□ ドライプ 使 巧時： 5で〜4日で）。動作温度 
節囲を越える極端に寒い場所や暑い場所での 
撮影はおすすめでをません。 

■ 結露について 

結露とは、本機を寒い場所から急に暖かい場 
所へ持ち込んだとをなどに、本機の内部やが 
部に水滴び付くことです。この状態でお使い 
になると、故障の原因になりまず。 

結露び起こりやすいのは 

• スキー場のゲレンデから暖房の効いた場所 
へ持ち込んだとを 

• 冷房の効いた部屋や車内から暑い屋外へ持 
ち出したとを、など。 

結露を起こりにくくするために 

本機を寒いところから急に暖かい所に持ち込 
むとをは、ビニール袋に本機を入れて、空気 
び入らないよラに密閉して<ださい。約1時 
間放置し、移動先の温度になじんでから取り 
出します。 


結露び起さたときは 

電源を切って結露びな<なるまで約1時間放 
置し、結露びな<なってからご使用<ださ 
い。特にレンズの内側に付いた結露び鶏った 
まま撮影すると、きれし、な画儘を記録で去ま 
せんのでご注意 < ださい。 み 

の 
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使用上のごを意(つヴを) 


■ 巧蔵の巧電式電池について 


本機は曰時や各種の設定を電源の入/切に関 
係なく保持するために充電式電池を巧蔵して 
います。充電式電池は本機を使用している限 
り常に充電されていますび、使ラ時間び短い 
と徐々に放電し1か月程度まったく使わない 
と完全に放電してしまいます。巧電してから 
使用してください。ただし、充電式電池び充 
電されていない場合でち、曰時を記録しない 
のであれば本機を使ラことびでをます。 


内蔵の巧電式電池の巧電方法 

本機に充電されたバッテ U - を入れるか、 
AC アダプターを使ってコンセントにつない 
で、電源を切ったまま24時間 ■ Ul 上放置する。 


InfoLITHIUM (インフオリチウム） 
バッテリーの巧電方法 

^別冊「はじめに」手順1 
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まな仕様 


本が 

[システム] 

撮儘素子 21.5 X 14.4 mm 

カラー CMOS センサー 
原色系3色フィルター 
総画素数 約10 784日00画素 

カメラ 

有効画素数 約1日286 000画素 

レンズ カールツァイスバ U 才■ゾ 

ナ ー T * 

己倍ズームレンズ 
f 二 14. 3〜 71.5 mm 
(35 mm カメラ換算では24 
〜120 mm )、 F 2.8 〜 4.8 
フィルター径： 67 mm 
露出制御 自動、シャッター優先、絞0 

優先、 マニュアル 露出、シー 
ンセレクシヨン (4 モード） 

ホワイト オート、太陽光、曇天、 

バランス 堂光な、電报フラッシュ、ワ 

ンプッシュ 

記録ち式 静止画 ： Exit Ver . 2.21 

( DCF 準拠） JPEG 準船 RAW に R 2)、 

DPOF 対応 

記録メディア "メモリースティック" 

マイク□ドライブ 
コンパクトフラッシュカード 

( Typel / Typell ) 

フラッシュ 推奨撮影距離（に0感度び 

AUTO のとを)約 0.5 〜 

8.己 m ( W )/ 約 0.4 〜己 .Om 
订） 

ファインダー電子ファインダー（カラー） 

[入出力端子] 

VIDEO OUT 端子 

S ニジャック 

1 Vp - p 、 7日〇不平衡、同期負 
ACC 端子 ミニミニジャック 

(,02.5 mm ) 

US 臣端子 mini - 巨 

USB 通信 Hi-Speed USB (USB 2.0 

準拠） 


[液晶画面] 

液晶/なル 5.1 cm (2.日型） TFT 駆動 

総ドット数 134 000 (560 X 240) ドット 

[フアインダー] 

液晶バネル 1.1 cm (0.44 型) TFT 駆動 

総ドット数 235 200 (980 X 240) ドット 

[電源•その他] 

使巧バッテ U - U チャージャブルバッテ U - 
バック NP - FM 50 

電源電圧 7.2 V 

バッテ U - 
端子入力 

消費電力(撮影 1.7 W 
時、液晶画面 
使巧時） 

動作温度 0む〜+40で（マイク□ドラ 

イブ使用時：+5で〜+40む） 

保巧温度 一20む〜+60む 

外形寸法 139.4 X 97.7 X 156.0 mm 

( W 端時） （幅 X 高さ X 奥行さ、突起部を 

除 <) 

本体質量 約1047 g (バッテ U — 

NP - FM 己0、"メモリーステ ィッ 
ク"、ショルダーストラップ、 

レンズフードなど含む） 

スピーカー ダイナ S ックスピーカー 

Exif Print 対応 

PRINT Image 対応 g 

Matching III | 

PictBridge 対応 そ 

の 
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まな仕様(つヴを) 


AC アダプター AC-L15A 

定格入力 AC 100〜240 V 、 

己0/60 Hz 、18 W 
定格出力 DC 8.4 V * 

* その他の仕様については 
AC アダプターのラベルを 
ご覧ください。 

動作温度 日む〜 +40む 

保巧温度 一20 む〜+60む 

が お 寸法(最大約 56 X 31 X 1 日日 mm 
突起部をのぞく）（幅 X 高さ X 奥行さ） 

質量 約19 Og (本体のみ） 

リチャージャブルバッテリーパック 
NP-FM50 

使用電池 U チウムイオン蓄電池 

最大電圧 DC 8.4 V 

公称電圧 DC 7.2 V 

容量 8.日 Wh (1 180 mAh ) 

本機の仕様および列観は、改良のため予告な 
く変更することびありますび 、ご了承くださ 
い。 
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保証書とアフターサービス 


必ずお読みください 

記録の客の補償はでさません 

万一、デジタルスチルカメラや記録; 
ディアなどの不具合などにより記録や 
再生されなかった場を、記録内容の補償 
については、ご容赦ください。 

保証書は国のに限6れていまず 

このデジタルスチルカメラは国内仕様 
です。外国で万一、事故、不具合び生じ 
た場合の現地での アフターサービスお 
よびその費用については、ご容赦くださ 
い。 

保証書 

• この製品には保証書び添付されていま 
すので、お買い上げの際お買い上げ店 
でお受け取りください。 

• 所定事項の記入および記載内容をお確 
かめの上、大切に保存して<ださい。 

アフターサービス 

■調子び悪いとさはまずチ王ックを 

"故障かな？と思ったら"の項を参考に 
して故障かどラかお調べください。それ 
でも具合の悪いときはテクこカルイン 
フオメーシヨンセンターにご相談くだ 
さい(裏表紙)。 

■保証期間中の修理は 

保証書の記載内容に基づいて修理させ 
ていただをます。詳しくは保証書をご覧 
<ださい。 


■保証期間経過後の修理は 

修理によって機能び維持でさる場含は、 
ご要望により有料修理させていたださ 
ます。 

■部品の交換に ついて 

この商品は修理の際、交換した部品を再 
生、再利用する場合げあります。その際、 
交換した部品は回収させていただをま 
す。 

■部品の保有期間に ついて 

当社はデジタルスチルカ;/ラの補修用 
性能部品(製品の機能を維持するために 
お要な部品)を製造打ち切 D 後8年間保 
有しています。この部品保有期間び経過 
したあとわ、故障個所によっては修理巧 
能の場合びありますので、テクこカルイ 
ンフオ ーシヨンセンターにご相談く 
ださい(裏表紙)。 


そ 

の 
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撮劇き機能早見表 


モードダイヤルの位置によって使用でをる頂目び異なります。各機能は政下の通り制 
限されます。 


モー ドダイヤル 

機能 

〇 

P / S / A/M 

J 

4^ 

四 

な 

フオーカスモード 


マニュアルフオーカス 

- 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

マニュアルフオーカス 

(PUSH AUTO ) 

- 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

マクロ 

〇 

〇 

- 

〇 

- 

〇 

AF 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

モニターモード 


PREVIEW 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

FRAMING 

〇 

〇(マニュアルフオーカス時は無効です） 

AF 枠還巧’ 1 

- 

び 2 

フラッシュ A 3 

〇 


わ!_/猪 

4 W そ 

〇 

ホワイトバランス 

- 

び4 

〇 

AWB / 

州 B/tAd 

び 4 

び4 

測光モード 

- 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

連写/ブラケット 

び 5 

〇 

- 

- 

〇 

〇 

に0感度 

- 

〇 

- 

- 

- 

- 

AE LOCK ボタン 

- 

0 (M モー 
ド時は無 
効です） 

〇 

〇 

〇 

〇 

0セルフタイマー 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

Q (デジタルズーム)ボタン 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

Ol (画面表示切り換え)ボタ 
ン 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 


AF 補助光発光時は中央の被写体を優先した AF 動作になります。 

*2. デジタルズーム時は選択でをません。 

• コンティニュアス AF 時は田(中央重点)固定になります。 

• マニュアルフォーカス時は無効です。 

連写/ブラケット時はを)(発光禁止)になります。 

* 4 州 B (フラッシュ ）、 tAj (ワンプッシュ）政列のときは、フラッシュを発光すると AW 巨（才一 
卜） になります。 

* 5 ブラケット撮影はでをません。 
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メニュー 


モー ドダイヤル 

機能 

〇 

P / S / A/M 

D 

a 



画像サイズ 

〇 

〇 





画質 

- 

〇 





撮影モード*1 

〇 

〇 





BRK 設定 42 

- 

〇 





フラッシュレべ JL /* 3 

- 

〇 

- 

〇 

〇 

〇 

P . エフェクト 

- 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

色再現 

- 

〇 

- 

- 

- 

- 

彩度 

- 

〇 

- 

- 

- 

- 

コントラスト 

- 

〇 

- 

- 

- 

- 

シャープネス 

- 

〇 

- 

- 

- 

- 

セットアップ 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 


連写設定時は RAW は選べません。 
*2 BRK (ブラケット)撮影時のみ。 

AS 運）（発光禁止)のときには選べません。 



そ 

の 
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まをのたをに 


一 2ページをあわせてお読み<ださい。 

下記のを意事項を守らないと、 乂災、大けび や 死亡 
にいたるち害び発生することげあります。 


分解や改造をしない 

火災や感電の原因となります。内部点検令修理はテクニカルインフォメー 
シヨンセンターにご依頼ください。 


分解禁止 


内部に水や異物(金属類や燃えやずい物など)を入れない 

火災、感電の原因となります。万一、水や異物び入ったときは、すぐに電源を切り、電 
池を取り出してください。 AC アダプターやバッテ U —チャージャーなどちコンセ 
ントか6抜いて、テクこカルインフオメーションセンターにご相談ください。 


0 

禁止 


運乾中に使用しない 

自動車、オートバイなどの運転をしなびら、撮影、再生をしたり、液晶画面を 
見ることは絶对おやめください。交通事故の原因となります。 

0 

禁止 

撮影時は周囲のげ況に注意をは S う 

周囲の状況を把握しないまま、撮影を巧わないでください。事故やけびなど 
の原因となります。 

0 

禁止 

指定！;1がの電池、 AC アダプター、バッテリーチャージャーを使わない 

火災やけびの原因となることびあ D ます。 

0 

禁止 

機器本体や付属品、記録メディアは、乳幼児の手の届 < 場所に置 
かない 

電池などの付属品や、 "X モ U —スティック"などを飲み込む恐れびありま 
す。乳幼巧の手の届かない場所に置を、お子様びさわら城よラごを意くださ 
い。万一飲み込んだ場合は、直ちに医師にネ目談してください。 

0 

禁止 

電池やショルダーベルト、ストラップを正しく取り付ける 

正し<取り付けないと、落下によりけびの原因となることがあります。 

また、ベルトやストラップに傷びないか使用前に確認してください。 

〇 

指示 

電源コードを傷つけない 

熱器具におづけた0、加熱した0、加工した D すると火ぶや感電の原因とな 
ります。また、電源コードを抜くとをは、コードに損傷を与えないよラにお 
ずプラグを持つて巧いて < ださい。 

Q 

禁止 

可燃性/爆発性ガスのある場所でフラッシュを使用しない 

0 

禁止 


フラッシュ、 AF イル5ネーターなどの撮影補助光を至近距離で人に向けない^ 

-至近距離で使用すると視力障害を起こす可能性びあります。特に乳幼巧 V-X 

を撮影するときは、上はなれてください。 禁 A 

-運転者に向かって使用すると、目びくらみ、事故を起こす原因となります。 



I A さ I A. A 下記のを* *I 頁を守らないと、 けび や財坦 こ} 員害を 

1^汪思 I ちえることびあります。 



湿気やほこり、油煙、湯気のをい場巧では使わない 

火災や感電の原因になることげあります。 

0 

禁止 

めれた手で使用しない 

感電の原因になることびあります。 

めれ手禁止 

不を定な場巧に置かない 

ぐらついた台の上传傾いた所に置いたり、不安定な状態で 云 脚を設置する 
と、製品び落ちたり倒れたりして、けびの原因となることびあります。 

0 

禁止 

コード類は正しく配置ずる 

電源コードやパソコン接続ケーブル、 A/V 接続ケーブルなどは、足に引っ掛 
けると製品の落下件転倒などによりけびの原因となることびあるため、充 
分ミ主意して接続•配置してください。 

〇 

指示 

通電中の AC アダプター、バッテリーチャージャー、巧電中の電池 
や製品に長時間ふれない 

長時間皮膚び邮れたままになっていると、低温やけどの原因となることびあ D まず。 

0 

禁止 

使用中は機器を巧で覆ったりしない 

熱びこもってケースび変形したり、火災、感電の原因となることびあります。 

0 

禁止 

長期間使用しないとをは、電源をはずず 

長期間使用しないときは、電源プラグをコンセン ト からはずしたり、電池を 
本体からはずして保管してください。火災の原因となることびあります。 _ 

€ 

つラグをコン 
tz ントから抜く 

フラッシュの発光部を手でさわ5ない 

フラッシュ発光部を手で覆ったまま発光しないで<ださい。発光媛ち発光 
部に手を舰れないで<ださい。やけどの原因とな0ます。 

0 

禁止 

レンズや液晶画面に衝撃を与えない 

レンズや液晶画面はガラス製のため、強い衝撃を与えると割れて、けびの原 
因となることびあります。 

0 

禁止 



電池や付属品、記録メディア、アクセサリーなどを取りはずずと A I 
きは、手をそえる がた 

電池や‘‘メモ IJ- スティック"などび巧び出すことびあり、けびの原因とな ® 

ることびあります。 
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\ Am 電池についての 
巧を上のごを意とお願い 


漏液、発熱、発乂、破裂、誤飲による大けび や 
やけど、火災な どを避けるため、下記のを意事項 
をよ < お読み < ださい。 


IA 危哟 

-乾電池型充電式電池•バッテ U —パックは指定された 
バッテ U —チャージャーし:^外で充電しない。 

• 電池を分解しない、火の中へ入れない、電子レンジや 
オーブンで加熱しない。 

-電池を火のそばや炎天下、高温になった車の中などに放 /TN 
置しない。このよラな場所で充電しない。 

• 電池をコインやヘアーピンなどの金属類と一緒に携帯、禁止 
保管しなし、。 

-電池を水 • 海水 • 牛乳 • 清涼飲料水 • 石離水などの液体 
で請らさない。濡れた電池を充電した D 、 使用したりし 
ない。 


A 警告 


-電池を八ンマーなどでたたいたり、踏みつけたり、落下 
させた D するなどの衝撃件力を与えない。 _ 

• アルカリ電池/こッケルマンガン電池は充電しない。 

-外装シールをはびしたり、傷つけたりしない。外装シー 
ルの一部または、すべてをはびしてある電池や破れのあ 
る電池は絶対に使用しない。 


A 注意 


-電她ま、+、-を確かめ、正しく入れる。 

-電池を使い切ったとを令、長時間使用しない場合は機器 
か6取り出しておく。 指示 

-新しい電池と使用した電池、種類の違ラ電池は混ぜて使 /Ov 
なぃ。 

禁止 


お願い 

U チウムイオン電池とニッケル水素電池は U サイクルでをます。不要に 
なったこれらの電池は、金属部分にセ□八ンテープなどの絶緑テープを 
貼って充電式電池 U サイクル協力店へお持ちください。 

镑 镇 

Li-ion Ni-MH 

U チウムイオン電池ニッケ J レ水素電池 

巧電式電池の収集-リサイクルおよびリサイクル協力店については 

有限責任中間法人 J 巨 RC ホームページ 

http :// www . jbrc . net / hp / contents / index.htiTil を参照してください。 
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用語の解説/索引 

m 。語の解説 

色温度(55、56ページ） 

光の色を数値で表したちので、光源自体 
の温度ではなく、光の色を人間の目に見 
える感覚に置を換えて表した数値のこ 
と。単位は K (ケルビン)。色温度び低く 
なるほど赤みを、色温度び高<なるほど 
青みを帯びた光に感じる。 

インス I ルほ7、95、97、99、100 
ぺージ） 

ソフトウエアなどをコンピューターに 
コピーして組み込み、使用できる状態に 
すること。 

"インフォリチウム"バッテリー 
(128 ぺージ） 

"インフォ U チウム"对応機器とバッ 
テリーの使用状況に関し、データ通信で 
きるバッテリー。 

拡張子(93、94ページ） 

ファイ j レの種類を表す3〜4文字の英 
数字のこと。ファイル名の未尾にピリオ 
ドで区切られた一番ち側の部分。 

画素 (12 ページ） 

画像を構成する最ル単位。画素数び多い 
ほど画像サイズび大きくなり、画像の解 
像度び高くなる。 

画像サイズ (12 ページ） 

画素数を縦X横で表示したサイズ。画像 
サイズび大さいと、画素数びをくなり画 
像の辭標度び高 < なる。 


%をスーしい別冊 r はじめに J 手順 5) 

力;ラのレンズ機能として拡大ズーム 
を行ラこと。 CMOS センサーとレンズ 
の間の焦点距離を変化させることによ 
り広角 • 望遠を切り換える方式。画像の 
劣化はない。 

シャッタースピード （1 1ぺージ） 

撮影時に CMOS センサーに光を当てる 
時間のこと。シャッタースピードを速く 
すると動きのある被写体も止まつて写 
り、遅くすると流れて写る。 

スマートズーム (71 ぺージ） 

極めて画質莫化のかない、画質を優先し 
たデジタルズーム。光学ズームと同じよ 
ラな感覚で使える。ただし、最大ズーム 
倍率は設定している画像サイズによつ 
て異なる。 

ドライバほ7ページ） 

どのよラな周辺機器びどのよラに接続 
されているかをコンピューター側に知 
らせ、周辺機器を正しく動かすために必 
要なソフトウエアのこと。 

ノイズ (11 ページ） 

CMOS センサーが光を夏け取り信号と 
して出力するまでの過程で発生する画 
像のざらつをのこと。 

パワーセーブ機能 (72 ベージ） 

電源を入れたまま一定時間操作をしな 
いと、バッテ U —の消耗を防ぐため、本 
機び節電モードに入る機能。 


用語の解説/索引 
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用語の解説(ごヴを) 


半巧し 別冊 r は じめ/。手/煩が 

シャツターボタンを押し込まず、半分押 
したが態にしてお<こと。シャツターボ 
タンを半押しすると、撮影状況に含わせ 
てピントと露出を自動で調整する。 

ピント (45 ページ） 

被写体に対する焦点のこと。本機はピン 
卜を自動調整する。撮影距離を手動でち 
設定でをる。 

フオーマツト（77、79ベージ） 

r 初期化」とも言い、記録メディアにデー 
夕を書を込めるよラにすること。フォー 
マツトすると、記録メディアに保存され 
ているデータはすべて消える。 

フォルダ (66 ページ） 

本機で撮影した画像をまとめて格納す 
る場所。目的別(イベント別）’日付別に 
画像を分類するとをに便利。 

プレシジョンデジタルズーム (71 ペー 
ジ） 

ズーム倍率を優先したデジタルズーム。 
画像をデジタル処理することにより、画 
像サイズの設定に関係な<常に最大で 
光学ズーム倍率の2倍のズームび可能。 
画像サイズ、ズームポジションによって 
は、スマートズームより画質び劣化する 
ことがあるび、一般的なデジタルスーム 
に比べて劣化の少ない画質び得られる。 


ホワイトバランスほ5ページ） 

光源に含わせて色を調整する機能。被写 
体の見た目の色は光の状況に影響され 
る。例えば、電球の下で撮影すると白い 
被写体び赤っぽく写る。ホワイトバラン 
スを設定すると、自然な色含いで撮影で 
をる。 

"メモリースティック" （125 ぺージ） 

ソモ U —スティック"はルさくて軽い 
に記歸メディア。 

有効画素数 (131 ページ） 

CMOS センサーび光から電気信号に変 
換でさる画素数。有効画素数から画像処 
理をしたちのび記録画素数になる。 

露出 （11 ページ） 

絞りとシャッタースピードの値により 
決まる光量。 

Adobe RGB ほ7ぺージ） 

「アドビ’ア-ル’ ジ _ . ビ ー」 と 読み、 米 
Adobe Systems 社び提唱した色空間 
(色を数値の組み合わせによって表現す 
るための方法、カラースペース）。 
Windows などで使われる一般的なモニ 
ターなどで採用されている色空間 
sRG 目と比べると、シアンからグリーン 
にかけて広い色空間を持ち、色び鮮やか 
になるため、主に印刷物などに用いられ 
る。 


AE 別冊 r はじめに J 手順 5) 

「Auto Exposure」 の略で、被写体の明 
るさをカメラび判断して、自動で露出を 
決める機能。 



AF (46 ベージ） 

「Auto Focus 」 の略で、力;><ラび自動で 
ピントを含ねせる機能。 

CMOS センサー （131 ベージ） 

「Complementary Metal Oxide 
Semiconductor 」 の略で、光を電気信号 
に変換する半導体の一種。 

DCF(9 ぺージ） 

「Desian rule for Camera File 
system 」 の略で、（社)電子情報技術産業 
協を ( J 曰 TA ) で制定された統一規格。 

DPOF(106 ベージ） 

「Digital Print Order Format 」 の略。 
r ディーポスと読み、プ U ント予約した 
い写真を"メモ U —スティックデュ 
才"上に指定できる。 

EV (40 ぺージ） 

[Exposure Value 」 の略で、麗光量を表 
す単位。 

Exif(131 ベージ） 

(社)電子情報技術産業協会 ( J 曰 TA ) び制 
定した撮影情報などの付帯情報を追加 
でさる静止画像用のファイルフオー 
マット。 

旧 0(44 ページ） 

r イソ」と読み、力;ラフィルムの光に巧 
する感応度で、 ISO 単位で表す。数値が 
大きいほど高感度に撮影でをる。 


JPEG (93 ベージ） 

r ジェイペグ」と読み、インターネットで 
扱ラ代表的なカラーの静止画を圧縮す 
る形式。本機では、通常の静止画撮影時、 
JPEG 形式で画像を保存する。 

Mass Storage (82 ぺージ） 

";>< モリーステ ィッ ク"び入つたデジ 
タルカ；/ラ自体を、外付けの記憶装置と 
して認識し、 USB 接続したパソコンか 
ら操作可能なモード。 

MF (47 ぺージ） 

「Manual Focus 」 の略で、手動でピント 
を合わせる機能。 

0S ほ5、98ページ） 

「Operating System 」 の略。 コンピ ュー 
夕一全体を管理し、 コンピューターを操 
作するのに必要な基本ソフ トウ ェアの 
こと。 

円 ctBridge(102 ベージ） 

r ピクトブリッジ」と読み、力;>< ラ映像機 
器工業を (C I PA ) で制定された統一規格。 
円 C 旧 ridge 対応のプ IJ ンターと本機を 
接続して、画像ファイルをプ U ントでを 
る。 

PTP(82 ぺージ） 

「Picture Transfer Protocol 」 の略。パ 
ソコンに画像 データを 簡単に コピーで 
さる接続方法。 


用語の解説/索引 
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用語の解説(ごヴを) 


RAW データ (60 ページ） 

r □一」と読み、 CMOS センサーの生デー 
夕をそのまま保存するため、圧縮、保存、觸 
凍による画像劣化びないファイル形式の 
こと。専用ソフトウエアで画像処理を行い、 
r 現像」する。画像補正機能を使用すること 
によって、最適な画槪を創ることびでさる。 

USB ほ7、98ぺージ） 

「Universal Serial Bus 」 の略。キーボ ー 
ドやマウスなどのパソコンの周辺機器 
を接続するための規格。 
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PicturePackage 

.95 



PTP . 

.82 

巨 RK . 

.43 

C AF . 47 

, 71 

PUSH AUTO ..… 

.47 

CD-ROM 


P . エフェクト… .... 

.64 

. 87, 97, 99, 

100 

RAW . 

.60 

CF 力ードツール . 

.79 

RESET . 

.…… 109 

COLOR . 

.57 

S AF . 

...47, 71 

DC IN 端モ 


STD . 

.63 

別冊「はじめに」手順1 

USB ケーブル ..... 

.89,103 

DirectX . 

.85 

USB 接続 . 

.82 

DPOF . 

106 

USB ドライバ..… 

.87 

EVF バックライト . 

.81 

WB . 

.55 

EV 補正 . 

.40 

Windows . 

.84 

FINE . 

.63 

推奨環境 . 

.85 


F 値 . 36 

ImageMixer VCD 2 
. 9己，99 

Image Data Converter 

SR . 97,100 

InfoLITHIUM バッテ U — 
.128 

ISO .11,44 

JPEG . 93, 141 

LCD バックライト .81 
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商標について 

• Cyber-shot はソニー株式会社の商標で 
す。 

• "Memory Stick "、 "メモリースティック"、 

"Memory Stick PRO ’’、 ソモリー 
スティ ック PRO ’ 、 Memory Stick PR 日 
、 "Memory Stick Duo "、 "メモリース 
ティックデュオ"、 Mem 日 RY Stick Du 日 
、 "Memory Stick PRO Duo "、 ソモ U - 
スティック PRO デュオ"、 

Memory Stick PRO Dua 

— MagicGate "、 "マジックゲードおよび 

M zvG に G zvr 白まソニー株式会社 
の商標です。 

• " InfoLITHIUM (インフォ U チウム）"はソ 
ニー株式尝社の商標です。 

• PicturePackage はソニー株式尝社の商標 
です。 

• Microsoft 、 Windows、Windows Media 、 
DirectX は、米国 Microsoft Corporation 
の米国およびその他の国における登録商標 
です。 

• Macintosh、Mac OS 、 QuickTime 、 
iMac 、 iBook 、 Power 巨 00 k、Power Mac 、 
eMac は Apple Computer , Inc . の登録商 
標または商標です。 

• Macromedia および円 ash は 
Macromedia Inc . の米国およびその他の 
国における商標または登録商標です。 

• Intel 、 MMX 、 Pentium は Intel 
Corporation の登録商標または商標です。 

•コンパクトフラッシュに ompactFlash ) 
は、米国ヴンディスク社の商標です。 

• Microdrive は 、 Hitachi Global Storage 
Technologies の登録商標です。 

• Adobe は Adobe Systems 
Incorporated (アドビシステムズ社)の米 
国ならびに他の国における商標または登録 
商標です。 


• その他、本書に記載されているシステム名、 
製品名は、一般に各開発;><ーカーの登録商 
標あるいは商標です。なお、本文中には TM 、 
慰マークは明記していません。 


用語の解説/索引 
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